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篤
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篤
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典
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③
デ
ル
フ
ァ
I
試
論
の
遁
用

④

年

代

構

想

論

制

《

n
方
言
》
の
問
題

ω
漢
語
字
音
の
方
言
化
問
題

結

語

t士

じ

め

田

士
官
官

典

-114ー

ウ
イ
グ
ル
ー
ト
ル
コ
語
俳
数
文
献
は
、
中
園
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
巨
の
ト
ル
フ
ァ

ン
地
方
お
よ
び
敦
埋
蔵
経
洞
そ
の
他
か
ら
護
見

・
牧
集

(
1
)
 

さ
れ
た
、
レ
わ
ゆ
る
出
土
文
献
で
あ
る
。
最
初
、
ラ
ド
ロ
フ
巧

-m色一
O
R
に
よ
り
「
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
の
古
ウ
イ
グ
ル
語
見
本
」
と
題
し
て
、

ク
レ
メ
ン
ツ
探
検
隊
の
成
果
が
、

一
八
九
九
年
に
公
表
さ
れ
て
い
ら
い
、

ち
ょ
う
ど
百
年
を
越
え
る
。

そ
し
て
近
年
、

ウ
イ
グ
ル
併
教
文
献



撃
の
成
果
と
し
て
、
二
つ
の
穂
合
的
手
引
書
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
は
『
ウ
イ
グ
ル
高
昌
王
闘
の
宗
教
と
祉
曾
』

(
2〉

(
3〉

P
N
-
o目
。
、
一
九
九
二
)
と
も
う
一
つ
は

『
ウ
イ
グ
ル
併
数
文
献
』
(
エ
ル
ヴ
ェ

ル
ス
コ
グ

』-
E
Z
E
r
o問、

一
九
九
七
)
で
あ
る
。
後
者
は
、

ま
で
に
ど
れ
ほ
ど
の
ウ
イ
グ
ル
傍
教
文
献
が
明
ら
か
に
な

っ
た
か
の
研
究
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
前
者
は
、
資
料
の
も

っ
と
も
豊
富
な

ハ
ツ
イ

1
メれ

ベ
ル
リ
ン
牧
集
ロ
聞
を
長
年
に
わ
た
り
研
究
し
て
き
た
著
者
自
身
に
よ
っ
て
、
出
土
文
献
が
語
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
宗
教
ハ
こ
こ
で
は
併
数
)
と
社
曾

の
再
構
成
を
試
み
て
い
る
。

『
天
地
八
陽
紳
呪
経
』

(
以
後
、
八
陽
経
と
略
す
)
の
ウ
イ
グ
ル
ー
ト
ル
コ
語
需
に
つ
い
て
、

ツ
ィ

l
メ
は
「
こ
の

テ
キ
ス
ト
の
史
賓
と
俸
達
の
多
様
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
と
小
田
の
多
く
の
論
文
の
な
か
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち

ハ
4
)

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
論
及
を
さ
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
多
様
な
問
題
の
十
分
に
集
約
さ
れ
て
い
な
い
き
ら
い
が
あ
ろ
う
。
具
瞳
的
観
貼

ハ
5
)

そ
し
て
初
需
に
「
特
定
の
ソ
グ
ド
色
の
濃
い
」
こ
と

初
語
と
改
語
と
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
、
史
賓
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
か
。
同
様
な
課
題
は
観
音
経
篤
本
に
も
あ
り
、
最
初
期
に
お
け
る
漢
文
を
原
典
と
す
る
ウ
イ
グ
ル

を
奉
げ
る
と
、
寓
本
群
は
二
分
類
さ
れ
、

て
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
ウ
イ
グ
ル
1

ト
ル
コ
語
需
の
も
つ
濁
自
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
。

「
ト
ル
コ
語
本
入
陽
経
篤
本
の
系
譜
と
宗
教
思
想
的
問
題
」

「
人
皆
日
常
設
之
、

設
其
善
語
、
普
法
常
轄、

卸
成

J¥ 
陽
経
も
親
日

ハ経

五七
支2習
と空
題貯

士
し tこ
てよ

dコ

て
草
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ー
ト
ル
コ
語
の
翻
語
併
典
の
出
現
に
つ
い
て
納
得
の
ゆ
く
解
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

6

)

 

創
期
に
着
手
さ
れ
た
研
究
で
あ
っ
た
。
私
は
、

カミ
ザコ

(
観
智
本
)
と
あ
る
に
劃
し
て
、
ト
ル
コ
語
の
邦
需
を
示
す
と
、

解
せ
ず
し
て
全
く
遣
う
も
の
に
と
れ
ば
、
あ
る
い
は
悪
業
に
追
従
し
、
邪
と
正
と
、

善
と
悪
と
、
二
種
の
行
震
を
な
せ
ば
、
そ
の
人
は
、
こ
の

(
8〉

下
方
の
三
悪
道
へ
入
り
苦
悩
す
る
」

悪
法
常
轄
、

即
堕
地
獄
」

「(前略〉、

も
し

こ
れ
を
理

聖
道
、
読
其
邪
語
、

世
界
に
流
轄
す
る
。
あ
る
い
は
、
上
方
の
輝
け
る
諸
天
ハ
紳
)
の
地
に
お
い
て
歓
喜
す
る。

と
あ
る
。
す
こ
ぶ
る
獲
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
襲
容
が
イ
ラ
ン
的
死
後
の
世
界
を
表
象
す
る
か
に
み
え
る
と
述
べ
た
。
こ
の
イ
ラ
ン
的
死
後
の

ハ
9
)

世
界
と
い
う
の
は
、
在
事
中
に
故
伊
藤
義
教
先
生
か
ら
ど
講
讃
し
て
い
た
だ
い
た
ニ
ィ
ベ
ル
グ
の
『
パ
フ
ラ
ヴ
ィ

l
語
の
手
引
書
』
(
「
智
慧

の
霊
の
剣
決
」
)
の
な
か
に
、
死
後
三
途
の
川
、
賓
は
橋
を
渡
る
く
だ
り
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。
三
途
の
川
は
三
悪

道
へ
の
川
で
は
な
く
、
も
と
も
と
最
勝
界

(
S
E
S、
等
混
界

(
E
B
m臼
g
Eロ
)
、
悪
界

2
0
2
H
J

へ
の
分
か
れ
道
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
こ
と

あ
る
い
は

115 
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が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、

ボ
ン
大
撃
の
マ
ニ
数
研
究
者
、
ク
リ
ム
カ
イ
ト

出・
l
}

同
ハ
ロ
ヨ
宮
町

が
、
東
京
特
祇
員
の
へ
ロ
ル
ド

『
東
方
マ
ニ
教
に
闘
す
る
日
本
人
の
研
究
』
(
一
九
九

一
)
の
な
か
で
「
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
マ
ニ
教
と

(

m

)

 

併
教
の
横
の
つ
な
が
り
」
と
題
し
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
ト
ル
コ
併
教
の
翻
詩
文
献
の
背
景
に
マ
ニ
教
の
存
在
を
強
く
印
象
づ
け

(

日

)

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
す
で
に
森
安
孝
夫
は

「
ト
ル
コ
傍
教
の
源
流
と
古
ト
ル
コ
語
併
奥
の
出
現
」
(
一
九
八
九
)
を
論
じ
て
、

女
史
に
ド
イ
ツ
語
へ
翻
謬
さ
せ
て
、

マ
ニ
数
的
環
境
の
な
か
か
ら
ト
ル

コ
語
翻
語
併
典
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
氏
の
『
ウ
イ
グ
ル
H

マ
ニ
数
史
の
研
究
』

ハ
ロ
)

(
一
九
九
一
)
も
本
論
の
た
め
に
重
要
な
一
示
唆
を
得
た
研
究
で
あ
る
。

先
年
(
一
九
九
七
〉
、

ブ
ダ
ベ
ス
ト
の
第
三
十
五
回
園
際
ア
ジ
ア

・
北
ア
フ
リ
カ
研
究
曾
議
で
行
わ
れ
た
園
際
敦
埋
皐
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン

(

日

)

「
ト
ル
コ

語
課
八
陽
経
は
い
つ
書
さ
れ
た
か
」
と
題
し
て
護
表
し
た
。

多
様
な
問
題
を
そ
こ

ポ
ジ
ウ
ム
ク
敦
埠
と
ト
ル
フ
ァ
ン
ク
に
お
い
て
、

で
は
次
の
四
つ
に
分
け
て
取
り
上
げ
た
。
付
言
語
同
学
的
年
代
、

口
ソ
グ
ド
人
の
影
響
、

同
寓
本
の
系
統
、

四
即
時
経
の
特
徴
。

以
上
の
テ
l
マ
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は
、
こ
れ
ま
で
に
公
表
し
た
論
文
の
な
か
で
折
に
燭
れ
と
り
奉
げ
た
内
容
で
あ
る
。
ブ
ダ
ベ
ス
ト
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
要
黙
を
略
説
す
る
に

と
ど
ま
っ
た
。

本
論
で
は
順
序
を
少
し
く
饗
え
て
、
第
一
に
ト
ル
コ
語
寓
本
を
含
む
入
陽
経
の
「
諸
寓
本
の
比
較
」

か
ら
ト
ル
コ
語
本
出
現
の
時
期
を
探

る
。
第
二
に
、
ト
ル
コ
語
の
「
言
語
率
的
年
代
」
か
ら
寓
本
の
年
代
に
迫
り
た
い
。

八
陽
経
諸
篤
本
の
比
較

(1) 

名

稽

と

出

典

諸
骨
柄
本
の
異
同
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
俸
播
の
経
路
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
着
目
し
た
動
機
は
、

(

は

)

(

日

)

バ
ン
グ
本
に
添
え
ら
れ
た
敦
埋
の
漢
文
寓
本
と
ト
ル
コ
語
本
と
の
聞
に
相
違
が
大
き
く
、
羽
田
博
士
の
護
表
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
相
違
が
目



立
た
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
と
い
う
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
。

(
日
)

「
僑
経
本
『
天
地
入
陽
紳
呪
鰹
』
の
停
播
と
テ
キ
ス
ト
」

(
一
九
八
六
)
と
題
し
て
、
相
嘗
の
準
備
を
整
え
て
き
た
。

(

げ

)

こ
の
入
陽
経
に
闘
す
る
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
、
奈
良
の
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
二
箇
所
の
記
載
で
あ
る。

諸
本
の
比
較
研
究
は
、

一
つ
は
七
六
一
年
(
天
卒
賓
字

東
大
寺
司
の
も
と
に
あ
る
篤
経
所
が
手
本
と
し
て
ど
こ
か
ら
か
「
天
地
入
陽
経
」

を
借
用
す
る
た
め
に
起
案
さ
れ
た
文

(

日

)

書
で
あ
る
。

二
箇
所
に
遁
記
が
あ
っ

て
、
賓
際
に
貸
借
が
完
了
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

も
う
一
つ
の
七
六
四
年

(
天
卒
賓
字
八
年
八
月
↓
十
六
日

五
年
二
月
十
五
日
附
)
、

附
)
の
文
書
は
、

骨
内
経
所
に
お
い
て
、
臨
時
の
篤
経
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
紙
五
十
枚
の
用
途
を
メ
モ
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
十
八
枚
の
用
紙

(
凹
)

が
「
天
地
八
陽
経
二
巻
料
」
、

す
な
わ
ち
二
部
の
書
篤
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
を
一
示
す
。

他
は
観
音
鰹
三
部
、
般
若
心
経
二
部
、
阿
蒲
陀
経

一
部

な
ど
の
民
聞
に
よ
く
贋
ま

っ
た
経
典
の
書
寓
に
使
わ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
奈
良
時
代
の
惇
本
が
今
日
ま
で
惇
わ
る
可
能
性
を
考
え
る
の
は

嘗
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
は
一
つ

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

牧
田
諦
亮
氏
は
京
都
叡
智
院
の
古
寓
本
を
推
測
す

(

初

)

〈

幻

)

る
。
近
年
増
田
伸

一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
の
員
一
幅
寺
賓
生
院
本
が
上
記
観
智
院
本
と
と
も
に
翻
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
。
南
本
は
鎌
倉
期
の

潟
本
と
推
定
さ
れ
る
が
、

奈
良
時
代
に
遡
り
う
る
有
力
な
日
本
古
寓
本
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

一回
限
定
に
す
ぎ
な
い

-117-

が
、
そ
の
整
合
性
に
つ
レ
て
穂
合
的
結
論
を
得
る
こ
と
も
本
稿
の
目
的
に
か
な
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一
九
九
七
年
『
東
方
事
論
集
』
ハ
東
方
皐
曾
創
立
五
十
周
年
記
念
)
に
護
表
さ
れ
た
木
村
清
孝
氏
の
論
考
は
中
園
に
お
け
る
僑
経

「
入

(

幻

)

陽
経
」
の
思
想
的
成
立
事
情
に
、
は
じ
め
て
開
設
し
て
意
義
深
い
。
し
か
し
僑
経
の
字
句
の
襲
蓮
に
つ
い
て
異
論
が
あ
る
。
京
都
貌
智
院
本
を

考
慮
せ
ず
に
原
本
の
内
容
を
論
議
す
る
こ
と
は
、
私
に
は
納
得
で
き
な
い
。
た
だ
確
寅
に
一
O
世
紀
を
含
む
敦
埠
骨
柄
本
が
現
存
の
も
っ
と
も
古

い
形
で
あ
る
と
見
る
の
が
ご
く
自
然
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
で
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
比
較
の
封
象
と
な
る
漢
文
諸
本
と
翻
需
本
の
名
稽
と
出
典
を
列
奉
す
る
。
必
要
に
麿
じ
て
解
説
を
加
え
て
お
き
た
い
。
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① 

漢
文
諸
本
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ー
、
大
正
本
、

『
大
正
新
修
大
臓
経
』
巻
八
五
、

Z
0・
N∞
可

(
3・
HhNNHA旧日)
の
原
典
は
績
蔵
本
、

『
大
日
本
績
識
経
』

(
第
一
緒
第
二
編
乙

第
二
三
套
第
四
加
、
三
七
八
|
三
八
O
業
)
で
、

そ
の
原
本
の
績
駕
本
、

「戴
経
書
院
文
庫
寓
本
」
は
京
都
大
拳
附
属
国
書
館
(
誠
九
l

エ
i

9
)

に
所
臆
さ
れ
る
。

2
、
日
本
古
寓
本
、
東
寺
観
智
院
本

(京
都
)
と
員
一
幅
寺
賀
生
院
本

(
名
古
屋
)
な
ど
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
上
越
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
お
〉

前
関
恭
作
蓄
蔵
本

〈
ロ
ω15
3
な
ど
及
、
ひ
ソ

3
、
朝
鮮
本
、
松
庚
寺
板

(
東
京
大
風
午
線
合
園
書
館
阿
川
文
庫

2
0ーロ∞
C
・
熊
楠
寺
板

(
東
洋
文
庫

ウ
ル
市
販
本

(
一
九
八
O
)
の
本
文
は
同
一
で
あ
る
。

(

鎚

)

は
楼
井
由
男
雄
氏
に
よ
り
将
来
さ
れ
た
寓
異
に
も
と
づ
く
。

4
、
越
南
本
、
景
一
帽
寺
本

〔天
7
〕
と
景
福
寺
本

〔天
8
〕

(
お
)

5
、
敦
埠
完
本
(
A

)

、
大
多
数

(
お
)

6
、
敦
埠
潟
本
(
B

)

、
担
。
。

(

幻

)

7
、
チ
ベ
ッ

ト
呈
国
語
本
、
司
己
目
∞

-118ー

② 

(
却
〉

チ
ベ
ッ
ト
語
語

8
、
チ
ベ

ッ
ト
蓄
課
本
、
H
u
q
怠
-
Hv
q
A
。

9
、
チ
ベ
ッ
ト
新
謀
本
、

H
J
H
。。

W
E
E
-
E
g
w
ω
8
P
E
S-
-νミ
注

目
、
チ
ベ
ッ
ト
蔵
本
、
デ
ル
ゲ
版

z
c
E
S
Q
N
N
)

③ 

(

却

)

モ
ン
ゴ
ル
語
講

日
、
北
京
版
本
、

東
洋
文
庫
所
臓
北
京
木
版
本
三
五
葉

2
5
)
と
蒙
古
蔵
本
、
ミ
s
h
o
~
E冶
同

S
Y
--〈
O
F
N品

-
Z
3『
り
巾

-E

E吋
品

(3
・

g
H
1
8
N
(
N
u
r
818
H
4
3
)
と
は
大
き
な
相
違
は
な
い。



④ 

ウ
イ
グ
ル
ー
ト
ル
コ
語
誇

(

ω

)

 

こ
こ
で
は
こ
の
一
本
の
み
を
比
較
の
封
象
と
す
る。

ロ
、
敦
憧
識
経
洞
本

F
F
X
H
m
y
r
r
E
H
Uコ
OH-
∞N
H
N
(
H
O
A
〉、

(2) 

分

類

基

準

表

八
陽
経
は
、
七
世
紀
後
牢
か
ら
八
世
紀
中
葉
ま
で
の
聞
に
中
園
で
作
ら
れ
た
、

(
む
)

園
照
撰
八
O
O年
編
纂
)
に
出
る
が
、

(

M

M
〕

し
と
い
う
。

い
わ
ゆ
る
疑
偶
経
典
で
あ
る
。

「貞
元
新
定
調
停
教
目
録
」
ハ
唐

木
村
清
孝
氏
に
よ
れ
ば
、

初
め
て
言
及
し
た
鰹
録
は、

『
開
元
録
』

(
七
三
O
年
成
立
)
の
補
訂
版
ら
し

「
儒
妄
説
員
」
の
章
に
登
諒
さ
れ
て
正
統
的
大
臓
経
に
入
賦
さ
れ
ず
、

二
O
世
紀
に
い
た
り
大
日
本
綾
蔵
経
、
そ
れ
か
ら
大
正
新

修
大
識
経
に
我
が
園
に
俸
わ
る
一
篤
本
が
採
用
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
聞
に
庚
ま
っ
て
俸
承
本
と
し
て
各
地
に
俸
わ
っ
た
漢
文
潟
本
・

そ
し
て
我
が
園
で
は
由
緒
あ
る
古
寺
の
経
蔵
に
残
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ト
ル
コ
語
と
チ
ベ
ッ

ト
語、

各
大
臓
経
に
も
納
め
ら
れ
た
。
な
お
我
が
園
の
漢
文
古
寓
本
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
漢
文
寓
本
そ
し
て
朝
鮮
版
本
に
は
各
園
語
の
讃
み
、
す
な
わ
ち
カ

ナ
訓
勲
、
チ
ュ

1
ノ
ム
字
の
ル
ビ
、
ハ
ン
グ
ル
の
一
音
篤
が
添
え
ら
れ
て
各
園
語
で
誼
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
総
じ
て
併
数
と
と
も
に

中
国
文
明
の
直
接
的
影
響
下
に
は
い
っ
た
地
域
と
時
代
お
よ
び
民
族
に
、
こ
の
経
典
は
惇
播
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
語
に
翻
寵
さ
れ
た
テ
キ
ス

ト
は
、
も
と
の
漢
文
を
推
測
し
う
る
限
り
に
お
い
て
、

そ
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ

ル
語
に
翻
書
さ
れ
、
後
者
二
語
で
は

-119ー

版
本
は

上
記
の
よ
う
に
敦
埋
蔵
経
洞
に
、
朝
鮮
半
島
で
は
李
朝
時
代
の
開
版
に
よ
り
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
系
寺
院
(
バ
ン
コ
ク
)
の
経
戴
中
に

そ
こ
で
詳
細
な
字
句
の
比
較
資
料
に
も
と
守つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
の
分
類
基
準
と
な
る
字
句
を
抽
出
し
た
。
第

一
表
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
八
箇

(

お

)

所
の
字
句
の
異
同
に
よ
り
一
一
一
分
類
と
す
る
。

第
一
表
の
基
準
を
各
本
に
適
用
し
た
も
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
各
本
に
つ
い
て
テ
キ
ス
ト
の
異
同
と
年
代
ま
た
は
地
域
を
考
慮

119 

し
て
、

四
つ
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
各
分
類
の
特
徴
を
列
奉
す
る
。



Cコ
ひ司

分類基準表

番号 第一類 (.) 第二類 (0) その他(ム) 大正本所在

1 何況有人 壷能書寓 [敦埠A類] 1422c16-18 

受持讃諦 如法修行 [チ新課] (Ptl06， 

(説)其功徳 不可稿 B8-5; S416， 4a-3) 

不可量無有遁際 (ナシ)

書終之後並得成悌

(越、説其=其人、並=普)

[チ奮謬](Pt746， 1-1: 

.. yan myed /mtha yan 

myed/muya均myeddo/ 

tshe IJpho ba事if:iog tu 

~lph，.ul gyi gral thob bo/I) 

[モ誇](40b，8al1-8b3: 
a/i-ber kumun Cidaysabar 
bicigulju toytayaju ungsiJu 
nom-tur adali yabubasa 
tegunu erdem-deki yayun 
uguledlen nereyidbesu ulu 
boluyu.. caylabasu ulu 
boluyu ujugur kijayar ugei 

表第
。NH



bolai..) 

[ト謬](仏L5日1ト-♂5

bo nomur biti偲giなgbiti“sar 
bititsar oi.jisar oi.jitsar 
azu nomlasar nomlatsar tukati 
tδrusinca ayayu arrlayu 
tapinu udunu tutsar 01 adgu 
i.jilinc sani sai.jiSi yoi.j.. trk 
odun 001 tiizlr burxan i.juti-n 
bulir..) 

c"-l 

1423b25-27 [敦埠A類]

[チ新語](S459，80a 

10-5; S458， 20b-1) 

(ナシ)

爾時五百天子

在大衆中 間悌所説

得法眼浮皆大歌喜

即殺無等等阿縛多羅

三貌三菩提，心

[チ奮誇](Pt746， 2-18/19: 

de/:li tshe lha/:li bu lna brgya与

問 npo争i(nan) nas / 

争khorba las / sans rgyas 

匂ibsad pa thos nas chos 

匂idmyig gtsan ma thob 

ste/ kun匂ansin tu dga 

nas bla na myed pa争i

2 

H
N
H
 



<'l 
ひ司

byan-cub匂isems gyos-so //) 

[モ謬](40b，17a4-17a13: 
tere cay-tur tabunJayun 

tngri-ner-un kobegud yeke 

quv( a)ray-ud-un dotora-aca 

burqan-u nomlaysan-i 

sonoscu， ariyun nom-un nidiin 

・iolJu， bugudeger asuru yeke 

bayasulcaJu， tengsel ugei 
uneker toyuluysan burqan-u 

qutuy-tur bodi sedkil 

eguskeldubei.. ) 

[ト誇] (L221-224: 01 odun bif 
yyz tngri oylani 01 ijuvrayda 

arur arti-Iar tngri bur.λ;anta antay 

ad'inCiγtatyly soyanciy nom yrly 

afi-d'ip nom koz-Iari aridi ogirdi 

svillti-lar alijuyun tuzkarincsiz 

burxan ijutinga kgngul turyurdilar..) 

N
N
H
 

1424a25 多才多華

(越、多有才華)

[チ首謀] (町746，4-9;
町749，7-19:hdsans 

rgya che la /rtsal 

che stelう

[モ誇](40b， 24b3) 

[ト謬](L
347

) (ナシ)

3 



[チ新謬](S458，24b2; 
S459， 80b15-1: ses rab 
dan ldan shin /sgyu rtsal 
che ba) 

1424a28 度四生慮八解

(越、度四生慮

具八解脱)

[ト謬](L
356

) (ナシ)4 

R 

[チ奮誇](Pt746， 

4-11; Pt749，8-5/6: 
s勾eba bshi 
las ni thar / grol thar 
brgyad la ni gnas te.冷
[チ新誇](S458，25al; 
S459，80bl-l/2:hdod 
pa bshi las rgal te/ 
rnam par grol ba 
brgyad thob pa/:li 
myin la) 
[モ誇](40b，25a2-4: 
torulkiten-i tonilyaJu， 
naiman tonilqui 
qutuy-tur bodi sedkil 
-tur eguskeldubei. 

tegulder bolbai..) 的
問
同



、"。。

5 劫名離垢 劫名園満 劫名離苦 1424c16 
[モ誇](40b，30a4/5: [チ首謀] (Pt749，l1-1: 
burqan-u kalab・udner-e bskalpa事imyin ni gan 
kir-e-ece qayacaysan) rgyas) 

[ト誇] (L426-427: [チ新諜](Pt106， A4 
klp odi kirsiz ariy tip 112: bskal pa chen pol:ri 
titgay-Iar) myin ni yons su rdsogs 

pa shes bya/) 

6 皆行菩薩 無有彼此 皆行菩薩 1425al 

六波羅蜜 並謹無詩二昧 六波羅蜜

(逮)無所得(法) [チ首謀](Pt 749， 無有彼此

[モ謬] (40b， 30a8: 11-2/3: phan ts(h)un 誼無詩三昧

bugudeger bodistv-nar-un shes bya ba争an 逮無所得

Jiryuyan baramit-iyer yabuJu.. myedpa争imyi qyo (越、皆得菩薩道

oldaqui ugei nom-i olbai..) ba争iti(n)ne争dsin 六波羅蜜

[ト謬] (Lι4叫叩2幻74♂qamay thob bo) 逮無所得

turijaru bodistv-Iamng alti [チ新謬](町106，A4- 無有彼此

paramit yoriyinca母atylanyay-lαr 4/5; S462， XVIII-6/ 誼無詩三昧)

buluncsuz toruka・taginmis XIX-1: bdag dan gshan 

argay-lar..) shes bya ba myed pas 
rtsod pa myed pal:ri 

tiれehdsin thob bo/} 

司
N
H



F3 
r-t 

7 入不二法門(越、不二之法門) [チ新誇] (Pt106， A5-3; 1425a3 

[チ奮誇](749，11-4/5: S462，X区 一2)

gnis su myed pa~i chos (ナシ)

勾isgo mor chud do/) 

[モ誇](40b， 30a15-30bl: qoyar 

busu nom-un qayaly-a-dur orobai..) 

[ト誇](L430-431: iki armaz nom 

qapyi-nga kirdi-lar.) 

8 善神加護延年益害 獲福無量 1425a8 

福徳具足 [チ首謀](749，11-9: 

(越、加=擁) legs pal:z.i dpal grans 

[モ誇](40b， 30b15-31bl: qamuy myed par thob bo// 

ayisikinar sakiyad amin nasun [チ新謬](Pt106， A7-2/3: 

urtu bolJu.. buyan inu tegusku bkra sis chen por 

boluyu..) 争gyurshin/ bsod nams 

[ト課] (L436-437: qamy qutlar tshan myed pa thob bo.グ

waxsiklar ki・iyukuzadu tutyay [S462] X区一6:

ーlar..oz tlzun qut qaln bolyay..) bkra sis pa da均bsod

nams bsam gyis myi 

khyab pa thob bOIグ的

N
H



八陽経諸本の比較表第二表
由
N
H

"" 

上限年代 2 3 4 5 6 7 8 備考

1 日本古窮本 8世紀 • • • • • • • • 761， 764年
2 敦煙B本 / / / / / / / / (正倉院文書)
3 チベット音謬本 / . . . . . . • 4 トルコ誇本 • • • • • • • • 
5 チベット奮諜本 9世紀~-・ o0 0 0・。6 チベット新語本 1 0世紀 o 0 0 0 0 0 0 。
7 敦煙A類本 o 0 0 0 0 0 O.。
8 モンゴル誇 1 4世紀 -・・ 0・・・ • トルコ誇影響
9 朝鮮本 以降 -・ o0・ム.• 10 越南本 -・ o0・ム.• 
11 績蔵本 2 0世紀 -・・・ム・・ • 



2
か
ら
4
は
敦
埠
識
経
洞
か
ら
将
来
さ
れ
た
が
、
う
ち
ト
ル
コ
語
誇
本
の
主
要
地
域
は
い
う
ま
で
も
な
く
ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
で
あ

る
。
敦
埋
B
本
窃
日

g)
は
巻
首
に
近
い
部
分
の
断
片
の
た
め
に
、
第
二
表
の
表
示
に
一該
嘗
箇
所
は
な
い
け
れ
ど
も
、
テ
キ
ス
ト
が
日
本
古
寓

本
と
ほ
と
ん
ど
襲
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
に
置
く
。
テ
キ
ス
ト
の
同
一
性
は
、
そ
の
停
播
の
同
時
代
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
倉
院

文
書
の
記
録
(
七
六
て
七
六
四
年
)
か
ら
上
限
年
代
を
八
世
紀
と
す
る
。

(
2
)
5
か
ら
7
は
敦
爆
の
地
域
住
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
山
山
本
王
園
の
敦
埠
支
配
期
と
そ
の
後
、
漢
文
寓
本
に
一

O
世
紀
の
年
代

が
謹
言
さ
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
奮
書
本
が
新
書
本
や
漢
文
敦
埋
A
類
本
と
遣
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
西
蔵
大
識
経
本
は
短
縮

(

1

)

 

さ
れ
て
い
る
の
で
比
較
の
劃
象
か
ら
除
く
。

(
3
)
8
か
ら
凹
ま
で
の
特
徴
は
、
後
期
的
統
一
な
い
し
校
勘
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
モ
ン
ゴ
ル
需
は
漢
文
か
ら
翻
書
さ
れ
た
こ

と
に
遣
い
は
な
い
が
、
ト
ル
コ
語
文
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
朝
鮮
本
と
越
南
本
の
共
通
性
は
中
園
か
ら
の
同
時
代
的
俸
本
に
開
せ
ら
れ
る
の

(

4

)

 

績
戴
本
の
特
徴
は
、

日
本
圏
内
の
停
承
の
な
か
で
獲
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五
番
目
の
異
字
(
ム
〉
は
こ
の
績
藤
本
の
系
統

-127ー

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

だ
け
で
あ
る
。

(3) 

ト
ル
コ
語
詳
の
位
置
づ
け

ト
ル
コ
語
書
本
|
|
敦
埋
蔵
経
洞
寓
本

F
lー
が
二
つ
の
日
本
古
篤
本
と
チ
ベ
ッ
ト
管
課
本
な
ど
と
同
一
分
類
に
は
い
る
こ
と
は
も

っ
と
も

し
か
も
ト
ル
コ
語
罪
と
チ
ベ
ッ

ト
語
誇
と
の
聞
に
か
な
り
の
異
聞
が
あ
る
こ
と
は
、
原
典
テ
キ
ス
ト
の
相
遣
を
は
っ
き
り
示

八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
吐
蕃
王
園
が
敦
埋
を
含
む
河
西
国
廊
を
支
配
し
た
。
一
方
で
草
原
ウ
イ
グ
ル
一
帝
園
は
こ
れ
と
激
し

(
川

品

)

く
制
列
立
し
た
賦
況
の
中
で
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
を
支
配
領
域
に
入
れ
、
そ
の
後
ハ
九
世
紀
後
字
以
降
)
に
移
住
先
と
な
っ
た
そ
の
地
方
に
ト
ル
コ

語
文
化
を
開
花
さ
せ
た
。
同
じ
敦
埋
の
識
経
洞
に
蔑
さ
れ
た
ト
ル
コ
語
と
チ
ベ

ッ
ト
語
と
の
テ
キ
ス
ト
停
播
の
時
間
と
空
間
に
相
違
が
あ
っ
た

注
目
に
値
す
る
。

し
て
い
る
。

127 
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こ
と
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
検
討
す
る
。

ま
ず
も
っ
と
も
目
立
つ
の
は
第
一
表
の
分
類
基
準
表
に
示
し
た
第
1
、
2
項
目
の
文
節
の
飲
落
は
、
そ
の
前
後
を
有
す
る
断
片
を
含
む
敦
埠

の
漢
文
寓
本
A
類
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
。
し
か
も
チ
ベ
ッ
ト
新
語
に
も
共
通
し
て
い
る。

し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
蓄
誇
に
は
第
1
、
2
項
目
の
文

節
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
チ
ベ
ッ

ト
奮
罪
の
漢
文
原
典
に
は
敦
埋
漢
文
宗
本
A
類
以
外
の
す
べ
て
に
存
在
し
た
文
節
が
や
は
り
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
い
ま
書
寓
年
代
が
記
述
さ
れ
た
敦
煙
漢
文
寓
本
A
類
は
一

O
世
紀
の
九
二
六
年

(
E
3
3、

(
日
山
〉

(ω
町
出
品
斗
〉
と
九
八
八
年

(3as
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、

九
三
四
年

3
3誌)、

九
四
二
年

こ
れ
ら
と
チ
ベ
ヅ
ト
語
語
篤
本
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、

チ
ベ
ッ
ト
新
語
と
よ
く

一

(大
正
本

E
N印
曲

ω
)
の
部
分
が

(

叫

山

)

奮
需
に
は
存
在
す
る
が
新
-
語
に
は
歓
け
る
。
そ
し
て
こ
の
字
句
を
有
す
る
も
の
は
、
敦
埋
漢
文
寓
本
A
類
の
中
に
も
い
く
つ
か
は
あ
る
。
た
だ

チ
ベ

ッ
ト
嘗
需
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
、

上
記
依
落
部
分
の
ほ
か
、

第
一

表
7
の
「
入
不
二
法
門
」

致
す
る
。

し
そ
の
方
が
よ
り
古
い
寓
本
か
ど
う
か
は
剣
断
の
材
料
を
見
出
せ
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
語
講
の
時
期
は
、
西
岡
租
秀
に
よ
れ
ば
、
敦
埋
の
チ
ベ
ッ

(

幻

)

ト
支
配
期
内
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
九
世
紀
前
半
ま
で
に
敦
埠
へ
俸
え
ら
れ
た
漢
文
原
典
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
語
講
さ
れ
、
そ
の
系
統

の
テ
キ
ス
ト
が
一

O
世
紀
ま
で
、
上
述
の
よ
う
に
、
い
く
ら
か
の
文
節
の
脱
落
が
起
こ
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
も
、

テ
キ
ス
ト
は
継
承
さ
れ
た
の
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チ
ベ
ッ
ト
音
書
本
と
ト
ル
コ
語
誇
本
の
う
ち
、

と

り
わ
け
チ
ベ

γ
ト
一
一
音
書
本
は
吐
蕃
王
園
の
河
西
支
配
初
期
の
段
階
で
チ
ベ
ッ
ト
人
に
停
わ

っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
み
て
よ
い
。

で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
と
針
比
さ
れ
て
八
世
紀
に
想
定
し
た
日
本
古
寓
木
、

一
O
世
紀
、
河
西
地
方
か
ら
吐
蕃
勢
力
が
後
退
し
、
ウ
イ
グ

ル
(
ト
ル
コ
)
族
が
新
た
に
移
住
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
テ
キ
ス
ト
の
翻
-語
地
は
敦
埠
で
は
あ
り
得
な
い
。
ど
こ
か
ら
か
敦
埋

ト
ル
コ
語
文
献
が
蔵
経
洞
に
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
般
的
に
九
、

へ
侍
播
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、

日
本
〔
奈
良
)
、

チ
ベ
ッ

ト
(
敦
煙
)
そ
し
て
ト
ル
フ
ァ
ン
の
三
地
貼
を
結
ぶ
そ
の
漢
文
本
の
出
設
貼

は
八
世
紀
後
牢
あ
た
り
の
長
安
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
八
世
紀
後
牟
に
、
吐
蕃
王
闘
が
河
西
国
廊
を
占
領
し
た

結
果
(
七
八
六
1

八
四
八
)
、

長
期
に
わ
た
っ
て
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
漢
入
社
舎
は
本
園
と
の
交
通
を
遮
断
さ
れ
た
。

し
た
漢
文
原
典
か
ら
ト
ル
コ
語
に
翻
書
さ
れ
た
と
恒
定
で
き
る
。
そ
の
漢
文
原
典
が
日
本
古
潟
本
に
も

っ
と
も
近
い
と
す
れ
ば
、
理
由
は
同
時

ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
へ
停
播



ハmぬ
〉

代
性
に
求
め
ら
れ
う
る
。
漢
文
本
が
ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
へ
侍
わ

っ
て
い
た
誼
擦
は
、

ベ
ル
リ
ン
牧
集
口
問
の
中
に
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り

に
断
片
に
過
ぎ
て
比
較
の
封
象
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
八
陽
経
の
ト

ル
コ
語
鶏
本
・
版
本
の
大
部
分
は
ト
ル

フ
ァ
ン
地
方

(
ぬ
)

か
ら
護
見
さ
れ
て
い
る
。
近
年
ベ
リ
オ
牧
集
品
中
に
は
敦
煙
の
元
朝
窟
(
Z
0
・H

∞
C
か
ら
将
来
さ
れ
た
寓
本
も
護
見
さ
れ
て
い
る
が
、
蔵
経
洞

か
ら
瑳
見
さ
れ
た
の
は
、

ロ
ン
ド
ン
へ
も
た
ら
さ
れ
た
一
巻
子
本
(
ど
の
み
で
あ
る
。

要
す
る
に
敦
煙
漢
文
寓
本
A
類
と
日
本
古
寓
本
を
比
較
す
る
と
き
、
日
本
古
寓
本
の
方
が
よ
り
古
レ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

倉
院
文
書
に
記
載
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
遡
り
う
る
謹
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ト
ル

フ
ァ
ン
地
方

へ
も
た
ら
さ
れ
た
八
世
紀
の
漢
文
原
典

つ
ま
り
そ
れ
は
正

か
ら
ト
ル
コ
語
誇
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
翻
誇
時
期
が
八
世
紀
で
あ
る
可
能
性
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

ト
ル
コ
語
出
土
文
献
の
年
代
論

)
 

噌

E
A(
 
問

題

の

所

在
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ト
ル
コ
語
出
土
文
献
の
年
代
は
、

多
少
大
き
め
の
康
が
り
を
考
え
て
も
、
九
世
紀
か
ら

一
回
、
五
枇
紀
ま
で
、
も

っ
と
も

一
七
、

八
世
紀
ま

で
寓
本
の
経
承
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
地
域
は
西
ウ
イ
グ
ル
園
と
そ
の
後
、
出
土
地
を
念
頭
に
置
け
ば
、

ト
ル
フ
ァ
ン
お
よ
び
タ
リ
ム
盆
地
を

中
心
に
し
て

東
で
は
恰
密
か
ら
敦
埠
(
蔵
経
澗
ほ
か
)
、

元
朝
以
降
に
な
れ
ば
、

敦
埠
(
沙
州
)
か
ら
河
西
回
廊
地
検
市
へ
ウ
イ
グ
ル
族
は
移
住

し
、
清
朝
期
ま
で
命
脈
を
保
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
も
っ
と
も
基
本
的
研
究
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

パ
ザ
ン

「
∞

E
E

(ω
〉

九
九
一
)
で
あ
ろ
う
。
本
題
に
関
す
る
部
分
で
は
、
敦
埋
と
ト
ル

フ
ァ
ン
出
土
ト
ル

コ
語
文
献
の
紀
年
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
中
園
暦
に
従
う

一

イ
ラ
ン
系
ソ
グ
ド
人
の
マ
ニ
数
暦
、
併
数
閥
係
で
は
イ
ン
ド
天
文
撃
な
い
し
占
星
術
の
影
響
な
ど
の
復
雑
な
暦
日
計
算
に
ま
で
踏
み
込

の
『
古
代
ト
ル
コ
世
界
の
年
代
シ
ス
テ
ム
』

(プ
ダ
ベ
ス
ト

方
で
、

129 

み
、
文
化
的
混
成
の
寅
鰻
解
明
を
目
指
し
て
い
る
。

ハ
ザ
ン
は
敦
煙
の
磁
経
洞
文
書
の
な
か
で

一
O
世
紀
と
認
定
さ
れ
る
ル

l
ン
ハ
突
厭
)
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文
字
の
格
言
集
風
の
寓
本
ほ
か
、

同
世
紀
中
の
ウ
イ
グ
ル
文
字
寓
本
の
年
代
比
定
を
試
み
た
。
ト
ル
フ

ァ
ン
地
方
に
つ
い
て
は
八
世
紀
か
ら
一

四
世
紀
に
お
よ
ぶ
多
く
の
暦
日
の
計
算
を
提
案
す
る
。
そ
れ
ら
の
年
代
を
基
準
に
し
て
ト
ル
コ
語
の
言
語
史
、
さ
ら
に
ト
ル
コ
族
、

と
り
わ
け

ウ
イ
グ

ル
人
の
文
化
史
的
考
察
や
出
土
文
献
の
更
な
る
解
明
が
進
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

(

位

)

孝
夫
や
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
指
摘
に
よ

っ
て
新
版
で
は
暦
日
計
算
の
誤
り
を
認
め
て
修
正
が
行
わ
れ
た
。
次
に

ハ
ミ

ル
ト
ン

ハ
必
)

埠
蔵
経
洞
文
書
に
闘
す
る
一
連
の
研
究
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
デ
ル
フ

7
1
0
・
0
2巳
R
に
よ
る

『古
代
東
方
ト

ル
コ
語
文
の
言

(

円

相

)

語
撃
的
年
代
設
定
試
論
』
が
あ
る
。
前
者
は
徹
底
し
た
文
献
撃
的
な
い
し
歴
史
事
的
研
究
に
基
づ
く
が
、
後
者
は
言
語
率
的
理
論
へ
の
展
開
を

い
わ
ゆ
る
棒
杭
文
書
に
つ
い
て
森
安

』
・
白
山

HHHE。ロ

の
敦

試
み
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
雨
者
の
研
究
か
ら
問
題
の
所
在
を
検
討
し
た
い
。

(a) 

敦
埋
臓
鰹
洞
文
書

敦
埠
の
蔵
鰹
洞
に
残
さ
れ
た
ト
ル
コ

語
文
献
(宗
教
潟
本
・

書
簡
な
ど
を
含
む
)
と
ト
ル

コ
l

ソ
グ
ド
語
文
献
は
合
わ
せ
て
六
十
動
く
ら
い
に

す
ぎ
な
い
が
、
主
と
し
て
ハ

ミ
ル
ト
ン
の
研
究
に
よ
っ
て
見
事
な
シ
ョ

l
ウ
イ

ン
ド
ウ
を
眺
め
る
思
い
が
す
る
。
そ
こ
に
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
濁
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特
な
恒
説
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

筒
躍
に
結
論
に
つ
い
て
の
み
引
用
す
る
と
、

園
文
明
と
イ
ラ
ン
文
明
の
足
跡
を
と
ど
め
、
同
時
に
彼
ら
の
言
語
、
共
通
の
古
代
ト

ル
コ
語
に
も
異
質
の
、
と
く
に
中
園
と
ソ
グ
ド
の
要
素
が

「(
A

)

我
々
の
文
書
の
ウ
イ
グ
ル
族
は
文
化
と
し
て
は
、

中

浸
透
し
た
が
、
本
質
的
に
は
ト
ル
コ
人
の
性
格
を
そ
れ
ほ
ど
失
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
(

B

)

ウ
イ
グ
ル
族
、
別
名
ト
ク
ス
1

オ
グ
ズ
(
「九
姓

織
勅
」
)
に
よ
っ
て
話
さ
れ
た
共
通
の
古
代
ト
ル
コ
語
は
、

の
ち
の
ト
ル
コ
語
ま
た
は
諸
方
言
の
、

(

M

H

)

 

オ
グ
ズ
語
ま
た
は
諸
方
言
の
出
褒
黙
と
な
る
曾
組
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

と
り
わ
け
西
ア
ジ

ア
及
び
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ハ
ミ
ル

ト
ン
は
、
ウ
イ
グ
ル
文
八
陽
経
潟
本
に
つ
い
て
は
、

潟
県
の
み
の
掲
載
で
、
内
容
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
潟
本
も
結
論

(

A

)

に
相
醸
し
い
も
の
で
あ
る
。

た
だ
結
論
(

B

)

は
ハ

ミ
ル
ト
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
な
偲
説
ま
た
は
提
言
で
あ
る
か
ら
、
あ
と
で
崩
れ
た
い
。

識
経
洞
文
書
の
年
代
設
定
に
閲
す
る
ハ
ミ

ル
ト
ン
説
に
は
批
判
が
あ
る
。

デ
ル
フ

7
1
試
論
で
は

次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
K 
P 



(

M

M

)

 

(
『
善
悪
王
子
の
設
話
』
、
筆
者
注
)
に
つ
い
て
は
「
チ
ベ

ッ
ト
占
領
の
〔
終
わ

っ
た
〕
(
九
世
紀
中
葉
〉
後
で
、
敦
埠
洞
窟
の
閉
鎖
前
に
書
か
れ
た
」

と
い
う
ま
っ
た
く
あ
い
ま
レ
な
想
定
で
あ
る
。

(
ハ
ミ
ル
ト

ン
に
よ
れ
ば
)

一

O
世
紀
中
葉
後
は
じ
め
の
十
年
L

P
四
頁
参
照
)
に
由
来
し
よ
う
と
い
う
。
そ
の
可
能
性
は
確
か
に
あ
る
。
(
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま
さ
し
く
あ
り
そ
う
な
こ
と
だ
)
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
も

っ
と
正
確
に
は
、

〆「

K 

洞
窟
の
テ
キ

ス
ト
は
大
部
分
(
藤
枝
説
に
反
し
て
〉
、

一
O
O二
年
〈
ま
た
は
一

O
三
五
年
〉

以
後
の
時
代
に
属
す
る
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て

い
る
し
、

ロ
l
ナ
l

タ
シ
ュ
も
同
じ
で
(
か
れ
は
さ
ら
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
は
一
九
世
紀
に
由
来
す
る
こ
と
さ
え
示
し
て
い
る
)
、

古
レ
テ
キ
ス

ト
と
並
ん
で
新
し
い
も
の
も
あ
る
の
だ
か
ら

各
テ
キ
ス
ト
を
別
々
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ど
れ
も
。
一

O
O二
年
以
前
で
あ

のる
¥ーノ 々

決こ
着と
t主カ!;

つ自
く明
との
いー理
う46で
。〉あ

こる
れは
にず
劉は
しな
てく

ま
だ
決
着
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
も
、

ま
ず
字
形
的

・
音
韻
的
分
析
に
よ

っ
て
(
時
代
判
定

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
扱

っ
た
り
、
研
究
し
た
も
の
は
、
誰
も
と
く
簡
単
に
見
分

(

幻

)

け
が
つ
く
し
、
閉
鎖
さ
れ
た
洞
窟
か
ら
将
来
し
た
こ
と
を
疑
う
徐
地
は
な
い
と
反
論
す
る
。
上
記
に
名
の
出
る
ロ
l
ナ
l

タ
シ

ュ
は
最
近、

後

(

品

目

)

期
的
現
象
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
口
語
の
影
響
と
し
て
、
こ
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
反
論
を
高
く
許
債
し
て
い
る
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
刊
行
の
敦
健
文
書

-131ー

が
す
べ

て
蔵
経
洞
文
書
で
あ
る
こ
と
が
本
稿
で
も
前
提
と
な
る
。

)
 

'
h
u
 

(
 
デ
ル
フ
ァ
l
試
論

デ
ル
フ

7
1
の
『
古
代
東
方
ト
ル
コ
語
文
の
言
語
撃
的
年
代
設
定
試
論
』

(
以
後
「
デ
ル
フ
ァ
l
試
論
」
と
呼
ぶ
)
は
、

い
ろ
い
ろ
な
質
疑
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
私
に
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

八
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
、
突
蕨
時
代
か
ら
ホ
ラ
ズ
ム
王
園
に
ま
で
お
よ
ぶ
東
方
ト

ル
コ
語
文
献

に
閲
し
て
、
紀
年
の
な
い
テ
キ
ス
ト
で
も
、
テ
キ
ス
ト
の
言
語
的
性
質
か
ら
、
あ
る
期
間
の
許
容
範
固
で
年
代
設
定
を
試
み
る
た
め
の
一
種
の

装
置
を
考
え
出
し
た
と
い
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
装
置
を
構
成
す
る
内
容
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
の
古
さ
の
段

階
と
し
て
五
つ
に
わ
け
る。

さ
ら
に
第
1
段
階
で
は

a
-
L
u

・
c
・，
d
、
第
2
段
階
で
も、

a
-
b
・
c
-
d
と
わ
け
て
あ
る
。

た
と
え

131 

ば
、
l
a
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
碑
文
、

l
b
は
お
も
に
マ
ニ
数
文
献
(七
四
二
|
九
一
一一
O
)、
-
C
は
マ
ニ

数
文
献
と
本
題
の
八
陽
経
ロ
ン
ド
ン
(
ど
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寓
本
(
八
五

O
l九
五

O
〉、

l
d
は
あ
る
種
の
併
典
闘
係
と
同
じ
く
マ

ニ
教
関
係
(
九
O
O|
一
O
五
O
〉、

第

2
段
階
は
お
も
に
例
数
文
献
と
い

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
観
音
鰹
テ
キ
ス
ト
を
デ
ル
フ

ァ
ー
は
上
限
2
b
(
一
O
四

O
l
一
一
七
O
)
に
お
い
て
い
る
。

(

刊

日

)

内
の
年
代
は
デ
ル
フ
7
1
が
目
安
と
し
て
興
え
た
も
の
で
あ
る
。

う
具
合
で
あ
る
。

な
お
括
弧

例
数
潟
本
は
、

そ
の
他
の
聖
典
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
篤
経
者
が
書
き
潟
し
、
後
世
に
俸
え
ら
れ
、
断
片
で
あ
れ
、
今
日
我
々
は
自
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
八
陽
鰹
は
一

O
O
種
以
上
、
税
一
耳
目
経
は
断
片
を
い
れ
て

二
十
二
種
が
知
ら
れ
る
。
暦
日
の
記
載
は
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、

聖
典
の
書
寓
は
も
と
も
と
侍
統
に
忠
質
で
あ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
、
最
初
の
形
式
を
残
し
や
す
い
が
、

し
か
し
嘗
然
時
代
の
流
れ
に
沿

っ
た
襲

化
を
蒙
る
。
デ
ル
フ
ァ

l
試
論
に
お
け
る
三

0
項
目
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
(
指
標
)
に
も
と
づ
く
テ
キ
ス
ト
の
古
さ
段
階
の
設
定
も
蓋
然
性
を
示

す
理
論
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
寄
寓
が
繰
り
返
さ
れ
た
併
数
篤
本
の
相
封
的
順
位
を
は
か
る
目
安
と
み
れ
ば
十
分
一
意
義
が
あ
る
。

い
ま
古
代
ト
ル
コ
語
の
俳
数
寓
本
の
な
か
か
ら
八
陽
鰹
と
観
音
粧
の
二
経
典
に
限
定
す
る
理
由
は
、
先
人
の
醸
尾
に
附
し
て
潟
本
の
牧
集
に

努
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
が
、
南
者
と
も
漢
文
経
典
か
ら
ト
ル
コ
語
に
翻
書
さ
れ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、

し
か
も
も
っ
と
も
古
い
ト
ル

コ
語
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併
典
に
麗
し
、

ま
た
改
課
さ
れ
て
い
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
ハ
初
誇
と
改
-
霧
と
名
附
け
る
〉
が
行
わ
れ
て
比
較
が
で
き
る。

さ

ら
に
完
全
に
近
い
テ
キ
ス
ト
が
護
見
さ
れ
て
い
る
し
、
骨
柄
本
の
数
量
も
少
な
く
な
い
。
と
く
に
入
陽
経
は
僑
鰹
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
故

に
民
聞
に
流
布
し
て
、

ウ
イ
グ
ル
俳
教
の
全
期
聞
を
、
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

(2) 

八
陽
鰹
と
貌
一
音
程

(a) 

資
料
の
所
在
と
分
類

①
ト
ル
コ
語
八
陽
鰹

ト
ル

コ
語
八
陽
経
の
首
尾
完
全
な
木
は
、
残
念
な
が
ら
、
我
々
の
手
に
な
い
。
完
本
に
近
い
も
の
か
ら
小
断
片
に
い
た
る
ま
で
、

占
寸
宇
品
L
JA

」
辛
晶



八陽経本分類表第三表

( 1 )初誇本(略名)Syy: Sakiz yu伽 akyaruq

(a)敦爆潟本 L 

(b)トルファン宗本 Kl=K3， K2， B12， B18， B27， B48， B49， (B62)， 

BVN26， (P2)， (KV2)， KV9， KVI0， KVI2， KV16 

l
l

m的
H
l
l

(II)改誇本(略名)Styy: Sakiz torlugin yarumis yaltrimi・5

(a)宗本 Bl，B2， B3， B4， B5， (B6)， B8， B9， BI0， B11， B13， B14， B15， B16， 

B17， B19， B20， B21， B22， B23， B24， B26， B28， B29， B30， B31， B32， B33， 

B34， B35， B36， B37， B39， B40， B41， B42， B43， B44， B45， B46， B47， B50， 

B51， B52， B53， B54， B55， B56， B57， B58， B59， B60， B61， B62， B63， B64， B65， 

B66， B67、B68，B69， B70， B71， B72， Bo， K4， Pl， P4， T， KV22， KV23， Prl 

(b)版本 B7，B38=K5=P3=Pk 

(c)注稗本(断片)一種と識語断片四種
的
的
」
【
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な
た
め
に
所
在
と
数
量
を
確
定
し
が
た
い
け
れ
ど
も
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
概
数
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
な
お
本
稿
で
引
用
す
る
テ
キ
ス

ト
記
披
は
牧
集
口
問
の
所
在
都
市
の
名
に
よ
っ

て、

ベ
ル
リ
ン
(切
〉、

京
都
(
阜
、

ロ
ン
ド
ン

(
F
〉、

マ
イ
ン
ツ
(
冨
N
)
、

ベ
テ
ル
ス
守
フ

ル
ク

(
3、
北
京

B
Z、
パ
リ
(
早
)
、
東
京
書
道
博
物
館
(
ヨ
な
ど
を
基
本
と
し
て
番
放
を
附
す
。

な
り
、 断

片
を
含
め
て
巻
子
本
八
一
種
、
加
子
本
四
種
、
貝
業
型
紙
本
一
二
種
、
版
本
二
種
、
ブ
ラ
l
フ

ミ
l
寓
本
断
片
一
種
で
合
計

一
O
O種
と

(

印

)

ほ
か
に
八
二
小
断
片
以
上
が
数
え
ら
れ
る
。
第
三
表
は
、
本
文
の
内
容
に
よ
る
諸
本
の
分
類
で
あ
る。

②
ト
ル
コ
語
観
音
程

『
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
口
問
』

法
華
経
の
そ
れ
の
一
部
分
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可

(

臼

)

し
か
し
な
に
ぶ
ん
、
こ
れ
以
外
の
巻
目
が
わ
ず
か
し
か
知
ら
れ
な
い
た
め
に
解
明
す
る
手
が
か
り
は
少
な
い
。

一
方
観
音
程

ト
ル

コ
語
誇
寓
本
も
二
十
二
貼
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
完
本
に
近
い
一
つ
を
除
け
ば
、
他

(
第
二
十
五
)
の
ト
ル

コ
語
諜
は

能
性
は
大
き
い
。

は
み
な
断
片
の
た
め
に
、
テ
キ
ス
ト
の
比
較
研
究
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

り
あ

っ
て
、
心
H
h

むと
γ
吐
き
、
H
h
h
Q
1
(

初
-謬)
と
喝
H
h
h
H
泊
h
t
l
凡さ
~
v
c
h同
町
.
M
H
G
(

改
誇
)
と
あ
る
。
こ
の
詩
語
(
ま
た
は
音
謬
)
の
相
違
に
従

っ
て
寓
本
も

(

臼

)

二
系
統
に
分
か
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
一
九
九
四
年
)
に
際
し
て
、

ぜ
フ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
科
事
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ト
ル
フ
ァ
ン
牧
集

「
観
世
音
菩
薩
」
に
封
す
る
諜
語
に
二
通
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は
観
一
音
信
仰
の
影
響
に
よ

っ
て
皐
猫
で
行
わ
れ、

品
中
に
十
数
勲
の
関
係
断
片
が
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
数
え
ら
れ
、
調
査
の
機
舎
に
恵
ま
れ
た
。
上
記
の

二
十
二
貼
は
そ
れ
ら
の
新
潟
本
断

(
臼
)

片
を
含
む
数
値
で
あ
る
と
と
も
に
、
第
四
表
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
位
記
放
に
よ

っ
て
テ
キ
ス
ト
を
示
す
。

さ
き
の
「
ト
ル
コ
語
『
観
音
経
』
篤
本
の
研
究
」

(
一
九
九

一
)
で
は
、
上
記
の
k
p
か
ら

U
ま
で
は
質
物
な
い
し
寓
員
を
み
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
機
舎
に

回
・。

-
U
に
つ
い
て
は
ツ
ィ
l
メ
氏
よ
り
寓
員
の
提
供
を
受
け
、
ま
た
ベ
テ

ル
ス
ブ

ル

ク
に
立
ち
寄
っ
て
、
ト
ゥ
グ
l
シ
ェ
ヴ
ァ
女
史
の
厚
意
に
よ
り
、

kp
寓
本
も
閲
覧
し
、
蹄
園
後
に
庄
垣
内
正
弘
氏
か
ら
そ
の
寓
員
を
拝
借
す
る

さ
ら
に
確
か
め
ら
れ
る
の
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
。
厚
く
謝
意
を
表
す
。

こ
と
が
で
き
た
。
従
っ
て
言
語
の
特
徴
に
つ
い
て
、



観音経本分類表第四表

lJ';) 
σ3 

初諜本(略名)

篤本

(Radloff 1911; Tekin 1960a) : 224f子

(Muller 1911; Tekin 1960b): 61行

(Tekin 1960c): 61行

(Tekin 1960d): 11 f子

(U 5095: T III T 540): 8 f子

(U 5063): 15行

(U 2267: T 1640): 10行

(U 5038: T II y63): 14f子

(U 4843: T. 1): 7行

(U 4837: T 1605): 11行

Qp: Quansi-im pusar 

A

B

C

D

1

2

3

4

5

6

 

hw
匂

匂

匂

匂

匂

匂

匂

匂

匂

、
、
目
/

Y
E
i
 

，，.
1
 

目
的
H



l
l
mw的
H
l
l

改諜本(略名)

寝本

(羽田一九一五、小田一九九一):43行

(小田一九九一、Oda1996): 84行

(U 5050: T III 273/509?): 13行

(Ch/U 7010: T II 1715): 5行二

(U 5127): 7行

(U 3095: T II Y17 500): 12行二

(U 3129a+: T II Y. 64. 500): 14行ほか

(Mainz 286: T II S): 8行

(U 2121): 7行(疑問の余地)

(U 5124): 5行(Qb7と同窮本?)

(U 4893: T II 935): 6行(同定?) 

版本

(Mainz 805: T II M. 189): 20行

Qb: Quansi-im bodistv 

QbE 

QbF 

Qb7 

Qb9 

Qbl0 

Qbll 

Qb12 

Qb13 

Qb14 

Qb15 

Qb16 

、、，/

Y
E

・
A

Y

，EA
 

J'
E
¥
 

~ 

Qb8 



③ 

デ
ル
フ
ァ

l
試
論
の
適
用

(

U

A

)

 

デ
ル
フ
ァ
l
試
論
の
古
さ
指
標
三

0
項
目
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
一

0
項
目
を
封
象
と
し
た
い
。
入
陽
経

・
観
一音
経
の
た
め
に
は
古
さ
段
階
を

第
l
段
階
(
初
期
〉
、

第
3
段
階
(後
期
)
と
し
て
差
し
嘗
た
っ
て
-ア
ル
フ
ァ

1
試
論
の
古
さ
段
階
ー
か
ら
3
に
針
躍
さ

(

日

)

(

回

)

(

幻

)

せ
る。

こ
の
範
囲
内
で
デ
ル
フ

ァ
l
試
論
の
設
定
を
参
照
す
る
と
、
硬
口
蓋
鼻
音
ぬ
の
保
持
を
第
1
段
階
と
す
る
。

碑
文
言
語

(
1
a
)、

マ
ニ

(

問

)

(

印

)

(

印

)

(

N

U

)

敬
言
語

(
1

b
)

〔
以
上
は
文
法
形
態
の
腐
格
接
僻
・
3
h
を
も
っ
〕
、
八
陽
経
F
本

(
1
c
)

〔
徐
分
の
ア
レ
フ
保
持
〕
、

そ
し
て
マ
ニ
数
機
悔
規
範
な

(
臼
〉

ど

(
1
d
)
を
傘
げ
る
。
以
上
に
は
後
置
詞
に
お
け
る
所
有
接
僻
の
封
格
支
配
(・(伺〉
?
+
後
置
詞
)
が
共
通
す
る
。
第
2
段
階
は
例
数
本
そ
し
て

第
2
段
階
ハ
中
開
期
〉
、

ウ
イ
グ
ル
文
字
が
主
流
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
《
y
方
言
》
に
獲
わ
る
。
レ
ー
ル
ボ
ル

ン
は
ウ
イ
グ
ル
古
典
文
語
と
い

っ
て
い
る
。

奪
格

-up、

具
格

-T
の
定
着
、
後
置
詞
の
主
格
支
配

(
人
C
H
+
後
置
詞
)
が
は
じ
ま
る
。
第
3
段
階
は
正
書
法
、
-
耳
目
韻
襲
化
な
ど
に
新
し
い
弛
緩
が
起
こ

る
と
み
る
。
以
上
を
ま
と
め
て
第
五
表
に
示
す
。

5
か
ら
7
は
一
耳
目
韻
獲
化
、
そ
し
て
8
か
ら
叩
は
文

一
0
項
目
の
う
ち
2
か
ら
4
は
正
書
法
、

- 137ー

法
形
態
の
接
僻
に
闘
す
る。

(

A

)

 

八
陽
鰹
の
場
合

(

l

)
 

版
本

(

a

)
 

回
ω∞
日
開
閉
H
同

VAF
H
同

M
W

資
文
弼
(
一
九
五
八
)
の
固
版

ハ
第
九
六
岡
)
(
旦同
〉
に
陳
寧
と
レ
う
刻
工
名

(
一
四
世
紀
初
、
江
南
の
人
物
)

〈

臼

)

(

創

出

)

一
九
五
六
〉
。
こ
の
版
本
の
正
書
法
に
よ
れ
ば
、
同

と
h

の
字
形
に
区
別
な
く
、
と
き
に
h

字
の
た
め
に
二
黙
の

が
刻
印
さ
れ
る
(
小
川
貫
弐

異
同
符
読
を
附
け
る
。
ま
た
ぬ
と
可
の
謹
一
耳
目
異
同
符
蹴
は
ご
く
ま
れ
で
本
来
の
意
味
と
異
な
る
。
次
に
と
人
と
と
N

の
字
母
混
同
や
一音
位
轄

(

間

山

)

換
(
民
込
書
-
志
向

h

問
、
若
ろ
が
あ
る
。
後
期
的
特
徴
は
つ
と
に
リ
ゲ
テ

ィ
こ
九
七

一
)
に
よ

っ
て
モ

ン
ゴ
ル
期
の
傾
向
と
言
及
さ
れ
た
が
、

ハM
W
)

(

m
w

)

か
ら
始
ま
る
か
は
定
か
で
な
い
。
具
格
・
同誌

の
例

2
3句
史
13
(同G
Y
〔円
同
-rE〕)
が
あ
る
。

し、

ペコ

137 

(
b

)
 

回
‘司

こ
の
版
本
の
識
語
部
分
が
接
見
さ
れ
て
い
る。

そ
こ
に
は
モ
ン
ゴ
ル
稽
競
ダ
ル
ガ
チ

(
H
Q
2
1
3
を
名
乗
る
人
物
が
施
主
と



∞
的
」[ 古さの指標第五表

段階備考指標順位|デル77-
番号

元朝時代の所産

ソグド文語の影響

3 

1 bに多い
lc'"'"'2aに少々

版本

余分のアレフ2 

1 

2 

αコ
σ3 
...... 

区別のないもの
は第3段階

1'"'"'2a明確
2b/2c不明確
1'"'"'2b 

sと5の書きわけ3 3 

混同は第3段階
に目立つ

1'"'"'2cになし
1'"'"'2cになし

qとyの異同符号

t/ d 
s /z 

4 4 

-i-ιl-は2'"'"'3段階1 '"'"' 2 (-()-， -a・/-a-)繋ぎ、母音(-()-，・0・/-a-，
-i-，メi-)

5 5 



第2段階((y方言》1 硬口蓋鼻音(元)の保持6 6 

rの縛換(2"")3 音位縛換8 7 

-Dln: 2 b以下1""2a 奪格 -DA(n)1 5 8 

第2段階で -In

所有主格支配
イs)I+後置詞2以下

1""2a 

1 

具格の園唇音調和 -Un

後置詞の所有
封格支配イs)In+後置詞

1 6 

1 7 

9 

1 0 

-DA(n): -da/-da， -ta/-ta， -darμdan， -tanJ-tan 
・Dln:-dinJ-din， -tinJ-tin 
-Un: -unJ-un 
-In: -inJ-in 
イs)In:-sin/乙sin，-inJ-in 
イs)1: -sii-si， -IIんi

注

罰
的
同
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な
っ

て
し、(

る68
。、ーノ

な
お

音用
位 紙
轄 の
換 漢
の数
例 字
誼は
は製
み本
つ の
カミ た
ら め
な(に
い印中
。)園

人
カミ

闘
わ
'つ

t~ 

と
を
万三

す

ち
が
し、

な
し、

口
宝五
日口

特
徴
f1 
上
記

" a 
'-' 

回
ι。
司D

ほ

か
と
類
似
す
る
が
、

(

2

)
 

教
埠
寓
本

~ 

マ
ニ
教
に
散
接
的
に
み
え
る

「除
分
の
ア
レ
フ
」
は
、
八
陽
鰹
で
は
こ
の
本
だ
け
で
あ
る
。
ラ
ウ
ト

ハ
初
)

デ

ィ
ス
ム
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
ま
れ
に
ほ
と
ん
ど

一一
司
・
戸
田
口
円

の
指
摘
ど
お
り

ソ

グ

の
語
中
一音
に
現
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
紛
れ
込
み
は
ソ
グ
ド
語

(

江

)

を
仲
介
し
て
借
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
イ
ン
ド
語
来
源
の
借
用
語
が
こ
こ
で
は
し
ば
し
ば
ソ
グ
ド
語
の
表
記
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。

(

η

)

 

子
-耳
目の
童商
法

令

と
同
の
書
き
わ
け
、
南
と
可

の
異
同
符
鋭
、
同
¥
札
及
び
h
¥
H

の
非
混
同
〉

は
ウ
イ
グ
ル
文
字
と
し
て
正
確
な
部
類
に
は

い
る
。

(

η

)

 

閉単
語
中
の
繋
ぎ
母
音
に
不
記
が
多
い
。
圧
垣
内
正
弘
に
よ
れ
ば
、
後
に

方

-140ー

《

n
方
吾一口》

の
標

(
丸
)

識
語
が
=
J
ヘ
}〈
¥
vZ

J
ヘ}ハ

H
S々
と
誼
ま
れ
う
る
の
は

2
3ミ
(〉
官
官
〉
が
同
時
に
お
こ
る
と
と
も
に
マ
ニ
文
字
の
表
記
と
封
躍
す
る。

さ

(
刊
日

)

ら
に
文
法
形

態

(
奪
絡
'
b
b
(
ろ、

具
格
の
固
唇
一四日
調
和
、
後
置
詞
の
所
有
封
格
支
配
人
同
)』1

ろ

は
碑
文
一一言
語
や
マ
ニ
数
本
に
み
ら
れ
る。

に
定
着
す
る
繋
ぎ
母
一
耳
目
(
・?〉

に
あ
た
る。

(
3
)
 
ト
ル
フ
ァ
ン
寓
本

(

a

)
 

初
謀
本

同

回

目

同
州
臼

ト
ル
フ
ァ

ン
潟
本
の
長
巻
は
龍
谷
大
事
闘
書
館
所
職
本

貧
困
)
で
あ
る
が
、

(
竹

川

)

徴
だ
け
に
注
目
す
る
。

そ
れ

巻
首
断
片
〆『、

i":: ..， 
、ーノ

カl

t妾
メ込
ロ
さ
れ，-. 

る76
0、』ノ

で
t主
宅言ー

圭五
日ロ

特

ま
ず
「
徐
分
な
ア
レ
フ
」

(
指
標
2
)
を
保
持
し
な
い
。

符
披
は
ま

っ
た
く
混
飢
す
る

(
指
標
3
〉。

同¥
札

お
よ
び

h
¥
N

h

と

同
と
の
区
別
は
ほ
ぼ
明
瞭
で
あ
る
が
、
ぬ
と
『
を
区
別
す
る
護
一音
異
同

の
混
同
は
、

前
者
が
三
例
み
つ

か
る

(
指
標
4
Y

次

に
繋
ぎ
母
一Z
日
の
鑓
化



G
R
H
可
H
h
N

・
〈
宮
司
-
H
H
h
N
・
の
五
例
が
現
れ
る
。

ハ-
Y
-
F
¥
-
F
'
F
¥
a千
)
は
、
大
部
分

・
や
で
あ
る
(
指
標
5
)
。
ぬ
一
耳
目
は
な
く
、
b
い可叫
『-
Q
ぬ
いて
誌

の
y
標
識
(
指
標
6
)
。
一
音
位
輔
換
ハ
指
標
7
)
は

奪
格
-
N
)
〉
(
ろ
を
保
持
し、

文
法
形
態
に
つ
い
て
、

-UH誌
の
例
は
見
あ
た
ら
な
い
(
指
原
8
〉。

そ
し
て
具
格
の
園
唇
一音
調
和
は
な
く
、

-
H
誌
に
定
着
す
る
(
指
標
9
)
。

る
(
指
標
叩
)
。
岡
戸

W
H
M
-
M
W
H
∞w
同W
N
片
岡
色
"
国
怠
・
回
d
Z
N
F

阿
門
司
少
同

4
5・

し
か
し
な
が
ら
、
後
置
詞
の
所
有
接
僻
封
格
支
配
の
維
持
が
注
目
さ
れ

同
門
司
ロ
"
同
州
4
E
に
つ

い
て
は
多
少
と
も
断
片
の
た
め

に
十
分
な
デ
ー
タ
を
望
み
え
な
い
。

(
b

)
 

改
誇
本

関
戸
同
W
N
w

回
ω
・
切
A
p
w
u
・
回
∞
・
岡
山
Y

回同
{
Y

切]己
4

回同
ω

・
国
]E・
切
]5・
回
]5・
回
同
円
切
]
{
m
y

国
N
。
・
回
N
戸

切
N
N

・

国
N
ω
u

回
NAFW

回
N
。・

同W
M
∞w
同W
N
タ

国
ω
0

・
W
ω
y

回
ω
N
w

回
ωω

・
回
ωApw

回
ω
F

同w
ω
A
F

国
ω
J
『
祖
国
ω
タ

切
AFAY

回品
一戸
田
砕
い
戸
切
AFhww

切品
AFW

国
Ap
h
p

切品
AWW

同W
A
F
4
・
切
切
A
Y

回
目
刷
戸
国
明
日
戸
周
回
一
Y

田駅
A
P

岡
町
一
戸
国
w
m
A
Y

回日
4
・
国
明
-ww

回
g
y
図
。
。
・
図
。
戸

回。
ω
・
図
。
AF

・
回。肌
w

切。
mww

国WAW4
・
図
。
∞
-

図。
mvw

回
4
A
Y

切
4
]戸
・

切J

『N
W

図。
・
剛内
A
H

・同》]「
同

M
A
F
-
-吋
"

関
d
N
N
u

剛門司
Nω

・国
M
円同

改
語
寓
本
は
断
片
群
か
ら
な
る
。
た
だ

図。

本
の
み
が
ブ
ラ
l
フ
ミ

l
文
字
で
あ
る。

ま
た

剛》己

が
敦
埋
元
朝
窟
将
来
日
間
で
あ
る
ほ
か

- 141-

は
ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
か
ら
将
来
さ
れ
た
。

ハ
叩
山
)

各
本
を
指
標
に
照
ら
す
と
、
第
六
表
の
遁
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
断
片
資
料
に
は
例
誼
に
依
け
る
場
合
が
多
く
、

確
質
な
懸
念
の
あ
る
も
の
は
括
弧
に
括
り
比
較
の
劉
象
か
ら
は
除
外
す
る
。

ま
た
上
記
内
容
分
類
に
不

(
B

)
 

観
音
程
の
場
合

版
本
断
片

O
E
は
折
本
形
式
の

σ
o
E
2
4
型
(
改
誇
〉
の
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
。

同
と
h

の
区
別
は
な
く
、

ぬ
と
『
の
異
同
符
披
も
失
な

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
耳
目
位
輔
換
の
例

S
E医
大
丸
)〔込
書
〕
)
も
見
ら
れ
、
後
期
的
特
徴
を
有
す
る
ハ
指
標
1
〉
。
次
に
「
絵
分
の
ア
レ

フ
」
の
例

(
m
m
)
 

篤
本
L
P

の
ラ
ド
ロ
フ
活
字
本
が

原
潟
本
の
復
元
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
の
を
確
認

は
な
い
(
指
標
2
Y

寓
本
の
ウ
イ
グ
ル
字
形
に
闘
し
て

141 

で
き
る
。
同
と
同
の
区
別
は
、

正
書
法
の
語
頭
に
お
い
て
十
分
明
瞭
だ
が
、
語
中
は
微
妙
で
判
断
し
が
た
い
も
の
が
多
い
。
行
末

ハ
二
二
四
行
)



N
司
同

c'l 
可4

，...; 

八陽経本と言語指標

項目 内容 初諜本 改誇本 段階

l 版本 B7， B38=K5=P3=Pk 3 

2 余分のアレフ L 1 

3 sと5の書きわけ L， Kl=K3， K2， B12， 
B18， B27， (B49) 

辛うじてあり B48. B62 B26， B31， B53， B55， (B68)， B70 2 
書きわけなし Bl， B11， B15， B36， B37， B44， 3 

B46，B51， B55， B65， K4， 
B7. B38=K5=P3=Pk 

qとyの異同符号 L，B27 BI5，B26，B31，B37，B51，B68 1 
脱落と過剰多い Kl=K3 Bl， B11， B13， B21， B36， B55， 2 
符号なし B18 B65，B70，B7，B38=K5=P3=Pk 3 

第六表



可唱

4 が'd，s，々混同なし L， B18， (BI2， K2) 
少し混同 B48， Kl=K3 B2，BI5，B26，B55，B70 2 
混同多い Bl， B8， B13， B21， B36， B37， 3 

B65， K4，B7， B38=K5=P3=Pk 

5 繋ぎ、母音-(J-， -a・/-a- L，B49，K2 
-(J-， -a・/仁a-，-i二/にl- Kl，BI2， B48 2"""3 
-i二/・i・へ定着 Bl， B15， B26， B31， B36， 2"""3 

B44，B62， B70， K4，B7， B38 

6 高音の有 L.K2 
高音の無 Kl， B12， B48 Bl， B8， B13， B15， B16， B26， 2"""3 

B31， B36， B37， B51， B55， B70， 
K4 

7 音位縛換なし L，K2，B48 
qurtul--qutrul- Kl， (BI2) 2 
adram， qutrul- B13， B14， B15， B17， B26， B31， 3 

B40，B67，K4，B38=P3，T 
的
司
V
H
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トー

o c.o cxコ

ト+十ヨt ir〉同
宮己コ崎 3械客帯主十 吉宗

ミ義 ~ 
と。士塁三と

際+誌~壁
醐，
zauulL ，三句=-z h1 、

+ 
円

同h・‘ F 国 戸

国 思 同N国 開』・‘
回N目

間"ー

国
』ー
N 

乙開l M l 

国VI 以回 田、..J園回喧

。因。
、，

誌国 F関J 

同"'" 
国

む国M 
qー-p 

回4

国 回、』 55 
ヤー‘

、.

同国

同(J・ 。国陸、除占、
-切ES、
回ー

に閣品

4υ同弓e 
伊国

d回、z占p 

t'-'ト---L t'-' トー 骨、コト4

むこ〉 心J 心コ

-144ー

の
に
ご
(
刃
向
仏
】
o
p
h
n
N
N
C
、
足
、
む
と

の

同
字
形
は
遣
わ
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、

一一
三一一
行
と
一
三
五
行
の
足
、

a
a
(
H
N
E
r
p
臣、
及
。

と
比

較
す
る
と
、
結
局

史
、
色
町
(
八

ω
1・4
〈
唱
が
可
〈

ω
F
c
z
z
E
優
婆
塞
)
が
安
嘗
に
み
え
る。

「
か
ら
心
を
匡
別
す
る
異
同
符
腕
の
脱
落
は
、
寓
木

の
後
牢
あ
た
り
に
頻
出
す
る
。
潟
本
切
は
一
部
(
篤
木
〉
の
七
O

八
七
行
に
あ
た
る
)
の
み
潟
県
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
o

h

と
同

の
匡
別
は

な
く
、
す
べ
て
h

字
形
で
書
寓
さ
れ
る
。

(
m
w
)
 

な
書
櫨
例
と
評
債
す
る
よ
う
に
、

の
異
同
符
披
は
存
在
す
る
。
潟
本

合
は
、
シ
ナ
シ

・
テ
キ
ン

mw
・、叶巾
E
ロ
が
も
っ
と
も
優
美

Q 

ん
町
長
」

h

の
匿
別
は
明
瞭
で
不
注
意
も
少
な

い
し
、

心
の
異
同
符
披
の
脱
落
も
少
な
レ

(
符
放
っ
き
可
が

例〉
。
そ
の
ほ
か
、
。
喝
酔
で
は
h

と
同

の
区
別
は
だ
い
た
い
あ
る
よ
う
に
み
え
る。

以
上
は
匂

5
2
型

(
初
誇
)
で
あ
る
が
、
ゲ
O
門出
印
才
型
ハ
改

翠
ぎ
で
は
上
述
版
本

C
V∞
の
ほ
か
、

潟
本
開
と
司
に
つ

い
て
も

同
と
加
の
字
形
に
区
別
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ハ

引

札

)

比
較
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
(
指
標
3
〉。

し
か
し
、
喝
の
異
同
符
披
は

第
七
表
に
各
観
音
組
本
の
言
語
指
標
を
示
す
。



l
l
凶

4Y
H
1
1

観音経本と言語指標

項目 内容 初誇本 改誇本 段階

1 版本 Qb8 3 

2 余分のアレフ 1 

3 sと5の書きわけ 1 
辛うじてあり QpC， QpA， QpD， Qp4， Qp2， 2 
書きわけなし QpB，Qp6 QbE，QbF，Qb12，Qb8 3 

qとyの異同符号 QpC 1 
脱落と過剰多い QpA，QpB QbE，QbF 2 
符号なし Qp2 Qb8 3 

4 t/d， s/z混同なし QpA， QpB， QpC，Qp4 1 
少し混同 QbF 2 
混同多い 3 

第七表

出
4V
H



<D 
可4

5 繋ぎ母音-()-， -a-/-a・ 1 
-()・，-a-Jιa-， -i-/-i- QpA，QpB，QpC 2 
-i二/-i- QbE 3 

6 高音の有 1 
高音の無 QpA，QpB QbE，QbF 2"""'3 

7 音位縛換なし QpC， (Qp2， Qp3， Qp4) 1 
qurtul--qutrul- QpA，QpB 2 
adram， qutrul- QpE， Qb12， Qb8 3 

8 奪格-DA(n) QpA，QpC 1 
-Dln(-ーDA) QbE，QbF 2"""'3 

9 具格-Un QpC 1 
-In QpA QbE 2"""'3 

1 0 所有接辞封格イs)In+ 1 
主格イs)I+後置詞 2"""'3 

山
一Y
叶
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s/s例窮本 B31の第八表

sapiγ(B31c
I8
) slo(k) (B31c

5
) 

to・rusi(B31c
2
) bδsuk bolusup (B31c

I5
) 

働 時帰f

tngrisi (B31c
22
) 

以
上
、

八
陽
経
と
観
一
孟
一
日
経
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
一

0.項
目
の
指

標
が
年
代
設
定
の
要
件
と
し
て
初
課
本
と
改
謀
本
の
聞
に
ど
の
程
度
の

明
確
性
を
保
っ
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
1
指
標
の
版
本
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
指
標
の
後
期
的
拭
況

を
謹
明
す
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
も
ト
ル
コ
語
併
奥
の
開
版
は
と
く
に

元
朝
の
支
援
に
よ
る
か
ら
、

一
三
世
紀
後
字
以
降
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
間
違
い
な
い
。

第
2
指
標
の

「徐
分
な
ア
レ
フ
」
は
ソ
グ
ド
文
語

の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば、

ウ
イ
グ
ル
文
字
の
最
初
期
の

-147ー

例
謹
と
な
る
。
つ
ま
り
雨
指
標
か
ら
初一
期
と
後
期
の
南
極
に
お
け
る
テ

キ
ス
ト
の
基
準
と
な
り
う
る
。

け
か
ら
同
化
に
い
た
る
礎
化
、

た
と
え
ば
、
同
と
同
の
字
形
の
書
き
わ

及
び
Q

と
『
の
問
問
問
符
抗
の
饗
化
が

確
か
め
ら
れ
る。

な
お
語
末
の
Q

と
『

字
形
の
書
き
わ
け
は

F
本
の

ハ
回
)

み
正
確
度
が
高
い
。
第
4
指
標
の
之
、
と
同
¥
N

の
混
同
に
闘
し
て
潟

経
行
矯
は
賞
朕
を
反
映
し
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
子
音
の
書
き
わ
け

に
つ
い
て
は
そ
の
明
確
性
が
初
期
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、

初
誇
本
に
お
い
て
、
h

と
h

の
童一一-きわけ、

及
び
Q

の
『

に
射
す
る
護
一音
異
同
符
競
は
本
来
明
確
な
も
の
で
あ

っ
た
と
解
す
る
。

重
要
な
課
題
は
改
謀
本
に
h

と
同
の
書
き
わ
け
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
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語幹の繋ぎ母音の変化例第九表

L35. 53. 74.114.132.144.367.369' B12a22， B185 

K121. 35. 54. 87.1倒 115.305'B12a 

Bla15， B177， B263， B26d7， B70a3，BV17/182， B7b12. 13 

(重くする)

αrtJr1a-

arar1a-

arir1a-

L245. 248. 257. 295. 355. 392. 395. 456 

L3師， Kl199. 207. 237. 292. 303. 327. 330' K210. 37 
B26c21， B26d4， B37b9， B40a8， B677， P3a

13 

(利益〉

astJr 
asar 

asty 

か
ど
う
か
で
あ
る
。

第
八
表
は
骨
柄
本

国
出

で
あ
る
が

語
一頭
と
語
中

た
と
え
ば

の
例
か
ら
微
妙
な
相
違
で
あ
る
に
し
て
も
書
き
わ
け
た
と
み
る
べ
き
か
。
も
し
書
き

わ
け
て
い
な
い
と
み
る
な
ら
ば
、
改
均
一
押
本
で
は
同
化
の
現
象
が
準
ん
で
い
た
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

骨
局
本

民
謡

に
お
け
る
語
中
の
同
と
同
に
つ
い
て
書
き
遣
い
か
讃
み
遣
い
か
の
少

(

回

)

し
揺
れ
が
あ
る
。
な
お
唱
と
『
の
異
同
符
読
の
混
範

(
脱
落
ま
た
は
徐
剰
〉
は
寓
経

者
の
不
注
意
か
、
ま
た
は
符
放
の
意
味
を
失
っ
た
た
め
か
は
必
ず
し
も
わ
か
ら
な

L、
。

ガ
パ
イ
ン
女
史
の

《
n
方
号
一
口
》
論
か
ら
出
設
し
て

次
に
音
韻
同
変
化
に
閲
し
て
は
、

- 148ー

硬
口
蓋
鼻
音

ぬ
の
有
無
を
指
標
と
す
る
、命諸問可

(官
ミ
毘
〉

と

おいて同『

(宮
古
)
に
わ
か

れ
る
こ
と

〈第
6
指
標
)、

こ
れ
に
関
連
し
て
文
法
接
僻
お
よ
び
単
語
の
語
幹
中
の
繋

ぎ
母
音
と
し
て
、

字
母
不
記
(ら
・
)
及
び

'
b
・¥
'h
同・

と

ム・
¥
÷

へ
の
定
着
が
あ
ら
わ

れ
る
(
第
5
指
標
〉
。

《
n
方
吾一
口
》
論
は
後
述
す
る
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
年
代
的
幾

化
の
指
標
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ぬ
一
音
の
保
持
を
質
誼
で
き
る
の
は
、
こ
こ

(
刷
出

)

で
は

F
本
の
み
で
あ
る
。
繋
ぎ
母
一
Z

日
の
間
半
語
例
を
み
る
と、

(

山

山

)

の
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
第
九
表

明
か
に
初
課
本
は
本
来
喝
さ
耳目
が
残
る

言
語
特
徴
を
持
っ
た
の
に
劃
し
て
、
改
詳

木
は
繁
ぎ
母
-E

日
・同
大
÷

へ
の
定
着
を
示
す
。
な
お
後
者
の
改
詳
本
に
在
寵
さ
れ
る

限
り
に
お
レ
て
す
べ
て
一耳目
位
輔
換
の

除
号
、
ミ

(八
守
島
君
)
〈
能
力
〉
と
Q
RH
E
N
-
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年代構想表

年代 八陽経 観音経 段階

初期 敦埠窮本(初語本) 一 一一一一 1 
L 

中間期 トルファン寓本(初謬本) Pusar型(初誇本) 1'"'"'2 
Kl， K2， K3， B12， B18， B27 QpC， QpA， (QpB) 

改誇寓本 Bodistv型(改課寓本) 2 
B31， B70， K4， B26， B15 QbF 

後期 改課窮本・版本 Bodistv型窮本・版本 3 
(元朝期) Bl， B36， Prl， B38=K5=P3=Pk， B7 QbE， Qb12， Qb8 

第十表

(〈
宮
ミ
ミ
・
)
〈
救
わ
れ
る〉

が
保
持
さ
れ
る
こ
と
を
注
目
し
て
よ
い
。

第
8
か
ら
第
叩
の
文
法
形
態
は
-
一
初
誇
本
と
改
語
本
で
は
っ
き
り
と
わ
か
れ
る
可

能
性
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、

奪
格

'
b
h守)、

具
格
の
園
唇
一音
調

和
、
そ
し
て
後
置
詞
の
所
有
封
格
支
配

人
同
)
?
で
あ
る
。

へ
定
着
、

tま

奪
格

-up、

こ
れ
に
劃
し
て
後
者

そ
し
て
後
置
詞
の
所
有
主
格
支
配

具
格
の

-T

人
同
)
』
「
と
な
る。

問
題
は
中
間
期
に
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
少
し
く
推
測
を
交
え

て
第
十
表
を
示
す
。

初
語
と
改
課
と
の
聞
に
は
、
詩
文
内
容
の
出
演
更
だ
け
で
な
く
、

言
語
上
に
幾
化

の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
。
そ
し
て
寓
経
行
痛
は
現
貫
の
言
語
幾
化
を
も

- 149-

反
映
し
て
雨
者
の
中
間
的
寓
本
を
生
み
出
し
た
。
初
謹
本
の
中
間
期
に
は
い
る
テ

キ
ス

ト
は
多
少
と
も
そ
の
よ
う
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
な
お
中

開
期
の
初
語
本
に
、

同州
d
H
N

の
よ
う
な
行
書
風
の
横
書
き
篤
本
、
す
な
わ
ち
森
安

(

郎

)

説
の
牢
楢
書
瞳
の
も
の
が
存
在
す
る
。
第
十
表
の
年
代
構
想
表
は
年
代
的
推
移
を

謹
明
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
私
は
年
代
差
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
要
素
が
あ
る
と
み
る
。
そ
こ
で
衣
に
一
一
世
紀
は
じ
め
頃
に
は
閉
じ
ら
れ
た

敦
埋
蔵
程
洞
の
テ
キ

ス
ト
と
比
較
し
た
い
。

ハ
ミ
ル

ト
ン
刊
行
の
寓
本

・
文
書
類

(
目
別
〉

は
多
く
一

O
世
紀
後
牢
に
掃
せ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

④
年
代
構
想
論
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八
陽
経
の
敦
埋
寓
本

F
は
八
世
紀
の
う
ち
に
も
ト

ル
フ
ァ

ン
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
漢
文
本
か
ら
そ
の
地
方
で
翻
誇
さ
れ
た
に
ち
が

い
な

ト
ル
フ
ァ
ン
篤
本
開
同
な
ど
で
は
イ
ラ
ン
的
(
マ
ニ
数
的
)
思
想
を
反
映
す
る
コ

ン
テ
キ
ス
ト
が
削
除
さ
れ
て
い
る。

こ

(
叫
山

)

れ
は
ウ
イ
グ
ル
1

ト
ル
コ
人
の
俳
数
化
の
進
展
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
観
音
鰹
の
改
謹
本
に
は
金
光
明
経
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。

こ
の

い
と
前
章
で
述
べ
た。

経
典
の
課
者
シ

ン
グ
コ

l

シ
ェ
リ
は
一

O
世
紀
か
ら
一

一
世
紀
に
か
け
て
の
人
物
と
見
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

観
音
経
の
改

謀
本
は
一
一
世
紀
以
降
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
八
陽
経
の
評
者
に
も
そ
の
シ
ン
グ
コ

l

シ
ェ
リ
読
が
お
こ
る
の
は
、
改
誇
本
に
閥

(

的

)

す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
劃
し
て
一

O
世
紀
中
な
い
し
一
一
世
紀
は
じ
め
頃
ま
で
の
言
語
文
献
が
敦
埋
臓
経
洞
の
も
の
で
あ
る。

(

m
叩

)

ア

，

ネ

ミ

ま
ず
デ
ル
フ
ァ
ー
に
よ
る
古
さ
段
階
の
評
定
は
衣
の
と
お
り
、

(
2
b
)
と
『
無
誇
念
王
本
生
話
』

例
数
寓
木
で
は

『
善
悪
王
子
の
説
話
』

(
2
c
)
お
よ
び

マ
ニ
数
内
容
の
『
ウ
イ
グ
ル
王
へ
の
書
簡
』

(
2
a
b
)
を
例
と
す
れ
ば
、

前
二
者
は

《
n
方
言
》

的
要
素
を
混
在
さ
せ
て

い

一
音
位
輔
換
を
も
た
な
い
。
同
と
h

の
字
形
は
書
き
わ
け
て
い
る。

心

る
し
、
最
後
の
書
簡
は
古
風
な
言
語
的
要
素
を
残
す
c

」
の
一一一例
で
は
、

と
『
の
異
同
符
披
の
不
安
定
さ
に
つ
い
て
は
、

(
m
m
)
 

h
¥
H

の
混
同
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。

と
く
に
書
簡
な
ど
日
常
的
書
類
の
場
合
は
そ
の
使
用
が
組
織
的
で
は
な
い
。

一
方

同
¥
礼

と

A
V
 

Rυ 唱ム

文
法
形
態
(
指
標
3
種
)
で
は
、

(
幻
)

が
所
有
接
酢
の
封
格
を
支
配
す
る
例
は
た
い
へ
ん
ま
れ
で
あ
る
し
、
具
格
の
園
唇
音
調
和
も
み
あ
た
ら
ず
、

上
記一
二
例
以
外
を
含
め
て
併
教
関
係
と
書
簡
類
で
は、

後
置
詞

格
れ
が
大
き
い
。
そ
こ
で

-
b
b守
)
¥
'
U
N
誌
を
、

そ
し
て
奪
格

'bkA(ヨ
)¥'
b
p
に

(
m
m
)
 

書
簡
類
に
限

っ
て
ハ
ミ
ル
ト

ン

(
一
九
八
六
)
設
表
文
書
か
ら
と
り
奉
げ
る
と
、
決
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
N
。:一足立
Ja宮
町
「

A
3
.
A
E
h
E『
HA
E可

同
町
内

E
N
M
Sぬ
宝
N
E
E
-似
た
認
や
伝
達
・

熱
愛
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
)
え

-NNHl闘
い

1
1与
野
刷
、

RHEA叫
除
宮
崎
町
、
三
一
川
刊
誌
-
-
J

ロ
4
四
円
印
。

Nい (
ヤ
ジ
ル
か
ら
、
遠
く
の
地
か
ら
近
親
の
心
を
も
っ
て

問「

bhNEXH諸
民
丸一詰叫
M

Q
ミミ

abwHNh

(
遠
く
か
ら

熱
愛
し

)
S
H
E
-曲一

sdQ3.3色
。
.
語
句

bEQ-

②
揺
拍
lu一

向

E
Q
い
て
守
色
宮
、
む
吋
N
h
Q
E占
ミ
宮
宣
之
宮
H
R
g
h
h営
立
BEE-
(
遠
く
の
地
か
ら
近
親
の
心
を
も

っ
て
熱
愛
し
て
ご
挨
拶
申
し
上

げ
、ーノ



書
簡
の
形
式
化
し
た
冒
頭
の
挨
拶
文
に
は
、

(

山

田

)

《
方
言
》
的
枠
組
み
を
支
持
し
な
い
が
、
書
簡
な
ど
で
は
古
風
な
常
套
句
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
る
こ
と
を
我
々
は
い
ま
で
も
経
験
す
る
と
こ
ろ

奪
格
の
接
僻
に

じ
み
;:; 

と

b
h誌
が
混
在
す
る
。

ハ
ミ
ル

ト
ン
は
も
と
も
と
ガ
パ
イ
ン
の

で
あ
る
か
ら
、
私
は
過
渡
期
の
混
在
と
受
け
と
め
た
い
。

ガ
バ
イ
ン
の
《
方
言
》
的
要
素
の
混
在
に
つ
い
て
、
ラ
ウ
ト
は
時
代
の
推
移
を
示
す
と
み
た
。

マ
イ
ト
リ
シ
ミ
ト

・
セ
ン
ギ
ム
潟
本
に
闘
し

て
、
彼
は
こ
の
寓
本
よ
り
遁
か
に
古
い
八
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
翻
謹
の
原
本
を
慣
定
す
る
。
こ
の
偲
定
に
二
つ
の
観
貼
か
ら
疑
問
が
残
る
。

一
つ
は
文
法
形
態
か
ら
セ
ン
ギ
ム
潟
本
に
は
後
期
性
が
支
配
的
で
あ
る
。
位
格
の

-
Uみ
は
し
ば
し
ば
奪
格
の
意
味
を
共
有
す
る
が
、
こ
こ

に
は

EUK同
誌
は
な
く
、

-
U
T
が
支
配
的
で
あ
る
。
次
に
具
格
の
闇
唇
一
耳
目
調
和
・
句
、
同
と

-E
へ
の
定
着
の
雨
者
が
混
在
す
る
が
後
者
の
場

合
が
多
い
。
後
置
詞
の
所
有
封
格
支
配
の
例
が
見
ら
れ
な
い
。
以
上
、

八
陽
経
や
観
音
程
の
例
謹
に
照
ら
し
て
中
開
期
の
寓
本
と
見
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

正
書
法
は
初
期
の
性
質
を
有
す
る
。

唱よ
"
h
d
 

'
i
 

(
M
N
〉

も
う
一
つ
は
党
語
の
ト
カ
ラ
仲
介
言
語
と
の
閥
係
で
あ
る
。
敦
埋
蔵
鰹
洞
文
書
に
は
焚
語
の
ト
カ
ラ
仲
介
言
語
の
在
謹
は
少
な
い
。
マ

イ
ト

リ
シ
ミ
ト
は
ト
カ
ラ
語
か
ら
翻
課
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
多
く
の

ト
カ
ラ
仲
介
言
語
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
一

世
紀
以
降
に
な
れ
ば
、

つ
ま
り
相
嘗
早
く
に
翻
羽
辞
さ
れ
た
と
限
定
さ
れ
る
な

ら
ば
、
も

っ
と
早
く
か
ら
究
語
の
ソ
グ
ド
仲
介
言
語
を
匪
倒
す
る
ほ
ど
の
ト
カ
ラ
仲
介
言
語
が
存
在
し
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。
八
陽
粧
や
観

こ
の
ト
カ
ラ
仲
介
言
語
が
併
数
寓
本
の
主
た
る
用
語
と
な

っ
た
。

一
耳
目
経
の
初
謹
本
に
は
ト
カ
ラ
仲
介
言
語
が
存
在
し
た
形
跡
が
な
い
。
私
は
セ
ン
ギ
ム
寓
本
そ
の
も
の
が
翻
語
原
本
に
近
い
と
考
え
た
い
。
な
お

(

m

m

)

 

「あ
ら
ゆ
る
蓋
然
性
か
ら
」
ト
カ
ラ
語
本
に
由
来
す
る
が
、

さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
『
無
誇
念
王
本
生
話
』
は

ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば

ト
カ

ラ
仲
介
言
語
の
存
在
は
一
例
の
み
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

(
b

)

 

《
n
方
言
》
の
問
題
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ガ
パ
イ
ン
〉
・
〈
O
ロ
の
白

Z
E
女
史
は
『
古
代
ト
ル
コ
語
文
法
』
の
序
文
の
冒
頭
で
、

「
碑
文
系
列
と

い
わ
ゆ
る

日
ウ
イ
グ
ル
の
“

テ
キ
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への収数表

指標 デル77-番号 初謬本(L) 改謬本 用例

繋ぎ母音十 5 J---a-I-a- -i -1ーi- satr(L，刷)
satar (K1

79
) 

→satir (B15b，) 
高指標 6 員-n(ny) y gnir (L

56
) 

→ayir(B70b) 

qanyu (L27J 

→qayu (B36g) 

奪格-DA(n) 15 ーDA(n) -Dln (句 DA) ommω(L
376

) 

-omintan (KI
3l2

) 

→omintin (B31d
7
) 

具格引， 16 -Jn --an 1 -an -inlーin sizikisan (L
30S

) 

-un -un -tn →sizikisin (K1
247

) 

kozun (L，s，) 

→koun (B26 ，.) 

カ/¥'イン 方言 ((n方言》 ((y方言》

(il i) 非園唇狭母音表十第

ス
ト
と
に
よ
っ
て
在
聾
さ
れ
る
、

古
代
ト
ル

コ
人
の
言
語
が

以
下
絞
述
の
封
象
で
あ
る
」
と

い
い
、

「
ウ
イ
グ
ル
の
名
酔

ょ
う

明
白
な
も チ
のャ
でガ
t土 タ
なイ
し、 ま
」た

とは
述 古
ベ(オ
る97ス
。、J ーマ

し ン
かの
し 表
な記
がの

li 

タ
タ
ル
、

ら
、
碑
文
の
ル
l
ン
文
字

むゐミ

〈悪
い
〉
が

お
主
可

(マ

ニ
数

文
字

宿
泊
『
む
と
お
い可
々
(
ウ
イ
グ

ル
文
字
で
3

J

ヘJ
R
V
ハ
H
若
々
)
に

カ
バ
イ

ン
女
史
は

《
n
方

言
》

と

《
y
方
言
》
の
名
穏
を
興
え
た
。
俳
教
関
係
の
多

涯
生
す
る
の
を
標
識
と
な
し
て
、

数
、
後
期
マ
ニ
数
本
や
多
く
の
世
俗
文
書
は
後
者
に
属
し、

-152 

マ
ニ
数
内
容
の
多
数
の
寓
本
は
、

《
n
方
言
》

の
痕
跡
を
残

す
と
し
、

と
り
わ
け

お
ミ
々

に
関
連
し
て
在
謹
さ
れ
る
正
書

法
と
文
法
形
態
な
ど
の
饗
種
に
劃
し
て
そ
の
方
言
的
要
素
な

ガ
パ
イ
ン
女

(
m
m
〉

史
自
身
は
は
じ
め
西
突
欧
読
を
強
く
意
識
し
た
よ
う
で
あ
る

い
し
痕
跡
と
み
な
し
て
レ

ッ
テ

ル
を
貼
っ
た
。

サ
イ
ナ

1

0
・

ω
5
2
は
《
n
方
言
》
を
草
原
ウ
イ
グ

(
m
m
)
 

ル
族
の
言
語、

ク
ロ
l
ソ
ン

ロ
-
Q
g
m
Oロ
は
三
方
言
区
分

fゴ、説
を
と
な
え
、

《
n
方
吾一
口》
を
碑
文
言
語
と
共
通
と
考
え

r、
る100て。、，〆、

《
-n
方
言
》
と
し
、

突
欧
の
言
語
に
在
謹
を
求
め
て

い

ガ
パ
イ
ン
女
史
は
文
献
主
義
に
徹
し
た
が
、

今
n
方
言
》



説
を
契
機
に
一
耳
目
韻
論
が
起
こ
っ
た
。

標
識
の
ぬ
(
ミ
・
夕
、
詰
)
"
F
い
可
一
耳
目
が
硬
口
蓋
鼻
-耳目
の
残
存
と
す
る
ク
ロ
l
ソ
ン
設
を
支
持
し
た

レ
l
ル
ボ

《

n
-
y
方
言
》
的
要
素
の
混
在
す
る
マ
イ
ト
リ
シ
ミ
ト
ハ
蒲
勅
下
生
経
類
本
)
を
例
に
と
り
奪
げ
、

一耳目
韻
論
の
う

(

川

)

え
で
は
正
書
法
の
不
十
分
さ
か
ら
こ
の
方
言
的
分
類
は
成
立
し
な
い
と
結
論
し
た
。
ラ
ウ
ト
は
負
テ
キ

ス
ト
な
ど
と
積
み
替
え
た
。
と
は
い
つ

ノレ
ン

同
月
α
r
H
σ
0
5
t主

て
も
白
(
方
言
的
ま
た
は
言
語
的
)
テ
キ
ス
ト
の
謂
い
で
あ
る
か
ら
、

(
川
)

の
テ
キ
ス
ト
を
何
と
呼
べ
ば
よ
い
か
、
か
え
っ
て
難
し
く
な
る
。
な
お
庄
垣
内
正
弘
の
低
母
音
化
説
は、

一耳目
韻
論
に
は
ま
っ

た
く
門
外
漢
の
私

ハ
川
)

に
も
わ
か
り
易
い
。
繋
ぎ
母
一
音
の
不
記
(
も

1

〉
と
'
ぉ
・
¥-a・
か
ら

ん
・
¥
・
小
へ
の
推
移
が
一音
量
の
小
さ
な
も
の
か
ら
大
き
な
も
の

へ
定
着
し
た
と

や
は
り
ガ
バ
イ
ン
説
に
立
脚
す
る
限
り
、

「混
成
形
態
」
〈
玄

5
E
O
B
)

す
る
。
こ
の
推
論
を
少
し
く
敷
街
す
れ
ば
、
初
語
本
か
ら
改
語
本
へ

の
一音
韻
嬰
化
は
、
第
十
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
非
国
唇
狭
母
一音
ハ
剛
¥
N
〉

へ
の
牧
敏
作
用
と
見
ら
れ
る
。
我
々
の
改
誇
本
は
、
レ
ー
ル
ボ
ル

ン
|
ラ
ウ
ト
に
よ

っ
て
古
典
期
の
ウ
イ
グ
ル
文
語
と
呼
ば
れ
る
が
、
正
書
法

さ
ら
に
併
数
寓
本
で
は
と
く
に
、

h
h
叫
込
さ
と

Q
R
H
3
N
'

の
二
語
が
常
に
一音
位
蒋
換
の
形
で
見
ら
れ
る
よ

で
は
h

と
同
の
同
化
現
象
な
ど
、

ハ
ミ
ル
ト

ン
は

『
敦
煙
出
土
九
世
紀
|
一

O
世
紀
の
ト
ル
コ
l

ソ
グ
ド
文
書
」

ハ
川
)

次
の
二
黙
を
強
調
す
る
。

①
河
西
回
廊
や
ト
ル
フ
ァ

ン
地
域
(
ト
ル
キ
ス
タ

ン
)
へ
の
ウ
イ

(
一
九
九
O
)
の
シ
ム
ズ

・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ

Z
・巴

B
T

内
べ

υ
に
1v

唱

A

う
に
な
る
。
こ
れ
は
新
し
い
東
方
ト
ル

コ
語
(
な
い
し
方
言
)
の
成
立
へ
の
趨
勢
に
あ
る
。

者
三
宮
目
的
と
の
共
著
に
お
い
て
、

要
約
す
る
と
、

グ
ル
族
を
始
め
と
す
る
「
九
姓
織
勤
」
お
よ
び
他
の
ト
ル
コ

語
の
人
び
と
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
移
住
し
た
。
②
九
世
紀
末
か
ら

一

一
世
紀
初
め
に
そ
の
地
域
の
ト
ル
コ
族
と
ソ
グ
ド
人
の
聞
に
は
主
要
集
圏
の
文
化
的
、

言
語
的
、
人
種
的
同
化
が
相
場
同
進
ん
で
い
た
。
そ
し
て

ト
ル
コ
語
は
草
原
時
代
の
突
蕨
・
回
鵠
に
共
通
の
庚
い
古
代
ト
ル
コ
語
と
大
き
な
相
違
は
な
い
と
述
、へ、

識
経
洞
寓
本
の
中
に
、

ラ
ハ
ン
朝
や
オ
ス
マ
ン
朝
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
多
く
の
用
語
に
、
た
と
え
ば
、
九
・
一

O
世
紀
の
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
で
初
め
て
出
舎

(

山

)

う
」
と
い
い
、
い
て
お
雪
叫
(
叶
悼
む
・
ぉ
υ
2
5
ハ
E
E
阿
国
)
〔
ト
ル
コ
共
和
園
ト
ル
コ
語
の
い
E
e
g
(幼
子
〉
、
号
、

S
ハ
ヨ
ー
グ
ル
ト
溶
液
)
〕
な
ど
を
翠
げ
る

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
結
論
B
(西
方
ト
ル
コ
語
の
曾
租
語
読
)
が
導
き
だ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
草
原
ウ

「
の
ち
に
カ

の
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

そ
の
結
果
、

153 

イ
グ
ル
一
帝
園
の
政
治
的
母
瞳
だ
っ
た
「
九
姓
銭
勤
」
の
言
語
が
、
後
に
西
ア
ジ
ア
に
瑳
展
し
た
オ
グ
ズ
族
の
租
語
に
な

っ
た
と
ハ

ミ
ル
ト

ン
は
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表
明
す
る
。

(
山
川

)

カ
ラ
ハ
ン
朝
の
仲
介
に
よ
り
オ
グ
ズ
族
の
西
方
ト
ル
コ
語
へ
言
語
文
化
の
体
承
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
痕
跡
が
敦
爆
文
書
に
、
そ
し

て
カ

l
シ
ュ

ガ
リ
!
の
僻
蓄
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

敦
埋
蔵
経
洞
か
ら
の
八
陽
経
ト
ル
コ
語

F
寓
本
と
他
の
篤
本
を
比
較
す
る
と
き
、

s
h
h
s
p
N
E
)
〈
薬
剤
〉
に
劃
し
て
、

(
川
v

h刷、司同町民

〈
薬
師
〉
(
貝同
MMr
関
N
Z
)
、
沿
道
MMHh
〈
ま
じ
な
い
〉

(g

o
o-
E
N
E
宍
含
乙
で
あ
る
o
H
S
h
h
ミ
(
1
3
N
足
喜
)
は
東
方
語
に
は
絶
え
て
見
る

(

川

)

こ
と
が
な
い
が
、
カ
l
シ
ュ
ガ
リ
l

(
一
一
世
紀
)
や
一
四
、
五
世
紀
の
オ
ス
マ

ン
語
に
在
註
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
同
じ
く
、
包
言
、
・

(E
r

(

川

)

貝
HEN-
回品∞@
〈脆
く
〉
(え
-
m
o
E
ι
¥
寸
(
巴
=
・
回

P
同M
P〉
)
は
、

牟
mm
可
汗
の
マ

ニ
数
入
信
説
話
に
在
誼
が
あ
り
、

(
川
)

る
〉
に
通
じ
る
。

他
の
寓
本
は
、

碑
文
言
語
の
主
主
下

〈脆
か
せ

確
か
に
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
主
張
す
る
よ
う
に
古
層
の
言
語
に
は
、

カ
ラ
ハ

ン
朝
や
オ
ス
マ

ン
朝
に
停
え
ら
れ
、
東
方
語
に
は
残

ら
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
奪
格
の

-
b
b誌
も
ま
た
そ
の
古
居
の
誼
擦
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し

一方、

。

一
世
紀
に
は
カ
ラ
ハ
ン
靭
を
も
含
む
東
方
ト
ル
コ
語
に
新
し
く
定
着
し
た
奪
格
は

'
b
p
系
で
あ

っ
た
。

(
川

)

上
述
ト
ル
コ
l

ソ
グ
ド
文
書
の
中
に
、

n
n

叫

3bHhHW-人
間
活

E
N
3
q
w
〈
タ
タ
ル
か
ら
き
た
、
〉
HN
〉
と
あ
る
奪
格
は
、

-
U
T
系
で
あ

る。

」
れ
は

d
斗
-

F
D
 

ま
だ
文
語
と
し
て
ソ
グ
ド
語
を
使
っ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、

彼
ら
が
奪
格

ヒコ
』司

;:s 

の
使
い
手
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要

す
る
。

(

山

〉

デ
ル
フ
ァ

l
試
論
で
は
「
歴
史
の
裏
附
け
に
つ
い
て
」
の

一
節
を
設
け
て
詳
細
に
論
じ
る
。

「
全
瞳
の
護
展
を
見
晴
ら
す
と
、

次
第
に、

西

(

川

)

モ
ン
ゴ
リ
ア
か
ら
ウ
イ
グ
ル
族
が
流
入
す
る
形
で
座
倒
さ
れ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
」

ト
ル
コ

〈
突
蕨
)
園
領
域
の
古
い
基
層
は
、
新
た
に
、

と
謹
言
す
る。

八
陽
極
は
マ
ニ
教
的
刻
印
を
帯
び
て
古
風
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
九
世
紀
の
吠
況
に
手
が
か
り
が
少
な
い
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
が
一

O
世
紀
に
起
こ
る
よ
う
な
錯
費
を
費
え
る
。

た
だ
奪
格

-ULF

(
川
)

た
ち
の
移
住
時
期
に
も
成
立
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
可
能
で
あ
る
」
と
も
デ
ル
フ
ァ
ー
は
い
う
。
結
局
、

な
ど
は
「
と
て
も
早
く

た
と
え
ば
、
九
世
紀
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル

ウ
イ
グ
ル
族
移
住
前
の
言
語
と
目
さ

れ
る
《

n
方
言
》
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
主
張
す
る
よ
う
に
ト
グ
ズ
l

オ
グ
ズ
の
言
語
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
ガ
パ
イ
ン
女
史
の
西
突
蕨
遺

産
と
見
た
方
が
よ
い
か
は
推
定
し
が
た
い
。
隔
靴
癒
淳
の
ご
と
き
議
論
に
な
る
の
で
、
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
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「将軍」と「陽」漢字音第十二表

「将軍」観音経中の漢字音

* tsjang / tsjang / tsiang 

(GSR 192: 727f) 

*kjwtJn / kjutJn /凶n

(GSR 126: 458a) 

「陽」八陽経中の漢字音

*djang / jang / yang 

(GSR 188: 720e) 

Tib. tsari-kun (Pt744叫)

Trk. s 'nkwn / sangun (Qp8
38

) 

Trk. yang (SyyLm) 

Tib. ya厄(Pt1 258
79

) 

Trk. swkyn /sokin (QpA
II7

•
119

) Trk. yo (SyyK1
321
， 848

18
) 

Trk. swykwn / sokun (Q凶7)

GSR: Grammata Serica Recensa， by B. Karlgren. Stockholm 1957. 

ト
ル
フ
ァ
ン
お
よ
び
敦
煙
は
古
代
ト
ル
コ
語
領
域
の
遁
境
地
帯
で
あ

る
。
中
心
部
に
起
こ
っ
た
新
し
い
襲
化
が
贋
が
る
と
き
、
漣
携
に
は
古
い

痕
跡
が
残
る
と
い
う
、
ご
く
常
識
的
理
解
を
信
ず
る
以
外
に
方
法
は
な
い

け
れ
ど
も
、

奪
格

-UKA誌
を
含
め
て
、

敦
埋
の
蔵
経
洞
潟
本
の
中
に
、

オ
ス
マ

ン
語
な
ど
の
西
方
ト

ル
コ
語
へ
の
素
地
を
護
見
し
た
ハ
ミ
ル

ト
ン

研
究
は
大
き
な
功
績
に
ち
が
い
な
い
。

(

C

)
 

漢
語
字一耳目
の
方
言
化
問
題

八
陽
経
の
漢
字
一音

「
陽
」
と
観
一耳
目
鰹
中
の
漢
字
一音

「
将
軍
」
に
つ
い
て

F

、υ
に
1
u

唱

i

は
、
ト
ル
コ
語
一音
と
チ
ベ
ッ
ト
語
晋
の
次
の
よ
う
な
封
躍
が
見
ら
れ
る
。

匂
b
w
a・
か
ら
υ
§

へ
の一耳
目
韻
出
変
化
に
つ
い
て
、
高
田
時
維
の
「
ウ
イ
グ

ル
字
一
耳
目
史
大
概
」
に
コ
メ
ン

卜
さ
れ
て
い
る
。

「
そ
こ
に
は
か
つ
て
の
長

(

川

)

安
方
言
も
讃
童
霊
園
の
形
で
残
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」

と
い
い
、
ま
た

漢
字
一
耳
目
の
河
西
方
言
化
に
同
調
し
て
ト

ル
コ
語
の
な
か
に
、
字
王
国
と
な

っ

た
と
解
す
る
。
た
だ
し
見
お
話
・
は
「
陰
陽
」
〈
=
同
志
沼
町
)
の
借
用
語
と
し

(

川

)

て
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
吉
田
豊
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
。
観
音
程
中

の
漢
字
音
「
将
軍
」
に
劃
す
る
ト

ル
コ
語
、

hg

ご冶
¥S
F
h
p
hHe匂
除
見
送

¥

足
立
3

は、

河
西
方
言
化
し
た
字
一耳
目
で
あ
る
か
ど
う
か
。
敦
埠
で
は
一

O

世
紀
の
「
曹
氏
節
義
軍
の
も
と
で
は
長
安
方
言
の
影
響
か
ら
ま

っ
た
く
脱
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ハ
川
)

却
し
た
」
と
高
田
氏
は
断
言
す
る
。
な
お
ト
ル
コ
語
の
稿
放
に
も
な
っ
た

E
ミ

h
g
は
突
欧
碑
文
に
在
誼
さ
れ
る
古
い
借
用
語
で
あ
る
。

車吉

ま五
口口

八
世
紀
に
も
ト
ル
フ
ァ
ン
へ
停
え
ら
れ
た
八
陽
鰹
の
漢
文
本
|
l
奈
良
時
代
に
日
本
へ
俸
わ
り
東
寺
観
智
院
(
京
都
)
や
員
一
帽
寺
貫
生
院

(
名
古
屋
)
に
所
蔵
さ
れ

る
古
寓
本
あ
る
い
は
チ
ベ

ッ
ト
文
字
で
一耳自
書
さ
れ
た
断
片
が
識
経
洞
に
残
っ
た
も
の
に
近
似
ー
ー
か
ら
、
そ
の
地
方

で
ト
ル
コ
語
に
翻
諾
さ
れ
た
。
ま
だ
そ
の
首
時
に
は
ト
ル
フ
ァ
ン
の
漢
人
仰
教
徒
の
聞
に
は
長
安
方
言
が
残

っ
て
レ
た
、
あ
る
い
は
経
典
の
讃

前
一耳目
の
形
で
残
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
河
西
方
言
化
し
た
漢
字
一
音
の
影
響
を
受
け
る
以
前
の
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
方
ト
ル

コ

族
の
人
び
と
は
ソ
グ
ド
文
化
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
て
イ
ラ
ン
的
善
悪
思
想
の
感
化
を
受
け
た
。
観
一
耳
目
経
も
ま
た、

理
論
的
に
は
同
時
代
に
翻

課
さ
れ
え
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
法
華
経
そ
の
も
の
が
課
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
観
音
信
仰
の
庚
ま
り
に
よ

っ
て
単
行
し
た
観
音
経
だ
け
が

比
較
的
多
く
を
書
寓
さ
れ
て
我
々
の
目
に
燭
れ
る
も
の
と
な
っ
た
(
他
の
品
も
断
片
的
に
残
る
)
。

で
は
衣
に
ど
の
よ
う
な
ト
ル
コ
語
を
使
っ
て
レ
た
か
。

八
陽
経
の
蔵
鰹
洞
出
土
篤
本
(
ど
は
、

主
と
し
て
ハ
ミ
ル

ト
ン
氏
に
よ
っ
て
公
表

-ム
U

さ
れ
た
そ
の
他
の
ト
ル
コ

語
臓
鰹
洞
潟
本
と
比
較
し
て
み
て
も
よ
り
古
層
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
蔵
経
洞
で
い
わ
ば
凍
結
さ

れ
て
い
た
潟
本
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
八
世
紀
の
漢
文
原
典
か
ら
翻
課
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
翻
羽
一時
時
期
は
、
論
理
的
に
早
く
て
も
九

世
紀
で
あ
ろ
う
し
、
質
際
に
は
一

O
世
紀
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
敦
煙
寓
本
と
八
陽
鰹
の
ト

ル
フ

ァ
ン
出
土
初
謀
本
と
の
開
に
は
重
要
な
相
違
が
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
上
述
「
イ
ラ

ン
的
善
悪
思
想

(

川

)

の
感
化
を
受
け
」
た
文
脈
は
す
っ
か
り
消
え
て
い
る
。
以
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

書
き
か
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
言
葉
を
削
除
し
た
。
ト
ル
フ

ァ
ン
祉
舎
の
思
想
的
接
化
||
例
数
的
勢
力
の
優
位
ー
ー
を
反
映
し
た
と
解
し
て
よ
い
。
そ
れ
か
ら
次
の
段
階
で
題
名
を
含
む
部
分
的
改
需
が

行
わ
れ
た
。
観
音
程
を
含
め
て
初
諜
と
改
語
の
聞
に
は
単
な
る
時
代
差
ば
か
り
で
は
な
く
、
方
言
的
趨
勢
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ト
ル
コ
語
の
文
法
形
態
の
格
襲
化
で
あ
る
奪
格
の
例
を
、
も
う
一
度
奉
げ
る
と
、
ト
ル
コ
共
和
園
の
ト
ル
コ
語
は

1
b
b潟
、
新
彊
の
ウ
イ
グ



ル
語
は

I
U
N
誌
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て、

八
陽
経
と
観
音
経
の
初
誇
は
、

の
翻
平
静
で
あ
る
調
勤
下
生
経
類

-up、
そ
し
て
カ

l
シ
ュ
ガ
リ

l

〈
一
一
世
紀
)
の
僻
書
も

-
U
F、
ル
タ
ド
グ

・
ビ
リ
グ
は

-U
H
3
が
優
勢

b
b
守
〉、

そ
し
て
改
語
は

s
b
p、
さ
ら
に

ト
カ
ラ
語
か
ら

結
局
、

ウ
イ
グ
ル
併
典
の
源
流
の
一
つ
が
、

で
・
じ
み
誌
が
あ
る
。
敦
埠
・
ト

ル
フ
ァ
ン

の
出
土
文
献
が
東
西
の
ト
ル
コ
語
の
分
岐
貼
を
示
す
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
の
漢
詩
併
典
の
重
誇
に
始
ま
る
と
す
る
と
き
、
そ
の
地
方
の
出
土
寓
本
か
ら

最
初
期
の
も
の
を
見
つ
け
だ
す
の
は
た
い
へ

ん
困
難
に
ち
が

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
次
第
に
、

マ
ニ

教
に
代
わ
り
支
配
的
と
な
っ
た
例
数
が

ウ
イ
グ
ル
人
の
聞
に
定
着
し
、

モ
ン
ゴ

ル
元
朝
に
い
た
る
聞
に
、
寓
本
の
言
語
も
書
潟
を
重
ね
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
饗
化
し
た
こ
と
を
考
え
ね

ま

F
つ
工
、
o
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/
戸
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f
ナ
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-
U
関

F
S
E
R
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ミ
2
F江
町

F
R諸
忘
司
札
"
、

g
滋

R州内
、
』
円
色
刷
、
、
同
礼
町

F
g
b』

rbhb司
司
令
丸
、
、
司
宮
内
誌
崎
町

F
R
N
¥
H
S
H
R
匂

H-

HUAWH24FNhw-h
叫
語
、
F
守
、
』
匂

mzwbRh崎町
、
位
同

R
R
N円
h円LOEbH守
司
苫
お
円

F

M

〕臣、.¥晶、
f
ω
?七
含
常
任

OCHm-ω
・日間∞
ω
・
こ
こ
で
研
究
劉
象
と
な
る

の
は
、
ト
ル
コ
共
和
閣
の
ト
ル
コ
語
で
は
な
い
。
古
代
ト
ル
コ
語
例
数

寓
本
の
識
語
に
は
「
ト

ル
コ
語
」

(
S込白川
P

S込
足
。
と
名
附
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
期
(多
分
モ
ン
ゴ
ル
一
冗
朝
期
)
に
な
っ
て
「
ウ

イ
グ
ル
語
」

(
3、『臣、
H
S
)
ま
た
は

「
ト
ル
コ
1

ウ
イ

グ
ル
吉
田」

。
を
か
R
い可否、・

x
k
)
と
呼
ば
れ
た
り
し
た
。
本
稿
で
は
単
に
ト
ル
コ

語
と
呼
ぶ
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
「
ウ
イ
グ
ル」

の
用
語

も
一
般
的
で
あ
る
の
で
、
「
は
じ
め
に」

に
お
い
て
だ
け
ウ
イ
グ
ルー

ト
ル
コ
話
と
、
あ
え
て
表
記
し
た
。

(
2〉

N
5
5・
MV-
H
u
s
-
N
Nミ
W
3誌
ど
送
、
の
な
ミ
ケ
町
宮

¥
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ミ
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典
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九
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三
|

一
九
九
八

(謬
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「
p
・
ツ
ィ
l
メ
著

『高
昌
ウ
イ
グ
ル
王
園
の
宗
敬
と
杜
舎
|
|
中
央
ア
ジ
ア
出
土
、
古
代

ト
ル
コ
語
併
数
文
献
の
識
語
と
施
主
|

|
」」
『
聾
橋
短
期
大
築
研
究
紀

要
』一

O
銃一一一一一一
l
二
二
四
頁
、
一
一銃一一一一
五
|

一
四
六
頁
、一

二
挽
二
八
五
|
二
九
二
頁
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二二
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九
九
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一
一

一一頁
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一
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頁
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ハ
日
)
調
羽
田
亨
一
九
一
五
ハ
註
ハ
6
)
参
照
)
。

(
珂
)
小
田
臨時典

一
九
八
六
「
僑
経
本

『天
地
八
陽
紳
呪
経
』
の
停
播
と

テ
キ
ス
ト
」
『
豊
橋
短
期
大
皐
研
究
紀
要
』
一
一
一
説
、
六
一
|
七
四
頁。

(
口
)
『
大
日
本
古
文
書
』
第
一
五
巻
一
四
|
一
五
頁
。
向
上
編
纂

『
正
倉

院
展
目
録
』

(同町村、広忠之

g
。
¥
語
"
q
h
q
目
立
叫
3
2
b
h
N
q
g
)
、
一
九
八

O
年
十
月
二
十
六
日
|
十
一
月
九
日
、
奈
良
園
立
博
物
館
、
四
O
頁。

『
大
日
本
古
文
書
』
第
一

六
巻
、

五
四
八
頁
、
東
京
大
祭
史
料
編
纂

掛
、
一
九
二
二
年
編
集
。

(
凶
)
小
田
害時
典
一
九
八
六
ハ
註
(
日
)
参
照
)
六
二
頁
(
註
(

7

)

)

。
増

田
伸
一
郎
一
九
九
四
「
日
本
古
代
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』

の
受
容
」
(『道
数
文
化
へ
の
展
望
』
東
京
卒
河
出
版
社
)
一
一
二
ハ
八

頁
参
照
。

(
凹
)
小
田
詩
興
一
九
八
六
(
註
(
同
)
参
照
)
六
二
一
良
。
増
田
伸
一
郎

一
九
九
四
、
向
上
参
照
。

(
初
)
牧
田
諦
亮
一
九
六
四

「
中
園
併
教
に
お
け
る
疑
経
研
究
序
説
|
|

敦
煙
出
土
疑
経
類
を
め
ぐ
っ
て
|

|
」
『
東
方
拳
報
』
京
都
第
三
十
五

加
三
八
七
頁
参
照
。

(
況
)
増
田
伸

一
郎
一
九
九
四
(
註
〈
日
)
参
照
)
一
一一
六一

l
三
九
一
頁
参

照。

東
寺
観
智
院
本
と
員
一
樋
寺
費
生
院
本
の
翻
刻
(
三
九
二
|
四

O
六

頁
)
掲
載
。

(
幻
)
木
村
清
孝
一
九
九
七
「
『
八
陽
経
』
の
成
立
と
媛
容
」
『
東
方
皐

論
集
』
(
東
方
皐
曾
創
立
五
十
周
年
記
念
、
東
京
、
四
七
三
|
四
八
六

頁。

(

m

A

)

そ
の
他
、
同
治
元
年
骨
岡
本
(
前
開
恭
作
奮
磁
本
〈
口
ω
1

5

3

・
隆

照
二
年
版
本
ハ
阿
川
文
庫

の
ち
ー
ゴ
ω)
・
和
敬
註
種
本
(
緯
園
例
数
全

書
第
一

O
加
、
東
園
大
事
校
出
版

一
九
九

O
)
の
朝
鮮
版
本
の
資
料

の
提
供
を
、
増
田
氏
か
ら
受
け
た
こ
と
に
謝
意
を
表
す
。

(
川
品
)
棲
弁
由
お
雄

「在
泰
京
越
南
寺
院
景
一
服
寺
所
蔵
漢
籍
字
楠
本
目
録
」
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東
南
ア
ジ
ア
|
|
歴
史
と
文
化
|
|
』
八
(
一
九
七
九
)
、
七
三
l

一
一
七
頁
参
照
。
襖
井
由
お
雄
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
上
記
目
録
中
の

二

寓
本
の
コ
ピ

1

2
0
六
頁
の

叶
乞
宮
(天
)
7
と
8
)
を
頂
く

こ

と
が
で
き
た
こ
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に
謝
意
を
表
す。
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史
の
研
究
』
創

文
祉
(
二
七
0
1
二
八
二
頁
〉
参
照
。

(
お
)
西
岡
租
秀
一
九
八

一
「
チ
ベ
ッ
ト
誇
『
併
設
天
地
八
陽
一
柳
呪
経
』

の
敦
煙
潟
本
」
『
印
度
曲
畳
十
例
数
民
平
研
究
』

一一
一O
l
一
.
四
六
五
|
四
じ

A
W
J
 

phd
 

T
ム



160 

一
頁
参
照
。

チ
ベ
ッ

ト
臓
木
は
デ
ル
ゲ
版

Z
0・
HOミ
(NNN)
〔巧白
2
・

Nω
印
E
1
N
ω
r
H〕
(
東
北
大
皐
所
綴
版
本
)
を
利
用
し
た
。

(

m

m

)

東
洋
文
庫
所
蔵
北
京
木
版
本
三
十
五
葉
、
Z
-
M
V
C
D
U
F
F-E
R三
F

国
-
O
E
L
P
P
ミ
高
言
。
¥
H
F
二
h
g
与
ヰ
ミ
g
h
。h
p町三
g

ミ

HFAW
吋。いて
AUNWRき
芯
・
、
『
70
吋
D
可D
切ロロ
r
c
h
w
吋
Z

C包括門田町一可

。同
巧
g
Eロ
m
gロ
司
HO開
問

S
E
-
3・
8
1S
♀
c
r)・
Q
-
Jξ'
国
2
z
-問・

〉

h
g向
。

h
h町
宮
町
g

b
与
コ
H
H
3
・
N
W
3込
年
寄
除
、

F
Cミ
吉
之
3
・

ヨg
g
号
ロ
呂
町
ゲ

ω-HN∞
(
Z『
-NHH
)・
ミ

s
h。
N
N
g
h
Gミ
タ

〈
0
7
N
A
H
E円
ゲ
可

F
o
r
a
r
のケ同ロ《同門
白

骨
o
g
p
o
の
o一-
m
2
5ロ
C同

司
HO戸
見
白
岡
}
戸
口
〈
町
P
m
m
W
E
-
-官
「

ω
ω
2
5
F
Hロ向日
0・〉∞
E
ロ
戸
件
。
HωZHE

2
・
〈
o
-
EKH・
2
0
2
U己
主

S
J
X一-
思
y
g
T
g
N
(凶由同町
uolωCH〈由
)・

(
U
『

-
F
円
高

2
r
のお
h
b
r
h宮
内

人

hhh円n
gLHRw-
言
。
ぷ
吋
。
町
民
話
、
三
道
郎
円
・

回

F
-
5
F
Awn曲
。
己
め
ロ同
国
一一
回
目白戸口四面ユロ
由
回目円

2
uaH印山田
ーム由
()
(
Z
0・

U103・

(
鈎
)

註
(印
)
参
照
。

(
氾
〉
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
各
五
五

(
Z0・
NHミ
)

一
O
一
七
頁
上
二
九

行。

(

M

M

)

木
村
清
孝

(
註
(
幻
)
参
照
)
四
七
四
頁
。

(
お
)

第

一
表
チ
ベ
ッ
ト
語
謬
、

(

1

)

(

匂
片
足
m
-
H
l
H
)
「
:
・:
も
な
く、

と

e

際
限
も
な
く
、
限
度
も
な
い
。
害
時
命
が
謹
き
た
る
後
、
不
可
思
議
の
座

位
を
得
る
」
。

(
E
H
S
-
∞
1
9
2
5・
s
iど
ち

C
(ナ
シ
)

(2
)

(
思
又
∞
w
N
l
g
p
u
u
P
2
P
A
P
-印
JAFl吋
)
「
そ
の
時
五
百
の
天
子
が
大

勢
の
ハ
中
の
)
ま
わ
り
か
ら
、
傍
陀
の
設
品
献
を
聞
い
て
、
法
の
清
い
限

を
得
て
、

皆
大
い
に
歓
喜
し
て
無
上
の
菩
提
心
を
起
こ
し

た
」
。

(P

HO∞
-
H
O
l
u
一
ω
品目∞
-
N
o
r
-
H
)
(
ナ
シ
)
(
3
)
(
H
v
qA肝由
-
AHlu
一
司ミ品川
y

叶
HU〉
「智
慶
大
に
、
議
大
に
し
て
L、
3
8
p
g
Z
印
lH
〉
「
智
慧
を

も
ち
、
技
能
大
な
り
と
」、

(

4

)

〔虫
記
由
回
品
IHHU
句

q
s
-
∞
i印
¥品〕

「
四
生
を
救
い
、
八
解
脱

に
佳
ま
う
」

Q

S
由、∞
CZ

H¥N)
「
四
慾

か
ら
出
て
八
解
脱
を
得
る
こ
と
の
名
は
」
、
ハ
5

)

(

目
足
少
口
iH
)

「劫
の
名
は
園
満
」

(
E呂
町田
品
iH
¥N)
「
大
劫
の
名
は
ま
た
、
国
瀬
と

い
わ
れ
る
」
、
(

6

)

(

同Mq
色
、
戸
l
N
E

〉
「す
べ
て
皆
、
か
れ
こ
れ
と

稽
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
こ
れ
は
皆
争
い
の
な
い
不
動
の
三
味
を
得

る」
、

(司己
g

E
品
¥印
)

「
す
べ
て
人
は
、
我
と
他
と
い
う
こ
と
な
く

し
て
、
無
誇
の
三
味
を
得
る
」
、

(
7

)

(

百
三
P
H
?と
♂
「
二
つ
と

な
い
法
の
皐
の
門
に
い
る
」
、
(司
己
吉
弘
1
3
(
ナ
シ〉
、

ハ8
)

(

空

三
タ
ロ
l由
)
「
士
口
利
は
計
れ
な
い
ほ
ど
得
る
」
、

(
3
5
E
ア
ミ
ω)
「大

き
な
士
口鮮
と
な
り
、
幸
運
を
考
え
ら
れ
な
い
(
0
・)
ほ
ど
得
る
」
、

(ω

怠
N
W

V

ハ日M
〈

1

由
)
「
士
ロ
鮮
と
幸
運
を
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
得
る
凡
な
お

モ
ン
ゴ
ル
語
譲
と
ト

ル
コ
語
詳
の
邦
誇
を
省
略
す
る。

(
担
)
森
安
孝
夫

一
九
七
三

「
ウ
イ
グ

ル
と
吐
蕃
の
北
庭
争
奪
戦
及
び
そ

の
後
の
西
域
情
勢
に
つ
い
て
」
『
東
洋
皐
報
』

五
五
|
四
、
六

O
|
八

七
頁
。
森
安
孝

夫

一

九
七
九
「
増
補

日
ウ
イ
グ

ル
と
吐
蕃
の
北
庭
争

奪
戦
及
び
そ
の
後
の
西
域
情
勢
に
つ

い
て
」

『
ア
ジ
ア
文
化
史
論
議
』

(
深
井
耳
目
司
編
)
3
、
一

九
九
|
三
一
一
八
頁
。

(
お
)

商
務
印
書
館
編
一

九
六
二
『
敦
爆
遺
書
徳
目
索
引
』
北
京
、
二
四

七
、
二
五
六
頁
、
並
び
に
藤
枝
晃
一

九
七
三
「
敦
煙
暦
日
諮
」
『
東

方
拳
報
』
京
都
四
十
五
加
、

京
都
、
四

一
七
、
四
=
二

頁
参
照
。

な
お

藤
枝
氏
は

ω
E討
を
八
五
五
年
に
置
く
ハ
同
上
三
九
二
頁
参
照
)。

(お
)

た
と
え
ば
、
ス
タ
イ
ン
枚
集口問

ω
&
0・ロ
2
・
m
N
2、
北
京
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
番
問
ノ
叶
∞
己
({子
H
S
・斗由
H由
(葉
HH
〉
・
3
N品
(鱗
由)・

-160ー



!1HUH--

ges offerts
占
L
o
u
i
s
Bazin. (eds.)

 Jム
B
a
c
q
u
e
-
G
r
a
m
m
o
n
t

et 
R
.
 Do
r
，
 P
a
r
i
s
，
 pp. 7-23; 

H
a
m
i
l
t
o
n
，1. 

1992，
“
主
tude

n
o
u
v
e
Jle

 de
 la

 lettre 
Pelliot 

O
u
i
g
o
u
r
 
16 Bis d

'
u
n
 boud-

dhiste 
d'e

p
o
q
u
e
 
m
o
n
g
o
l
e
"
，
 T
u
r
f
a
n
 
a
n
d
 
T
u
n
-
h
u
a
n
g
，
 

T
h
e
 
T
e
x
t
s.

 E
n
c
o
u
n
t
e
r
 
o
f
 Civilizations 

o
n
 
the 

Silk 

R
oute，

 Fi
r
e
n
z
e，

 pp
.
9
7
-
1
2
1. 

(
~
)
 

Doerfer，
 

G
.
 
1991

，
“
B
e
m
e
r
k
u
n
g
e
n
 z
u
r
 
chronologischen 

Klassifikation 
des 

alteren 
T
u
r
k
i
s
c
h
e
n
"
，
 Altorientalische 

F
o
rs
c
h
u
n
g
e
n
 
18
-1
，
 S.170-186; Doerfer

，
 

G
.
 1993

，
 Ve
r
s
u
c
h
 

einer 
linguistischen 

D
a
t
i
e
r
u
n
g
 
alterer 

osttilrkischer 

Texte. (
T
u
r
co

logica 14)
，
 ix
+
255S.

，
 Harrassowitz V

erlag
，
 

W
i
e
s
b
a
d
e
n
.
 
(
D
o
e
r
f
e
r
 
Versuch) 

芝
浦
く
同

1-民
千
引
く

「
長

~

1
 1
 割足
以
認
会
的
む
干
、
士
制
朴
Q
総
業
華
経
ー
一
一
堂
乞
~
~
<
'

Q\\ト

-
R
ふ
岳
会
14特

定
ν
一

一
J

/i"
ns::鎧ト

:¥ト、
111田
県
g
Q
I:tぽ

J
1
 1諮

|
凶

ー
に
O
Jm(倫

理
i。

(
ヨ
)

H
a
m
i
l
t
o
n
，
 J. 
1986

，
 ot. cit.

，
 p.
182.

 

(
~
)
 

H
a
m
i
l
t
o
n
，1. 

1971 
(
制
(
ミ
わ

ぬ
蛋
)
.

(
~
)
 

D
o
erfer 

V
e
r
s
u
c
h
，
 S.67. 

(
~
)
 

H
a
m
i
l
t
o
n
，1. 

1996
，
 "
O
n
 the D

a
t
i
n
g
 of the O

l
d
 T
u
rkish 

M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
s
 
f
r
o
m
 
T
u
n
h
u
a
n
g
"，

 T
u
r
f
a
n
，
 K
h
o
t
a
n
 
u
n
d
 

D
u
n
h
u
a
n
g
，
 Ak
a
d
e
m
i
e
 V
e
r
l
a
g
，
 Berlin

，
 S.
13
5-145 

(
~
)
 

R
o
n
a
-
T
a
s
，
 A.

 1998
，
 Ural-Altaische 

J
a
h
r
b
u
c
her

 N
.
 F

 
15 

(1
9
9
7
/
98): 2

8
6
-
2
8
7
 (Besprech

u
n
ge

n
). 

u
ー

恥
一

気
::..

rl 

笠
'
ぷ
-
'
J
.
~
三
'
巡
社
主
任
舗
道
Q

・sarl-ser
-IS心

-sa
l-se

<' 
Q
~
お

学
t
!Wa....) 11110総

!
l
~
ム
ν
E
ト
v

... ミ心
WJ')

í'
ν
制
服
g
~
浴
鄭

....).;.2組事密

7
6
2
8
 
(寝

35)
・
7
6
3
0

C~\61)
・
7636

(諮
85)

・
7
6
3
7

(総
60)

・

7
臼

3
(穏

45)
・
7653

(四
m33)

・
7
6
5
5

(回
11)

・
7
6
5
9
(燃

14)。
(
~
)
 

阻
匿

曜
休

1-
ば
く

1
(;tt.!c

m
倫
理
D

i
l
l
K
K
~
。
悶
匿
穏
総

1-民
く

111
/i"
ト

.
L

.
む
λ
毛
主
緩
急
{
J
回
議
積
候
不
国
J

r
~
桜
-
K
時
制
輸
ト

苦
言
令
〈
士
己
以
嵐
広
E兵
器
豊
樹
$
{
\
式
累
陳
』
総
申
書
~1く

11同~
(1287

)
 $
蛮

。

(
~
)
 

S
c
h
m
i
t
t，

 
G
.
 
u
n
d
 T
h
.
 T
h
i
l
o
 1975，

 K
a
t
a
l
o
g
 chinesischer 

buddhistischer 
T
e
x
t
f
r
a
g
m
e
n
t
e，

 (
B
erliner

 Turfantexte 

V
I
)
，
 Berlin

，
 S.186-188. 

(
~
)
 

;
l
;
t
!
(
~
)
$
援
。

(
~
)
 

B
a
z
i
n，

 
L. 

1991
，
 Le
s
 
S
y
s
t
e
m
e
s
 
C
h
r
o
n
o
l
o
g
i
q
u
e
s
 
d
a
n
s
 le 

M
o
n
d
e
 T
u
r
c
 Ancien. 

571p.
，
 Ak
a
d
e
m
i
a
i
 K
i
a
d
o
，
 Budapest. 

(締盟委，
B
a
z
i
n
，
 

L. 
1974

，
 Le
s
 Calendriers 

T
u
r
c
s
 A
n
c
i
e
n
s
 

et 
M
e
d
i
e
v
a
u
x
.
 
(
U
n
i
v
.
 

d
e
 L
i
Jle

 3)
，
 800p.

)
 

(
可
)

B
a
z
i
n
，
 

L. 
1991

，
 ot. cit.

，
 p. 
2
5
8
.
 i袋
駅
快
+
!く

(;:::l)倫理D'
I
同
|
ー
|
同

11Jm($筆
。

(
ミ
)

H
a
m
i
l
t
o
n
，
 J.

 1971
，
 L
e
 conte b

o
u
d
d
h
i
q
u
e
 d

u
 b
o
n
 
et 

d
u
 

m
a
u
v
a
l
s
ρ

門
n
c
e

e
n
 
version 

ouigoure，
 M
S
S
 d
e
 
T
o
u
e
n
-

h
o
u
a
n
g
.
 

204p.
，
 Paris; 

H
a
m
i
l
t
o
n
，1. 

1986
，
 M
a
n
u
s
c
r
i
t
s
 

ouigours d
u
 I

Xe-
X
e
 siecle d

e
 T
o
u
e
n
-
H
o
u
a
n
g
 (1

，
 Il). 

I: 

p
p
.
1
-
2
0
6
，
 Il
:
 pp
.
2
0
7
-
3
5
2，

 Paris; S
i
m
s
-
W
i
Jli

a
m
s，

 
N
.
 et 
J
 

H
a
m
i
l
t
o
n
 
1
9
9
0
，
 D
o
c
u
m
e
n
t
s
 
turco-sogdiens 

d
u
 I

Xe-
X e

 

siecle d
e
 T
o
u
e
n
・h
o
u
a
n
g
.
C
o
r
p
u
s
 lnscriptionum lra

n
i
c
a
r
u
m
 

P
a
r
t
 Il， 

V
ol. 

III S
o
g
d
i
a
n
，
 94p.

，
 pl.
+
4
7
.
 
School of Orienta

l
 

a
n
d
 A
f
r
i
c
a
n
 Studies

，
 Lo
n
d
o
n
;
 H
a
m
i
l
t
o
n
，1. 

1992，“
C
a
len-

driers 
m
a
n
i
c
h
e
e
n
s
 ouigours d

e
 9

8
8，

 98
9
 et 

1003"
，
 Me
l
a
n
-

(;tt.! 
1-民

兵
l

」【由同



11N也Hll

68
(
U
7
1
4
3
)
，
 70(

U7145-7156
)，

 B
V
N
5
(
U
3096)

，
 6(

U
2
2
16
)，

 

9
(
U
2
3
9
6
)，

 13
(
U
2
2
2
0
)
，
 14(

U
3
1
03)

，
 Pr

l
 (

も
お

1
11灘〉。

蛍

特，
B
7
(U

7
0
0
8
ー7
0
2
8)，

B
3
8(
U
7
0
9
8
-
7
1
0
5)

 =
 K
5(
R
y
5
297，

 

5266，
 5274，

 62
9
7，

 6295)
=
P
3
=
P
k
 (
~
ら
お

1
1 鱒〉‘!'-

'ト
れ
川
{

!lI(苦戦
副
議

#
'

B
o
 (

 1縄〉
。
毛
遊
士
，

B
V
1
，

 2，
 3，

 4，
 5，

 6，
 7，

 

8，
 9，

 10
，

 11
，

 12
，

 13，
 14，

 15
，
 16，

 17，
 18
，
 19，

 20，
 21
，
 

22，
 23
，
 24，

 25，
 26
，
 27
，

 28，
 29
，

 30
，

 31
，
 32，

 33
，
 34，

 35 

36，
 37
，

 38
，
 39
，

 40，
 41
，
 42，

 43
，
 44，

 45，
 46，

 47
，
 48
，

 49，
 

5
0，

 51
，
 52，

 53
，
 54
，
 55
，
 56，

 57
，

 58，
 59
，

 60，
 61
，
 62
(
U
7
1
6
0
-

U
7
2
2
4)，

 B
V
N
7
(
U
2
6
5
2)，

 10(
U
3
0
8
2
)
，

 11
(
U
2
6
6
9)，

 

15
(
U
2
7
4
4)，

 
17
(
U
2
2
2
2
)
，

 
18
(U

5
0
18)

，
 

19
(
U
3
2
3
0
)
，

 
2
0
(U
3
5
2
6
)
，
 

21
(
U
2638

)，
 2
2
(U

4
9
3
6
)，

 23
(
U
3
5
70
)，

 24
(
U
2
6
1
7)，

 

K
V
1
(R

y
2
5
0
0)，

 5
(R
y
4
6
2
5)，

 6
(R

y
2
3
2
8)，

 7
(R

y
1
1
30)

，
 

8
(R
y
2
5
0
3
)
，

 9
(
R
y
2
5
9
0
)
，

 12
(R

y
l
l
0
2
)
，
 13

(R
y
1
3
3
7) 

(も
お

く
11謀

〕
。
手
当
~

~~
入
、
総
，
\
;
;
;
;
*
以
~
~
物
兵
.
;
2
'(

会
E

入
者五
奪取

o[i
(B

，

B
V
)
包
爆
J
ム
~
犠
同
~

U
7
0
0
0
 iミ心

U
7
2
2
4

Q
国
1'(

録
11
11
同

議
冶
画
制
収
)
~
\
-
'
ム
的
。
.
;
2
+2 

B
2
5
 :t! 
~
何
時
窓

千J
寝
室
犠
同
密
兵

必
蛍
太

れ)
~
的
。

[翌
週

~l
B
，

 
B
V
:
 B

a
n
g
，

 
W
.
，
 A.
 v. G

a
b
a
i
n
 
u
n
d
 
G. R. R

a
c
h
.

 

mati 
1934 

(
制
(
ヨ
〉
倫
理
D
'

B
o
:
 G
a
b
a
i
n
 
1954

，
 T
ex
t
e
 
in 

B
r
a
h
m
i
s
c
h
rザ
t，

(
T
u
rkische T

urfan-
T
e
x
t
e
 V
I
I
I
)，

 Ak
a
d
e
-

m
i
e
 V
e
r
l
a
g，

 Berlin (S. 71-72)
;
 B
V
N
:

 Od
a
，
 

J. 
1983

，
 "N
e
w
 

F
r
a
g
m
e
n
ts

 of 
the 

Buddhist 
U
i
g
h
u
r
 T

e
x
t
 S

a
k
i
z
 
y
uわ

冗
a
k

y
a
r
u
q
"，

 Altorientalische 
F
o
rs
c
h
u
n
g
e
n
 
10-1

，
 S.125-

142. 

L
目
H
a
m
ilton

，J. 
1986

，
 11
，
 pp. 33

1-3
5
0
 
(B. L. Or. 

8212 

..lJ，....) ν
く
川
え
ι
入
時
官
~
4
t
1
阻
~
総
会

J側
窓
か
の
。

(ミ~)
D
o
e
r
f
e
r
 V

e
r
s
u
c
h
，
 

S
.

 84-87
，

 197. 

(巴〉
ム
え

n
同Eく

盤
緩
慢
怜
'
鍛
トド
怜

B
l
(
U
7
0
0
0
ー7001

)，

2
(
U
7
0
02
)，

 3
(
U
70
0
3)，

 4
(U

7
0
0
4)，

 5
(
U
7
0
0
5
)
，
 8
(
U
7
02
9)
，
 

9
(
U
7
0
3
0)，

 10(
U
7031

)，
 II
(
U
7
0
3
2
-
7
0
3
4
)
，
 12(

U
7
0
3
5
-
7
0
3
8
)
，
 

13
(
U
7
0
3
9)，

 14
(U

7
0
4
0-7042)，

 15
(U
7
0
4
3
-
7
0
4
6
)
，
 16
(U

7
0
4
7
)
，
 

17
(
U
70
4
8
)，

 1
8
(
U
7
049，

 U7
0
5
0
)
，
 19
(U

7
0
5
1
)
，
 B
2
0
(U

7
0
5
2，

 

7053)
，
 

2
1
(
U
7
0
5
4
-
7
0
5
7)，

 
22(

U
7
0
5
8
)
，23

(
U
7
0
5
9
)
，24(

U
70
6
0)，

 

(25)
，
 2
7
(
U
7
0
6
8)，

 28
(
U
70
6
9
)，

 2
9(

U7070)
，
 3
0(
U
7
0
7
1
)
，
 

31
(
U
7072-7078)

，
 32

(
U
7
0
7
9
)
，
 3
3
(
U
7
0
8
0
)
，
 34(

U
7
0
8
1)，

 

35
(
U
70
82)

，
 37
(
U
7
0
9
5-7097)，

 39(
U
7
1
0
6
ー7107)

，
4
0
(
U
7
1
0
8
-

7111)
，4
1
(
U
7
1
1
2
)
，42

(
U
7
1
1
3
)，43

(
U
7
1
1
4
，7115)

，44
(
U
7
1
1
6
)，

 

45
(
U
7
1
1
7
)
，
 

4
6(

U
7
118)

，
 

47
(U

7
1
1
9
)，

 
4
8
(
U
7
1
2
0)，

 49(
U
7
1
2
1
)
，
 

5
0(

U
7
1
2
2
)
，
 5
1
(
U
7
1
2
3
，
 7124)，

 52
(
U
7
1
2
5
)
，
 53

(
U
7
1
2
6
)，

 

54
(
U
7
1
2
7，

 7128)
，
 5
6
(
U
7
1
3
1
)，

 57
(
U
7
1
3
2
)
，
 58

(
U
7
1
3
3). 

5
9
(
U
7
1
3
4
)，6

0
(
U
7
1
3
5)，61

(
U
7
1
3
6
)，6

2
(
U
7
1
3
7
)
，
63
(
U
7
1
3
8)，

 

64
(
U
7
139)，

 69
(
U
7
144)，

 71
(
U
7
1
5
7)，

 72
(
U
7
159)

;
 

B
V
N
1
(
U
3
8
2
7
)
，
 

2
(
U
4
8
8
3
)
，
 

3
(
U
4
9
8
8
)
，
 

4
(
U
3
5
1
8
)
，
 

8
(
U
50
84)

，
 

12
(
U
5
353)

，
 16
(
U
4
9
7
1
)，

 25
(
U
5
4
8
7
)
，
 26
(
U
5
0
0
5
)
，
 

L
(
B
.

 
L. Or. 8212(1

0
4))，

 
K
l
(
R
y
542)

=
K
3
 (
底
柑

lモ
~
)
，

K
2
 (
忘
柑
ド
会
~
)
，

K
V
2
(
R
y
I356

)，
 3(
R
y
2
7
6
1
)
，
 4
(
R
y
2
5
7
1
)
，
 

1
0
a
/
b
(
R
y
 2077，

 5302)
;

 
P
l
，
 

2，
 

4; 
T

 (
毛
布
く

1
~
部
〉
。
ヨ
ヨ
ト
ト
w

B
2
6
(
U
7
0
6
1
-
7
0
6
7
)
，

 36
(U
7
0
8
3
-
7
0
9
3
)
 =

 K
V
1
1
(
R
y
2
4
1
4)， 

B
5
5
(
U7129，

 7130)
，
 K
4
(
R
y
I
5
3
9
-
1
5
4
4
)
 (

毛
お
図
書
思

)0
!lI(縦割

当主特，
B
6
(
U
7
0
0
7
)，

 65
(
U
7
1
4
0)，

 66
(U
7
1
4
1
)
，
 67

(U
7
1
4
2
)
，
 

NUH 



にD

[
迫
感
1

Z
i
e
m
e，

 P. 
1983，

“
C
o
l
o
ph

o
n
s
 to 

the Sakiz y
叫

m
a
k

y
a
γ
u
q
"
，
 Altorientalisc

h
e
 F
o
r
s
c
h
u
n
g
e
n
 
10-1

，
 5
.
1
4
3
-
1
4
9
 

(1鰹
騨
川
棚
)
;

K
a
h
a
r
 
Barat 

1
9
9
0，

 "S
i
n
g
q
O
 
Sali 

T
u
t
u
n
g
 

traducteur 
d
u
 
S
a
k
i
z
 
y
u
わ
n
a
k

y
a
r
u
q
 
n
o
m
 ?"，

 J
o
ur

n
a
l
 

Asiatique 
2
7
8，

 1990，
 N
u
m
e
r
o
 1-

2，
 p
p
.
155-166 

(緩
潟

|

剥
)
.必
~
*
再

三神~:ø;:..\j，._) ν
，

0
 "
'
-
、

困
者
ゐ
同
揮
E世
豊
根

Q
Hi!:ぽ

4ミ
必
車
抵

当
i会

J献
金
.
;
2

0
 ~~惚

~
+
<

~4J~
抵
~
重
量
Q
程
。

4く部出ミ接持lI(:ø;:
v
'

活当時平

士~
~什"'~く題

担
Q

・(
=
-
-
長
銀
様
ロ
g
Q
将
兵
v
溢
士
会

j待国民，._)
¥-" 

i母
寝

!lil<=~千)*tJt{l
;J

..>J~
~
0
る

.;..!ム。
島屋!l~争時1I(:ø;:，\l;à窓会I 1民

J
ν
鎖

穏
Q

1脳
会

j縦
ト
(
円

且
λ

:!lf
ι
Q
童
話
坦
~

'
ス
入
、
十
母
Q
応
援

〉。

「
米
軍

!と
紙
哀
1
~
側
」

θ
+<得
総
繁
盛
Q
穏
や

4く
誕~:a::~護持耳石主(

‘Jl
.~

"
"
'
~

1母
i逗
Q
当事
J
ム

~
í
$
同
~
'
穏
や
+
<
画
島
区
様
同
!
ì
:
て

λ
王、1+

tと
緩
Q
竪

)。

，..，' 
K
V
7
a
 
Ot. R

y. 
1133

・
2
6
4
-
2
6
7

(
1134 

~
例
記
[
E
!
.
.
.
ì
迩

大
Qjcr迫

遅
刻

:ム
徒
約
五
'
1モ

$
掛
出
E士

Q
i{
)' 

O
t. 

*
 

R
y
.
 1130 (

K
V
7
)
 ..¥j!lli'型車

。

O
t. 
R
y. 2336

:
 21-27 

O
t. 
R
y
.
 2345: 

2
1
7
-
2
2
0
 

O
t. 
R
y
.
 2542

:
 01
-
0
1
0
 

O
t. 
R
y
.
 2744: 

366-369 
(銭

2
Q
重量

雲寺
Q
0

)

O
t. 
R
y
.
 2756: 

0
1
-
01
0
 

O
t. 
R
y
.
 4586

・
4
6
2-4

6
3

O
t. 
R
y
.
 5550: 

136-
13
8
 

0
1. 
R
y
.
 

6317: 
3
-
4
 

N
'

 K
V
1
4
 

的
，

K
V
1
5
 

噌
，

K
V
1
6
 

由
，

K
V
1
7
 

'
-
0
'
 
K
V
1
8
 

ト
，

K
V
1
9
 

∞， 
K
V
2
0
 

∞， 
K
V
2
1
 

(
104

)) 
(
m
(
ミ
〉
倫
理
y

K
l
，

 K3
:
 
尽EB.

1
・
民
|
同

(古lj(∞
)
~

墜
)
'
-S
EH
舵
剖
(

1
 ~<
図
，

r
も
干
、
士
制
く
盤
m
!
r
-jくや司王伝

縫
溢
:
l
r
:
J
刻
時
!'J

r軍
司
擦
!
国
夜
4く
時
$
~
~
隙

J
1;
官

長
1-

1
0

0
1ün:~

~
0
 
K
2
:
 
Ii阻望書時!'.j{r堕罰

tn
fι
唱
。
'
傾
漏

1
.ば

l
同
(
陸

軍
1
・民主

J11)' 
図
録
制
E令〈仰

(
N
)
O

K
4
・ヨ田!JllQtl

く
|
兵
附
く

「
む
ヤ
、
え
令
<
H
<
裂
く
~
i
W
;
Ç
!
京
語
星
通
正
文

J
r阪

社
員
+
器
.
J
I
m
o
ー
図

書~'
-
¥
J
長
一
干
毛
主

JIun:
O

K
5
・
4

田
舵
剖
(

1
 ~く
平
「
羅
~
4
J
+
<
掛
匿

仰
組
経
~
干
王
、
え
令
<
<
盟
塁
騒
~Qlf量

1
+
溢
士
J

IJ"釧草~~日窓+<掛
$
~
U
三

医
科
』
図
書
芸
，

11
同

111<
図

。
K

V
・
4ら
EHI

情
感

1
・
民
く
川

「
迎
。

4く
掛
骨
量

~
"
王
、
え
令
<
<
~

m!
Q
塩
士
銀
頼

J
Ii，g::劉トコ

ト
・
阻

ト、'.¥
ト

Q
i起4!Im..¥j械学

J
11

く
1
-
1
<
巴
'

ヨ
ミ
是
正
送
;
足
。

P
l
:

R
a
d
l
o旺，

W
.

1911
，

 K
u
a
n
-
s
i
-
i
m
 
P
u
s
a
r
，

 (Biblioth
ec
a
 
B
u
d
-

dhica. 
X
I
V
)
，

 Beilage II 
((2Kr. 

39)
，

 5
.

 
91-103). 

P
2
:
 

Radloff
，

 
W
.
 1928

，
 Ui
g
u
r
i
s
c
h
e
 S
p
r
a
c
h
d
e
n
k
m
a
l
e
r
，

 Material-

e
n

 n
a
c
h
 d

e
m
 T
o
d
e
 des Verfassers 

m
i
t
 E

r
g
a
n
z
u
n
g
e
n
 v

o
n
 

5. M
a
l
o
v
 herausgegeben. 

L
e
n
i
ngrad. 

N
o
.
9
9
 (2 Kr. 45a

)
 

(
5
.172-175

).
 P

3(
B
a
ng: P

2
，

 P
4
): 

R
a
d
l
o任，

W
.

192
8
，

 0ρ. 

cit.
，

 5.
1
0
2
-
1
0
5
 (
N
o
.
5
8
)
.
 

P
4
:

 ~
巴
|
長
|
同
(
柑
(
也
)
~

~
D

' 
(
腿
悶
悶
掛
判
鑑
緩

(
2
K
r
.
5
0
?
)
)
0

P
k
・
建
最長田主

|
長
同

同
「
言
~
1
+
回
鑑
似
毛
主
総
Hく
裂
く
盛
塁
走
思
軍
基
広
忠
一
一
線
縄
回
謹
〈
語
訳
+
く

緩
製
宮
脈
経
一
一

J
Ii"常事

E
掛
難
』
干
で

i
く
11
ト

1
・民
11
]m(

0
T
:
 

出
思
|
区
:
同
訴

1-只
平
干
ミ

r-H-~
fモ
お
ぽ
提
面
接
~
"
'
"
土
問
E令〈納

富
士

Q
$
~
J
 
r
係

数
時

議
J

~く
1
-

1
・

11 ~
'

l1f
吋
巴

11111~
1ün:。

内
J
Q
主
主
縫
断
E接証士..\j，._)

ν
E
諜
~
尽
必
-
+
;
;
t
{
l
~
~
ミ
，

B
7
 !l縫h;l

g話

余
J
時巡
回司守t1-+;;.;..!

(
m
c
~
)
倫
理
D

。
的国H



て"にDF
司

E
y
l
ul 

1996-
2
7
 E

y
l
u
l
1
9
9
6
，
 An

k
a
ra
)
 12 

~
ヰ
ム
ν

“
K
u
a
n
~i-

i
m

P
u
s
a
r
 v
e
 
K
u
a
n
~
初

l
B
o
d
i
s
a
t
a
v
 uzerine" 

-'J腿
J

ν
燃
側

J

-i..!
。

(包〉
舵

特
A
:
 R
a
dloff

，
 W_
 191

1. 
K
u
a
n
必

i
m

P
u
sar.

 (B
i
b
lio-

theca 
B
u
d
d
h
i
c
a
 
14
)，

 119S.
，
 St.-Petersbourg.

使-14-
B
:
 

M
u
l
ler，

 F.
 

W
.
 
K. 

1911
，
 Uigurica

，
 11. 

(
A
P

A
W
'
 10
-
3
，
 110 

S
.)

 3，
 S.
1
4
-
2
0
 (
S
E
d
T
F
 1
:
 S.7

2-78).
腿
柊

C
・D

:
T
e
k
i
n
，
 

;i.
 1960，

 Ku
a
n
j
i
 i

m
 P
u
s
a
r
 
(Ses 

I~ite
n
 
Ila

h
)，

 (A
t
a
turk 

U
nive

rsitesi 
Y
a
y
m
l
a
n
)
，
 Uy
g
u
r
c
a
 
metinler 

1
:
 57s.

，
 E
rzu-

r
u
m
.
 

舵
柊

E
:
尽
回
ト

I
~

I
同
，

i
図
書
E
桝
誕
桝
製
若
田

:::::
og

Q
溢

た
J
I
T
"
阪
粧
時
縛
』
同
~
'

111
長
国
一
回
O
O

jm(
(IT"~巴世

判

長
{
時
経
制
球
.
!
l
fι
剥
'

民
総

1
・民同

く
，

1
 g[
川
一

1
E霊
平

岡
〉。

波
-14-

F
:
も
田

~ì~醤
~

1
-只
兵

1
(
制
(
お
)
倫
理
i)
'

Cf. 
O
d
a
，
 
J. 

1996
，
“
A
 F
r
a
g
m
e
n
t
 of 

th
e
 U
i
g
h
u
r
 A

v
a
l
o
kiteS

v
a
ra

-
Su
t
r
a
 

w
ith 

N
otes"

，
 T
u
r
f
a
n
，
 Kh
o
t
a
n
 u

n
d
 D

u
n
h
u
a
n
g.

 S.
129-

2
4
3
.
 .;三 Jヰ

組~-14-
Q
p
1
，
 2
，
 3，

 4
，
 5，

 6; Q
b
7
，
 8，

 9，
 1
0，

 11
，
 

12，
 13

，
 14
，
 15，

 16 
~三
Y
士
E
λ
き
玉
城
n
g
Q
保
存

!と
組~-14-千)

-IQ
l-Q 

0
 

(:1;) 
湖
底
縛
盟
会

J監;~...J-i..!
Q
や

'
謀
略
I
O
\l!!\回や十余-'J神P

吋
ν
ム

l-Q .;会
，

~1éI:í
12埋

設
υ
ν
選
Q

\l!!\ on12
-#'
届
緩
い
的

。
必
~
-
'
J
v
1
2

D
o
e
r
fe

γ
V
e
r
s
u
c
h
，
 S.6

2
-6
4
 
(
T
ab

e
ll
e
 30

)
会
J
~
蜜

...J-i..!。

(
出
)

C
f. 
D
oerfer

 V
e
r
s
u
c
h
，
 S.
16-3

1. 

(::g) 
'R

..~
"
λ
Q

<
ロ

(
n
y)

・
ロ
択

IllIu>
以時-i..!l-Q O

':¥0.
-

:---λ
Q

.c 

択
IIIIU'

II'-
-C-ム

Q
.口

1ト
舟
K

ム
'

機
t-l<¥Q

唱。旧
艇

や
時

的
。
主
張

<'-l:l!:¥量
E

4ミ
心

<
>-十引旧

>
-'J...J \--'I'l事~時

(a
高
ï
r
>
a
y
ï
r，

q
a
n
y
u
>
q
a
yu

)。

眠
:;.1...J

í<
ロ

~lllm>
Q
~
限
」
会
J
~
区
和
吋

。

@
塚
三
~
~
還
(
-
1
く
や
総
書
き
S量主主事長

o:;i
)
糧

~<P-f<額十世ミ緩

~
'
 
K
V
2
2
 

N
o
.
3
9
 (

隊
)
ド
ヒ
遊
士

(
10cm

x
 10c

m
)
・
308-

313 

口，
K
V
2
3
 

N
o
.
1
3
9縦

'
ト
に
(
l
2c
m

x
 9c
m

迩
士
)
:
17-24 

@
M
u
see 

G
u
i
m
e
t
 (
P
a
ri
s)' 

P
e
lli
ot 

C
o
llect

ion 
(縦

割
Q
I
民
窓

4
時

株

煩
18

1
Q
召
叫

ng)

:::1' 
P
r
l
 

llI(縦割当主-14-

N
o
.6: 

019-021
，
 5-7. 

N
o
.
1
3
9
:
 
13
1-1

42. 

N
o
.
1
4
5
:
 
345-355. 

N
o
.
1
3
6
:
 
2
39
-2
5
8
.
 

N
o.
13

8
+
13

7
+
7
+
140: 

116
-
13
0
 

Pelliot 
D
i
v
e
r
s
 
(議

綿
吉
宗
)
:
2
7
8-
298. 

広
告
語
、
同
総
長
窓

49-53.

甲山岡

:
2
'
P
r
2
 

勢
も

田
臨

調
く

1.
ば
く
111

C
1;tW

iS
Y
 K

V
 Q

\l!!\~区〉。

制
緩
i紙
幣
-
t
K

1
長
く
同
，

i
{ト

ヤ
ミ
ミ
土
問
E制

緩
」
君
主
主
起
訴
型
組
長
{
く

唱。
『
縦
型
四
君
臨
や
〈
喜
重

J
1附
民

，
-1く
1咲
沼
盟
委
;
起
'
同
長

jm(
(
N
o
.
 136

 

、
、
え
ー

.1'
)
倫
理
{。

(l{j) 
-i..!-'J州三

，
i軍

出
き
お
紛
ぬ

ogJ
í署
長
州

l~a樹-14-怖
ogJ

í起
鰻
眼
目
~
i
J

「割
E甑

掛
E幽
露
骨
巡

ngJ
Q
~
わ
令
達
正
文
:
Q
尽
心
~
l
-
Q
O

-s
m

lìl~剖~
1
 ~
 

干ミ
1

i
ム
え

n
同
g

Ií騒
I~田
署
草
』
舵
特
Q
$
e

-KJ
IT"悶*'ト、

・~\ト$.g-K.!l

川
g
[
'

1
 jm
(
~
盤

。

(
自
)

i主
志
向
田
図
鑑

ι
え

M
1[IIU舵
球
~

'
1-民

兵
fく

母
ト

λ
-R.

11'-
J
 

(U
c
u
nc

u
 Uluslar 

Arasl 
T
u
r
k
 
D
ili 

KurultaYl-1996
，
 23
 



-BHl 

(
5
S
)
~
蛮
)
'

..lJ
"V 11 

11く
ー
11長

岡
総

匹
。

(
$
)
 
-S田

1地
球

1-
ば

く
￥

(
;j;!j(

呂
)
倫
理
D'

11~ミ
ー

1111
J
m
(
~
匹
。

(
巴
)

Ligeti
，

 
L. 

1971 
(
制
(
司

〉
総
監
)
，

p. 
295. 

C
f. 
G
a
b
a
i
n
，

 A.
 v. 

1
9
6
7，

 Di
e
 D
r
u
c
k
e
 d
e
r
 T
u
r
f
a
n
-
S
a
m
m
l
u
n
g，

 S
D
A
W
 19
6
7
-

1，
 S.20. 

(;s) 
C
f. 
Erdal

，
 
M
.
 
1979

，
“
T
h
e
 Chronological 

Classification 

of 
old 

T
u
r
k
i
sh

 T
e
x
t
s
"
，

 Ce
n
t
r
a
l
 Asiatique

 Jo
u
r
n
a
l，

 23-

3
/4

，
 p.154.

 

(f.o) 
毛

田
枇
剖
(

1
長
く
や

(;j;!j(
5
S
)
倫
理
D

1111 
Jm(倫理主

。

(
a
)
 
Z
i
e
m
e
，P

.
1
9
8
7
，“

Materialien z
u
m
 uigurischen O

n
o
m
a
s
-

ticon 
lII"

，
 T
u
r
k
 
Dili 

A
γ
a~tlrmalart 

ytllt
i!;t-

Belleten 

1984
，

 s.280-283 

(
$
)
 
C
f.

 
O
d
a
，

 
J. 

1986
，

“
U
ighur 

F
r
a
g
m
e
n
t
s
 
of 

the 
Block-

Printed 
T
e
x
t
 ~
Säkiz 

t
o'rlugin 

y
a
r
u
m
iS 

yaltrimi
ま

n
o
m

bitigY
，

 T
u
r
k
 
D
必

v
e
E
d
e
b
i
y
a
t
t
 
Dergisi 24-25

，
 s.

 
3
2
5
-

346. 

(
2
)
 
ad'incir (

L
2
2
2 )， 

a
y'i 

(
L問。

asid'か
(
L
2
2
2 ，

3
0
2)，

 bir' o'k
 

(
L目。

kid'in(Ls5'
95，

 
2剖

)，
q
(a

)rar'ir (
L
s心

，
yid

'ir 
(
L目。

(;j;!j
(
g
)倫

理
D.

(
~
)
 

O
d
a
，
 
J. 

1979
，“

E
s
k
i
 
U
y
g
urca

 ((S
a
k
i
z

 Y
u
k
m
a
k
 Y
a
r
u
k
~
 

Budist 
k
i
t
a
b
m
a
 
ait 

notlar
".

 
C
e
v
r
e
n
 
6
-
4，

 pp. 15-24，
 

Pri~tine 
(
Y
u
g
o
s
l
a
v
y
a
)
:
 rx'nt 

(
L
209 )

<
a
r
x
a
n
t

く
室
田
是
認
>
，

rdni-
(
L
2ω

く
か
d
n
i
く駆>，

叩
'p
'sy

，
日
Jゲ
s'nc

(
L

1
S
0 "so

)
く
魁

鎖

繍
・
~
秘
憾

>
(p.22)

.
 

(
ど
)

も
回
怖 E廼(

1・
民
〈
く
r
~
、でを、土令<r.:::~~短波#

Q
S
/き

{ゆ絵

([;;) 
C
f. 
T
e
k
i
n，

 T.
 
1
9
6
8，

 A
 G

r
a
m
m
a
r
 o
f
 O
r
k
h
o
n
 
T
u
r
k
i
c，

 

l
n
d
i
a
n
a
 University Publications，

 Uralic a
n
d
 Altaic Series 

V
o
l
u
m
e
 69. 

(f?l) 
ぷ..lJ

'~':':!'
r申
ト
隠
吠
:
;
:
:
入
ベ

ù巴詰~\iiàJ
B
a
n
g
，

 
W
.
 
u
n
d
 A
.
 v. 

G
a
b
a
i
n
，

 1929
，
“
M
a
n
i
c
h
a
i
c
a
"
，

 T
u
r
k
i
s
c
h
e
 
T
u
r
f
a
n
-
T
e
xte

，
 

II
，

 S
P
A
W
 1929，

 S.4
1
1
-
4
3
0

目

(
色
)

'
J
~
笠

D
o
e
r
f
e
r

V
e
r
s
u
c
h
 Q

撚
1

1
器
提
~11~';"!

l'Q。
卜
同
m
~

Q
 -
a
n
g
 Q

陸
出
国
主
絵
'
M
:
'
:
!
阻
択
ム
士

n
同E

千
J{WjjJ理

，
-
n
a
n
g
 Q

総
監EE主

主!式
:':!t

咲-Jr:¥ムミ
n
同E

千){Wi順。

(
g
)
 

士、
h
、
・
ム
ヤ
く同
g
Q
温色豊事..lJr{心~l'Q

O
Cf. L

a
u
t
，

 
J. 

P. 
1986

，
 op
 

cit.
，

 S
.
6
9
-
7
0
，

 87; 
F
e
d
a
k
a
r
，

 D.
 
1991

，
 1994

，
“
D
a
s
 Alttur-

kische 
in 

sogdischer 
Schrift 

Textmaterial 
u
n
d
 
Ortho-

graphie 
(
T
e
i
l
l
)
，

 (Teil II)". 
Ural-Altaische

 Ja
h
r
b
u
c
h
e
r，

 

N
.
 F
.
 10

，
 S. 85-98; N

.
 F
.
1
3，

 S.133-157. 

(<<:1) 
C
f. 
A
s
m
u
s
s
e
n
，
 J. 
P. 

1965，
 X-匂

stvanift
，

Studies 
in 

M
a
n
i
c
h
a
e
i
s
m
.
 
292p.，

 (
A
c
t
a
 
Theologica 

D
a
n
ic
a

 12)，
 

C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
.
 

(
邑
)

C
f
.

 
E
r
d
a
l
，

 0ρ
.
 

cit.
，
 p. 
154

.
 

(
~
)
 
紙
令
<
~

H
u
a
n
g
 W
.
 
1-民

同
国
「
主
l唱
。
絢
事
P柏

田
.l

(時中-ta唾
ト齢

百三'
ト
事
単
線
}
司
富
良
)
'
キ
~
，
民
'
花
時
迫
証
至
福
(
昨
題
，

1
・民同r.:::)。控

E
B添mj:;

1
国
民
同
同
r
~
#
回
盤
以
君
主
総
Hく
裂
く
盤
;
雲
霊
式
製
俸
号
式
一
一
事
業

経
回
寝
〈
語
訳
+
<
緩
m
!
:
9
;
'
脈
経
一
一

J
r
術

相
時
様
』
千
で

l
く
111-1

4ぞ
ll
Jm(

O
-
S
買
収
十
l
'

1
・~
k
ヰ
{
く
「
玄

1砲
榊ヨ:r.t1

Q
&
震
意
味

J
r
岳

悩si!ゆ君主婚時
$
~
J

1
 g[-
I
'
 llr.:::-ll1

￥Jm( 
(..lJ"V 11 

111
同
回

)。

ヨ
巴

!担
保

l
長同r.:::

(;j;!j(5S)ぬ~)。も田
11，信感

!
長く平(;j;!j

山由同



166 

に
関
す
る
究
書
」
『
塑
橋
短
期
大
謬
研
究
紀
要
』
五
、

二

一al
-
-
一一一

頁
o
b。
当
¥
有
志
3
R与・

ω・
8
・
沖
美
江
一
九
九
六
(註
(

M

M

)

参

照
)
、
四
一
頁
の
表
六
に
、

F
篤
本
の

歯
丑
日
混
同
(
巴

g
Er
sp

m
-
S
C
と
し
て

n
p
qミ
(
、
H
d
m
Z
J
σ
・
Q
H
4
Q
S‘
R
(
u
d
v
n
・2
Mt弓
)

を
翠
げ
る
の
は
、
「
歯
車
国
交
替
」
と
考
え
た
か
ら
か
。
な
お
デ
ル

フ
ア

!
の
小
さ
な
事
費
誤
認
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
八
陽
綬
潟
本

の
旬
と
同
字
形
を
あ
え
て
進
ん
だ
吠
態
と
み
て
、
「
作
品
の
文
字
に
は

特
色
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
唱
と
『
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
古
風
な

一
つ
の
し
る
し
で
あ
る
が
、
同
と
同
一
音
の
匿
分
は
そ
ん
な
に
は

っ
き
り

し
な
い
。
た
だ
語
頭
で
は
ユ
子
形
は
太
く
左
向
き
、
語
中
で
は
は
っ
き

り
と
は
区
別
が
つ
か
な
い
(
た
と
え
ば
、

E
問「

H
R
E
(
同hN
S
)
-
H
h
Z弘
司

(
F
E
C
-
-
N
N官、
(
F
o
u
-
F
h
h忘

宮

NRh"も
ハ
F
o
C
参
照
)
、

そ
し
て

質
際
に
h

字
形
に
混
同
が
あ
る
か
ら
純
粋
に
言
語
上
で
は
古
さ
の
段
階

(
1
C
)
は
進
行
欣
態
に
み
え
る
」
(
む
足
、
¥
司
て
司
言
与
・

ω・叶叩
)
と

あ
る
。

Hhw・b.同玄

(
F
S
)
は
誤
り
で
、

E
R
h刊
誌
(
口
町
・
回
白
口
問
件
。
己
-
H
8
)

が
正
し
い
。
弘
之
宮
、
(
F
o
m
)

も
ま
町
内
白

〈
増
加
す
る
〉
が
正
し
い

か

ら
、
旬
と
h

字
形
の
混
同
は
濡
れ
衣
で
あ
る
と
い
え
る
。

(

η

)

庄
垣
内
正
弘
一
九
八
二
「
古
代
ト
ル
コ
語
n
方
言
に
お
け
る
さ

の
低
母
音
化
に
つ
い
て
」
『
紳
戸
市
外
園
語
大
皐
論
叢
』
一
三
二
|
三

鋭
、
三
九

l
五
七
頁
参
照
。

(
丸
)
圧
垣
内
正
弘
一
九
八
二
(
註
(
河
)
参
照
)
、
五
三
頁
参
照
。
小
田

誇
典

一
九
八
八

ハ註
(η
〉
参
照
〉
、

二
六
頁
参
照
。

(
百
)

(

a

)

位
格
・
奪
格
、
・
b
h守
)¥'
b
p

①
八
陽
経

F
1
1
b
可
民
活
向
島
文
除
雪
之
ミ
臣
、
.
伝
吉
h
t
b
h
t
h
H
Q
N
Rい℃

q
h
J
t
N
A
A
Z
晶
、
色
、
・
(
重
い
苦
悩
か
ら
救
わ
れ
る
。
苦
し
み
の
海
か

ら
で
る
)
。

②
八
陽
経

F
g
-
b
h
q
a
同町、
e

h

g

fE

注
文
雪
山号
-

か
ら
か
れ
ら
は
去
れ
)
。

③
八
陽
経

択
r
z
-
G円台
こ
司
、
宮
崎
ミ
ミ
n
F
S
E
HN
2戸

か
ら
か
れ
ら
は
去
れ
〉
。

④
八
陽
経

切
N
F
1
平
氏
自
丈
同
町、
h
t
h
Qヨ
ミ
S
E
H
N
e忌
メ

(全
種

の
慈
か
ら
か
れ
ら
は
去
れ
〉
。

比
較
例
(伏
叶
キ
ョ
ル
・

テ
ギ

ン
碑、

叶
H

・
ト
ニ

ユ
タ
ッ
ク
碑
)

①
碑
文

開
吋

ω
=
官
官
三
由
主
n
m
H
h札

E
h
tミ
止
ヨ
・
(
皇
帝
か
ら
査

工
を
私
は
招
い
た
)
。

②
碑
文

己

ω
土
。
『
R
H
S
S
同g

E
g
h
E主
(
オ
グ
ス
の
方
か
ら

見
張
り
が
き
た
)
。

③
殉
紡
下
生
経

忌曲目件
¥巴
∞
回目
1
2

E

a
宮
古
品
崎
町
掴

ま

に

(
家
か

ら
財
か
ら
出
た
、
出
家
し
た
)
。

(
b
〉

具
格
の
唇
音
調
和
+
門
よ

と

+

止
へ
の
定
着

①
八
陽
経

F
E
-
E
1
H
h
E
h
k
m也、吋
h!と
除
担
宮
守
凡
な
h
凡h
E
H凡
な
守

(信
心
を
も
っ
て
こ
の
世一聞物
を
書
か
せ
る
な
ら
ば
)
O

(

以
-
R
H2

2
ぃ

』
叫
ミ

h
t
k国・

②
八
陽
経

同
土
巴
一
定
型

ENh一宮
H
t=
・
・
・
言
、
守
J

(

智
惑
の
限
を
も

っ
て
・:
見
る
)
。
の『・貝
H
HF

切
N晶
子

同
d
g
h
bh
H宮・

比
較
例

(
∞
穴
ピ
ル

ゲ
・
カ
ガ
ン
碑
)

①
碑
文

択同

aF0・
F
守
司
情
。
喝
さ
細
雪
宍

人
の
男
を
撃
っ
た
)
。

②
抑
文

宮
内

Z
=
一
生

HE
b町、
ヨ
え
忘
-

た〉。

(
全
種
の
悪

(
全
種
の
悪

-166-

(彼
は
矢
を
も
っ
て

(
眼
を
も
っ
て
見
な
か
っ



r、に
。

記
事
長
暗，

d
/t

 Q
 s/z

娼
~

t!
4tl製

-IJ ....)νも
手当

-> 。

銀
塩
基
山
'

書量治1.1聡1栴
Q
~
誌
ミ己

(a.
a
/a
.
 i/i)

。
国主

l削
除
倍

。
)
Q
~
'
 

a
r
iJr

 (C
3 ，)' 

a
r
iJr

1
a
y
u
 (B

z ).
 a
s
iJr

 (B
叫

C
日
)'

a
 Q
~
'
 

q
a
t
a
r
 ( A

85 • 
B
心

sata
r
(C

1SJ 
29，

 
80，

 
31，

 
33，

 
35，

 
38)，

 
ta
p
a
r
 

(B
心
，

i
 Q
~
 :

 ar
ir 

(A
3C • 川

C
出
E

9 ).
asir ( A

3 • 99.
 

'50・
山
.

F
山

Q
p
13 ).

qati
r
 (E
心

•
satir (

A
山
崎...パ

5，'9， 
56，1刊

E
，.8

).
 tapir (A

'9.156)。
組

~i母
A.

B
.
 C

 !J. ぎ
り
~

.，.?賦~
1
S

史
子。
(
~
謹
N
一
向
)

。

ま異
様

由，
<
ロ
択

Ill1ll~
君
主
真
理
ß
~

~王
ム

。
a
y
ï
r

( A
6C • '35

.
 F心

• q
a
y
u
 

CA
13 ，

 
3(:，

 
63，

 
73，

 
78，

 
83，

 
214
，

 Bs ，;，仙
E
S71

F
2b

22 ，3:パ
5，50，55，5

1t 71)
。

担
能
ト
'

明E
組
事
~
~
!
J
.
や
ム
ν
極
言
さ
Q
~
'

ardanz 
(
A
so，

 
i
h

 l
H
h
 18
9，

 

210，215，219，
 B
I， 

C
伺ω).

q
u
γ付
tulι-

(
A

，叩02.叩附
5.凶叩

7η，凶叫雪釣
.11川

山10'日1山
118，

 
目

1見山2町7日.
，山山3剖，
.，凶3'"

I日sτj，
l凶4仙0，14

6仇
.
B
z釦
(
.
Z悶8.は30伽.3担，

.バ3剖9.，引仙''''
，的尽5，5臼仙2.日仙

.5叫8，
C
S ，

 
1口山'.2却

O
.は2'

. ，
 

s叫拍e.5日
拍'.5目拍9仇

.，仙'.
Q
p
2

叫
Q
p
雪む2.

8.
Q
p
i
9 ).

 y
a
r
m
u
r
 (
A
'02)。

書まきさ

Q
~
'
 
a
d
r
a
m
 (E

"
.
 Q

b
8，o. 

Q
b
1
2，3)

.
 qutrul-

(
A
'2
.23

.... 

B...
叫

.
E
30 )

0
 ~

*..:x:・∞t!
医
~
:
ム
理
主
組
←

l'(l
(
~
翠
N


M
)
。

課!lS
∞
'

令
〈
灘
高
主
題

Q
対主主

-
D
A
(n

)
Q
~
'
 
a
m
g
a
k
i
n
-
t
a
 (
A

叫

C
8
)
.

 biligin-ta (A
帥
)
.
b
u
q
a
r
u
-
d
a
 (C
心

•
og

uz
-da (A

，η7ο 
yα

仰
vl

，μa
q-taα

(
A
s
<
川
'
.
C

3
3

 

(
C
心

•
bilig-dan 

(C..
)o 

-
D
1
n
 Q

君主
，

a
d
a
-
t
i
n
 (E

四
)
.

tilta
r-din (

F
心

•
n
o
m
l
a
r
-
d
in

 (F
ω
。

25能
町
'
園
昨
羽
田
隈
~
Q
D
I
京
総
・
U
n

Q
君
主
(
部
謹
.
-
i
)
'

k
o
nが

II
必

n

く
C
，，
).

yazuijlur
-u
n
 (C

zふ
y
a
z
u
q
s
u
z
-
u
n
(C

白
)0

-1n 
Q

 

~
 
(~

量!EN
一
的
)
'

k
o
n
gu

l-in 
(
A

5 ，. 
E
出
叫
〉。

@
)
~
毒
事
}ι
矧
喜
~

M
a
i
t/
S653_'

・
u
l
u
r
 u
n
u
n
 ir1ayu. 

(+<皇
宮
千
J封

.m.)。

@
際
主
主
1
-
'
-
州
製

M
a
i
t
/
S
l
7
2
v
目

s
u
z
叫

k
o・n

g
u
l
i
n

n
a
m
o
 
b
u
t
 

ijiltimz. 
C洗
ム
，
~
会

J .，.?(' 
\-'~医者重要主会J~手

W
'
~
三
必

....)-i-!)。

@
隈
露
1
-
'
-
州
製

M
a
i
tj
SI92rs

_.:
eaeaklig ko"z

i
n
.
 

.
 

.
 

ko"rur. (糊

Q
~
話
会

J.，.?
('
ν
…
眠
時
〉
。

C
 u)
 
巡
組
思
:
ム
控
室
~
総
滋
N
京
総
会

J怜
〈
屈
が
の
Q
t!' 

~生-Þ(-IJ<
~

E語以毒t;:会保子。
C
<
盤
製

L
8
Q

 +
必
n

1三杓<.C\!J.
随

1~田
5豆

長....)-i-!

B主
)0

Q
"
r
>
以
ど
制
毒
事
十
世
{
屈
は
富
民
」
ミ
点
。

@
く
E塁
製

Ls
・
u
l
g
u
s
u
z
u
n
 ü
é
ü
n
~
B
1
2
s
.
 
K3'B.Z': 

必
白
igsuzin

ueiin. 
(
延
期

Q
会
吋
!
J
.
)
'

B
5

出
B
I
0a .

B
l
l
a
，.

 B616 • K
V
3
，: 

u
l.伝
g
s
u
z
i
u
e
u
n
 

起
草
正喜t;e

匙
令
<
K

T
 E
'B
ー
が

b
i
l
m
a
d
u
k
i
n
u
e
u
n
 
C累

必
将

兵
F

-i-!
:ム
会
吋!J.)。

C~り
も
田
秘
書ま

1
・
民
く
包
「
む

ャ
、

士
令
<
<
盤
騨

F-jく
や
せミ世ミ緩ロ[i

.!l

刻
時
r
J

 r重国選
E同
窓

4く
iil!tH~

~
~
~

J
1

 ;録'
兵

1
-
1
0
0

!m(~
堕
{。

C~こ)
-s回

総
領
(

1-
只
く
く

C;tl;!(巳〉倫
理D'

111-11111
!m(ぬ

盟主。

(
~
)
 
;ti;主要笠，

-sa
i崎

武
1
・尺
く
く

(制
Cf
ヨ
〉
倫
理
D'

111-11
11
1

 
!m(。

C
~
)
 

'1':;'_ 
n

 l'士!-t-，，'l::、ミ令
<n小

Q
県

件
以

吋
F
ν
lト

舟
K

ム
会
J]偉

官
軍
J

-i-!
O

 
R
a
d
l
o氏

W
.

1911 
C;tl;!C

~
)
偽
区
〉
。

C
~
)
 

Tekin.;;. 
1960. op. cit.. 

p
.
7.

 

C
a;l) 

毛
田
l臨
調
(

1
争点干ミ

I
C;tl;!

C;;:;)偽
盟
D
'

平
一

く
ド
m
(
$
度
。

初
心

!
J
.
探
勝
咽
~
I
-
'
-
Q

;ti;セ嬰お
~J

~J
以

l長
t
-
。

h円由，【



168 

指
標

ω、
後
置
調
の
所
有
封
格
支
配
と
所
有
主
格
支
配
の
例
は
見
あ
た

ら
な
い
。

森
安
孝
夫

た
と
え
ば
、

(

邸

)

(
部
〉

一
九
八
九
(
註
ハ
ロ
)参
照
)
四
五
五
頁
参
照
。

巳司

守
弘
同
凡
な
匂
旬
、
(
回
斗
(
)
岱
ユ
)
守
凡
~
九
句
江
N
(回
斗
(
)
σ

『

M

)

h
~
h
b
h
~刊
誌
.
(
回
吋
C
M凶
三

)

同おいて'町
一九
お
句
(
回
斗
{

)

O

ユ
)

、

V
E
E
Q
(雪。

r)

(山田
)

3

師、し珂
H
合
同
町
「
(
関
N
)

の
讃
み
は

F
本
の
例
に
依
援
す
る
。

(
お
〉
よ
り
多
く
の
例
は
、
(
U

『・
0
含
-
H
N8
0
(註
(
日
)
参
照
)
。

(
叫
山
)
小
田
害
時
典
一
九
八
三
(
註
(
印
)
参
照
)
、
一
七
一
一
一
頁
。

(町山
)

(

U

同

国

同

S
F
F
O
ロ
巴
口
一
回
曲
目

-roロ
H申
∞
∞
(
註
(

M

M

)

参
照
〉
・

(
∞
∞
〉
小
図
書吋
典
一
九
九
一
(
註
(
日
)
参
照
〉
、
一

五
頁
参
照
。

(
的
)
カ
ハ
ル
・
パ
ラ
ト
(
一
九
九

O
U
に
よ
る
「
ウ
イ
グ
ル
文
八
陽
経
の

翻
誇
者
は
、

シ
ン
グ
コ
・
シ
ェ
リ
・
ト

ウ
ト
ウ

ン
グ
か
」
と
題
す
る、

私
に
は
、
衝
撃
的
な
論
文
が
ジ
ュ
ル
ナ

ル
・ア
ジ
ア
テ
ィ
ク

ハパ

リ
)

に
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
管
見
を
述
べ
た
い
。
ゥ
イ
グ
ル
併
典
の
翻
霧
家

と
し
て
名
高
い
こ
の
人
物
の
名
前
が
ウ
イ
グ
ル
定
本
の
識
語
断
片
に
新

し
く
設
見
さ
れ
八
陽
経
の
ウ
イ
グ
ル
誇
者
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

「
菩
薩
大
唐
三
歳
と
名
附
け
る
ア
ジ
ャ
リ
が
イ

ン
ド
の
言
葉
か
ら
タ
ヴ

ガ
チ
の
言
葉
に
翻
謬
し
、

タ
ヴ
ガ
チ
の
言
葉
か
ら
、

さ
ら
に
後
皐
の
ピ

シ
ュ
パ
リ
ク
の
シ
ン
グ
コ

・
シ
ェ
り

・
ト
ク
ト

ゥ
ン
グ
が
、
テ

ン
グ
リ

ケ
ン
・

ト
ゥ
ズ
ミ
シ
ュ
(
と
0
・、

ま
た
は
、
な
る
?
)
ト
グ
リ
ル

・
テ

ィ
ギ

ン
夫
人
(
テ
ン
グ
リ
ム
)
の
祈
願
に
よ
っ
て
、

新
た
に
ト
ル
ハ
コ

:
V

の
言
葉
に
翻
課
し
た
る
、
・
・
〔
ロ
-
H
恥

hb
E
(
N
)
〕
」
と
あ
る
。
肝
心

な
経
名
が
わ
ず
か
に
し
か
残
ら
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
カ
ハ
ル
・

パ
ラ
卜
は
最
後
の
綬
名
を
次
の
よ
う
に
復
元
し
た
。

同1
向同
国
匂
立
h

h

H

『町、・
N
?
H
Q

旬
恥

km
t
H
q
舵枠
SAM枠・・
・

し
か
し
な
が
ら
、
厳
密
に
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
経
名
は
、

同

d
担
当

S
H奇
・
忠
良
静
止

N
E骨量骨・』『
(
E
E
A叫〉・・
・

か
ま
た
は

吋除、輔、
h
h
h
h

『守山民
主
M
t
E
N

怠
之
除
、
宮
司
a
E
S伝
言
足
立
遺
伝

168ー

で
あ
っ
て
、
位
格
・
奪
格
接
尾
僻
'
H
K

の
有
無
に
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
つ
ま
り
可
能
性
は
後
者
に
あ
り
、

こ
れ
は
改
謬
の
題
名
で
あ
る

と
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
漢
文
本
に
竺
法
護
(
宙
貫
生
院
本
)
、

鳩
摩
羅
什
(
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
本
〉
、
玄
柴

(
敦
煙
本
て
あ
る
い
は
義
浄

(
繍
抜
本
)
の
翻
譲
で
あ
る
か
の
ご
と
く
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
と

同
類
で
あ
る

か
ら
、
伎
に

も
シ
ン
グ

コ・

シ
ェ
リ

・ト

ウ
ト
ウ
ン
グ

の
誇
述
と
考
え
る
必
要
は
な
い
が
、
貴
重
な
設
見
で
あ
る
(
関
与
良

回
目
白F
E

U
0
・
註
(
印
)
参
照
〉。

(ω
〉

b
z
w
-
¥
2・戸、
2
・E
n-b・
ω
-
E
H
(
Z
R
H
0・印])〉
-
RAP
(聞

内
】

J
・

(
川
町
〉
ガ
パ
イ
ン
の
《
方
言
》
的
指
標
で
あ
る

おい宅問『・

3
函
一『
は
宿
泊
々
か



ら
出
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
う
る
(
庄
垣
内
正
弘
一

九
八
二

(註
(

η

)

参
照
〉
、
五
三
頁
〉
。
な
お
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
善
悪
王
子
の
説
話
』
等
の
言
語
特
徴
の
指
標
一

0
項
目

~ ~ ~ 3 
凶凶凶一

/ 包む 5

M 回ー.
w '" '"ι 

/ ζ~ 8 

1
0

綜
合

同
・
凶

H

/

同

同
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配
号
(
分
類
)

1

2

母

(

善

悪

圭

子

)

/

/

国
巴
(
無
野
念
玉
)
/

/

F
岡

(

書

簡

)

/

/

内
相
一
昨
同
司
ほ
か
、

(

3

)

切
と
h

は
か
き
わ
け
る
。
唱
と
『
の
異

同
符
放
は
脱
落
が
多
い
。
国
己
と
国
担
割
も
同
じ
。
ハ
4

)

H
¥

札
と

と
H

の
混
同
は
な
い
。
他
も
同
じ
。

(

5

)

繋
ぎ
母
一
音
の
混
同
が
自
に

付
く
。
制
到
格
'
Q
可
(
同
ゲ
ロ
・

3
1・々
(円・斗
-
H
H
H
・
3
。
国
巴
も
同

じ
。
ハ
6
)
J凶
〔
j
uミ
ペ
U
O
H
b
Z
可
・
宿
泊
予

E-∞
三
て
て

M
T

R
N

い
可
々
"
ロ
-r
u内
}
内
〈
口
門
町
三
%
(
H
MG
〉
ぺ
N
J
〔苫
吋
wM門〕可
H
白
υミ
ー

おいて白可
w
M
M
M内
〈
・
印
国
静
岡
は
、
ョ
州
、
.
N
H
Q
h
E『
〈
唱
ミ
ユ
巳
官
、
2
・

品
HJ
同
じ
篤
本
の
な
か
で
幾
異
が
生
ず
る
の
は
、骨
局
経
者
に
よ
る
も
の

で
、
も
と
も
と

3々
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

(

7

)

後
に
現
れ

る
よ
う
な
音
位
鱒
換
は
な
い
。
他
も
同
じ
。

(

8

)

奪
格

-ub~ι
ぎ
-

h
b知向島

〈
苦
し
み
か
ら
v・戸、同
-
M
h
恥

EHa忌
〈
身
僅
か
ら
〉
-
F
H
H・M
1

・0L『
詰
・
刊
誌
合
同
誌

〈
遠
く
か
ら
〉
・

M
M
M内
〈
口
同
・
品
山
。
、
臣
、
之
官
会
刊
誌

〈座

所
か
ら
〉
-
F
M
H・
印
・
国
巴
は
、

'
b
b
の
み
。
雪
治
安
定
言
、
宮
、
〈
そ

の
場
か
ら
立
ち
上
が
り
〉
-

H

・
8
・
回
世
間
は
繭
者
あ
り
。
言
h
ミ
'
N

転
、
島

〈
諸
天
か
ら
〉
(
四
九
行
)
、
問
、
S
H
S
〈
遠
く
か
ら
〉

2
ハ
五
行
)
。

ハ
9
)
具
格
-
H
R
b
h
冶
旬
、
目
立
〈
心
を
も
っ
て
〉

-
M
P〈

H

・

2
二
頁
〉
。

国
巴
も
同
じ

o
E
耳、3
〈
心
を
も
っ
て
〉

-
S、
(
八
頁
)
。
(
叩
)
所

有
接
僻
の
主
格
支
配
人
M
)
H
-
2
H
刊
誌
宮
崎
叫
t
hを
〈
幸
運
の
ゆ
え
に
〉
・

/ ~ ~ 
w "・

ー--. ・・，
トa ト，トJ

/ζζ6  

ド
M

口
〈

(
四
O
頁
)
。
他
は
例
な
し
。
そ
の
他
、

同
司

の

おH
南町
・RH
〈
ち

ょ
っ
と
v-
〈
口
-
m
(
一

二
頁
)
に
劉
し
て
、

回
開
閉
で
は
、

R
H
A
HU
、
白
(
巧

み
な
〉
、
さ

(
四
一
頁
)
の
ほ
か
、
問
h
R
可
書
白
〈
輝
け
る
v・

5
(三
八

頁
ど

位、民
h
司N
t

〈
輿
え
る
も
の
〉
・

N
H

ハ
三
九
頁
)
な
ど
古
い
表
現
も

あ
る
。

(

m

出
〉
森
安
孝
夫

一
九
九
一

(
註
(
ロ
〉
参
照
〉
、
二

O
O
i二
O
一
頁
(
附

録
3

北
京
図
書
館
所
蔵
敦
爆
出
土
マ

ニ
山
教
信
手
紙
文
断
簡
(
冬
山
出ウ

ラ
)
〉
四
行
自
に

史
N
S
H
t
h
〈
我
等
の
ご
と
き
〉
の
よ
詰
は
所
有
接
僻

の
封
格
の
例
に
似
る
。
九
行
目
に
、町、
s
u
q島
治

〈
遠
く
の
地
よ
り
〉

と
奪
格
・
&
司
の
使
用
も
あ
わ
せ
て

《
n
方
言
》
的
テ
キ
ス
ト
と
判
定

さ
れ
よ
う
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
定
本
こ
九
八
六
)
の
一
七
番
に
は
、

芯
吉
正
忠
雪
(
鷹
で
あ
る
た
め
に
)
・
品
、
¥
印
、
(
九
八
頁
)
と
官
、
(
同
〉
ミ

tEW吋
(簿
猛
で
あ
る
た
め
に
)
・
印
、
¥
由
、
(
九
八
頁
)
の
ふ
は
所
有
接
鮮

の
主
格
で
あ
る
。

(
伺
〉
回
目
HHF}
同o
p』

H
U
∞
白
"
。
』
守
町
ご
・・、
H
，

o
g
o
F
累

y
g一・
5

P

H

N

Y

H
A肝
叶
l
H
A
P

∞

ハ
川
田
〉
著
者
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
は
、
「
〔
篤
本
〕
N
O

に
は
、
，
N
予
ム
『
・
・
3
・

-ねたヨ

な
ど
の
よ
う
な
接
僻
に
、
ム
・¥『
干
に
代
わ
っ
て

目白目
¥ふ
a

の
使

用
が
目
を
引
く
が
、
ガ
パ
イ
ン
文
法
書
の
四
節
に
よ
れ
ば
、

《
n
方

言
》
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
現
代
ウ
イ
グ
ル
で
も
見
つ
か
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
同
じ
篤
本
ぎ
に
、

篤
本
タ

エ

同
4

・
N
N
-
N
U-

N
罰
-

N

∞

と
N

唱
も
同
様
で
、
接
僻

目立昌
¥-S・治
ま
た
は

-
Eミ
'
n
H
b
司
が
奪
格
を

表
す
の
に
使
わ
れ
る
が
、
ガ
パ
イ
ン
文
法
蓄
の
四
節
(全
ぽ
開

E
g
m

+
己
認
伯
仲
O
Y
H

巳
n
Z
E円
号
ロ
〉

Z
E〈
》
〉
に
お
け
る

《
E

方
号一
口》

の
提
案
へ
の
透
明
に
反
し
て
い
る
」

と
ガ
パ
イ
ン
設
に
異
議
を
唱
え
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contraband trade committed by the Ryukyuan ships were prevalent. 3）

Tributary

　

nations

　

always tried to ｅχpand the trade with China, and

sometimes

　

committed

　

illegal

　

activities

　

against

　

the

　

established

　

trade

regulations.

　

4) The western merchants, who desired trading ports outside

Guandong province 廣東and sailed from the coastal citiesof China to

Korea as well as Ryukyu forcibly,repeatedly committed illegal trade and

gathered important informations on China and the tributary nations in

order to destroy the System.　5) Heavy economic stress was caused by

conducting the Investiture ceremonies, and the troubles were followed by a

drastic revision of the tributary term｡

　　

During the Opium War, the crisesof the Ryukyuan tributaryrelations

with China became apparent through the occurrence　of　the following

events.

　　

1）Ｔｈｏｕｇｈ

　

Britain had enmity against China, the Ryukyuan

authoritieshospitably treated the crew of the British warship, the Indian

Oak which drifted ashore on the coast of Okinawa Island. 2) Troubles

were caused by the British warships which took part in the Opium War,

and their calling at the Ryukyu Islands for the purpose　of securing

provisions.

　　

3）Ｔｈｅlast factoris the problem concerning the opening of

Ｆｕｚhoｕ扁州to foreign trade during the negotiation between the Chinese

and British representatives.　The former had opposed the opening of

Fuzhou in consideration of the traditionalRyukyuan tributary relations,

bｕt丘nallycomplied with Britishrequest. Therefore the Ryukyu Kingdom

was faced with the strong pressure from the British since just afterthe end

of the Opium War.

THE CHRONOLOGY OF THE SAKIZ YUKMAK YARUQ

　　　　

AND THE Ｑ£TANSI-ＩＭＰＵＳＡＲＳＵＴＲＡＳ

　　　　　　　　　　　　　

Oda Juten

　　

Old Turkish Buddhist scriptures brought from the Turfan basin and

the Dunhuang caves are one of the most wonderful legacies of the culture

of the Silk Road lasting about six hundred years from the ninth century

to the fourteenth century. We would like to study the chronology of the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

― 35 ―



Uighur-Turkish Buddhist legacy by dealing with two scriptures: the Ｓａｋｉｚ

ｙｕｈｍａｋｙａｒｕｑ(Sｙｙ)ｏＩ Sakiｚ　ｔ＜５ｒlｕが孔ｙαΓｕｍｉｓｙaltｒｔｍtｓ(Styy) and the

Ｑａzがf一知戸μ∫α「(QP) or：Ｑｕａｎｓi-im bodiｓtｖ(Qb) sutras translated from

Chinese｡

　　　

These Sutras spread, among the peoples, in the regions, and during the

periods, over which Chinese culture and Buddhism had direct influence.

According to the Chinese tｅχt of the　Ｓ＆kiｚ.ｙｕhm,£匝ｙαΓ征ｑ　ｓｕtｒａ.the

Chinese tｅχts,in Japan, Tibet, Korea, and Bangkok (Vietnamese temples),

each have their phonetic transcriptions in their own languages.　They

must have been read or recited by their respective people in their own

languages. There are also some Tibetan, and Mongolian versions translated

from Chinese.　We have various tｅχtsto be compared, and three groups to

be classified: Group l includes Japan's old manuscripts of Chinese　text,

Chinese text in Tibetan script (Pt 1258), and Turkish versions; Group IT

consists of many Chinese and Tibetan manuscripts from the Dunghuang

cave

　

in the ninth and tenth centuries; and Group Ill is composed of

Chinese text in Korea, Bangkok, and Mongolian versions after the four-

teenth century｡

　　　

It is certainly considered that our Turkish version derived from an

original

　

Chinese tｅχt,which was presumably brought into the　Turfan

region before the Tibetan Kingdom gained control of the River-West

corridor (786―848).　Considering the contextual variants of each of Syy

and Qp sutras, we can distinguish them into two titles: each of Syy and Qp

as the first translation; and each of Styy and Qb as ａ revised tｅχt. Thus,

an answer must be found to the question why the Sutras ware revised.

The question is being discussed from the viewpoint of ａ linguistic dating.

Thanks to ＤｏｅｒfeｒＹｅｒｓｕchthe question about the date of Uighur-Turkish

texts can be dealt with here.　Ｇ. Doerfer especially tried to position
the

text ゛ltstage 1-a to 5･ based on linguistic order.　The standard of j udgement

on the chronology is composed of thirty requirements, ten of
which are

essential for the Buddhist texts.　According to many manuscripts
of Syy or

Styy and Qp or Qb, there is ａ linguistic difference　between
the first

translation and the revised tｅχt as follows:
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Ｎｏ．Ｄｏ?びｅ｢'ｓyｅ(叫remenり

１
２

3
4
5
6
7

o
ｏ

ｅ
ｎ

10

１

２

3

4

5

6

8

15

16

17

(ｏr Merkmal)

block print

alef in excess

5≠i,4≠y

t/d, s/z

大々/-a-, -l-l-i-

ﾒl(り)

metathesis

ablative：-ＤＡ（川）

instrumental:

･？l，･ａｎｉ-ｕｎ,　-≪ｎ

　　

first translation

　　　

Syy and Qp

nothing

something in Ｌ of Syy

only

ｓ≠ｊ，１≠γ

no dental confusion

-e- or -aソーぷｰ，(～小/ふ)

n(_ny):ｇ戒･Ｙ　ｑａｎｙｕ

no metatheｓis ａｒｄｄｍ.

ｑｕｒtｕl-

-DA(n)

-ｎ,　-ａｎｌ-ａｎ。Ｕ？l

-(5)Ｉｎｏｒ・{s-)I十　<s)In

postposition

　　

revised text

　　

Styy and Qb

something

nothing

5＝(Ｏr)～ｓ,ｑ≠(or)～γ

a little or ａ lot of dc

ふl-i-

ｙ ａｙiｒ,　ｑａｙｕ

metathesis of /r/

ａｄｒ'ｄｍ,　ｑｕtｒｕl-

-Ｄｉｎ(～ＤＡ)

一加

(ｊ)7

　　

In all respects it seems to be reasonable to suppose that the revised tｅχt

of Styy and Qb came into ｅχistencein the eleventh century to suppose. ０ｎ

the other hand, which century can we date the emergence of the first

translation back to？　The Ｌ manuscript of Syy is older than the other

Buddhist tｅχtsand letters which were sealed in the Dunhuang cave and

sent from the neighbourhood in the early eleventh century based on the

linguistic order of the table mentioned above.　Furthermore, it is not

affected by new linguistic forms (including ａ dialectal pronunciation of

Chinese) similar to the revised tｅχtof it. From an important evidence

given by J. Hamilton, im sam ('medicine'), an idiom in the firsttranslation

is related to‘＆ｇΓand ancetre' of the western dialect like Ottoman Turkish

afterwards. This argues strongly that the linguistic difference between the

first translation and the revised tｅχtarose not only　from　changes of

generations, but also from ａ dialectal trend.
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